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はじめに

県下におけるほ場整備事業にともなう埋蔵文化財の発掘調査もは

や四年目を迎え、莫大な調査の成果が蓄積されつつあり注目される

ところである。しかし、反面事業区域の増大は一途をたどり、調査

件数、規模の増大は著しいものがあり、工事と平行する調査は困難

をきわめること再々と言える。

このような状況をお、まえ得られた成果をすみやかに地元に還元す

る作業もまた重大な責務であろうと考える。

本報告書の作成には、地元教育委員会をはじめ地元住民、先生諸

氏、学生諸君の絶大な指導、助言、援助を得ることが出来た。記し

て感謝したい。

昭和52年 3月 末 日

滋賀県教育委員会事務局
文 化 財 保 護 課 課 長

藤 沢 守 雄



例    言

1,本報告は、昭和51年度に実施したほ場整備事業 (耕地建設課経費負担)に伴う埋蔵文化財

発掘調査の成果を収載したものであり、国庫補助事業対象遺跡については別冊でとり.ま とめた。

2.調査にあたっては、地元関係市町の役場、教育委員会、区長から種々の協力を得た。

また、現地調査は、本県文化財保護課技師丸山竜平、同大橋信弥、同近藤滋、同田中勝弘、守

山市教委文化財担当山崎秀二がそれぞれ担当した。

3.本報告中概要に留めたものについては昭和51年度滋賀県文化財調査年報に収載したので参

照されたい。
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第 1章 守山市赤野井遺跡発掘調査報告



1.位  置

赤野井遺跡は守山市赤野井町、十二里町、石田町、杉江町にまたがり、大半は赤野井町

地先に存在する。小字名は小柿、狐塚、上筋カヒ、袖屋、シノ田、六反田、林田、須田、

三ノ袋、一ノ坪他
｀
である。なお、遺跡地は、現在の十二里町、赤野井町の住居地内にも広

がることが予想される。

2。 発掘調査経過

昭和51年 4月 に守山市内の遺跡分布調査を実施 している際に発見された本遺跡は従来か

らも地元で耕作時に上器の出上があつたと伝えられ、中でも字狐塚や字小柿は、特に前者

は武士の墓であるとか、処刑場であるとか伝えられており、あまり手が加えられずに 1段

高い畑地 となっていた。また後者は耕作が深 くなると土器が多量に出ると言われ、遺跡の

存在が知られていたようである。遺跡の確認後、市教委から県教委に連絡をとり、本年度

に回場整備があることがわか り、県の内部で協議がもたれた。

調査は昭和51年■月 2日 から開始 し、先に幹線排水路を次に支線排水路の予定地で行な

い、およそ東西幅 2町余を確認した。その後、工事の内容において遺跡地内で削平される

部分のあることがわか り協議後、削平部分の調査を実施 し、昭和52年 1月 20日 で終了した。

地理的位置

赤野井遺跡の位置は赤野井町、十二里町、杉江町、石田町にまたがる広大な遺跡で、推

定 8万m2余に及ぶ。野洲川沖積平野部の中央やや湖寄 りの位置にあり、遺跡の西側で大き

く段差をもって下降してゆく、丁度接点のような位置にあり、下降する線上に水路が認め

られる。この水路は地形図上でみると野洲川旧分流である境川から分かれた支流のようで

ある。また、遺跡の東側にも水路があり水路で遺跡の周辺が画されている。即ち、東、西

限を水路で区切 られた微高地に立地しているのである。東限については東端 とするに足る

畦畔と小水路が認められた。西限は東限とはぼ同様であり、東西とも、畦畔を越えて外れ

ると地割の方向がずれる。このことも、この遺跡地が水系の中でできあがった微高地を利

用したことがわかる。

本遺跡は湖からの直線距離で約 l kmで、野洲川沖積地の中央部にあり、比較的安定した

土地 と考えられる。しかし、居住以前には幅約60m程の流れのあったことがわかった。

歴史的位置

本遺跡は古墳時代前期から平安時代にわたる複合遺跡で、周辺にも多数の遺跡がみられ

る。本遺跡の北側に弥生時代前期から平安時代まで継続して営まれたと考えられる寺中遺

跡、西側に弥生時代前期から中期にかけての赤野井浜遺跡等 (服部遺跡も弥生時代前期か
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ら)の立地がある。又、更に外に輪を広げると、集落跡が多数みられ、石田、金森西、三

宅北、杉江、同東、等、古墳時代から後、平安時代までの遺跡がみとめられる。これらは

各時代における生産性の向上から導びき出される分村や新たな居住地として成立するもの

と思われる。中でも金森西遺跡は小型珠文鏡を出土しており、特殊な性格が考えられる。

3.調 査結果

調査はその便宜上、各地点において記号を付した。幹線排水路部分はAと B、 支線排水

路部分はC及び D、 面的に広げた場所はZ地区、N地区、NW地区、W地区とした。そし

て、それぞれの地点でトレンチの数により1・ 2・ 3……と番号を付した。A～ Dは手掘

り、それ以外はユンボによる表土除去を行なったと調査期間は昭和51年 11月から明年 1月

までを費し、およそ 1万 3千平米の面積を調査した。

本遺跡の調査において検出された遺構は多種、多数にわたり、またそれに伴って遺物も

多く出土した。次に遺構の概要を記し、それぞれについて説明を加える。

方形周溝墓

C地区で 1基、D地区で 1基、Z地区で 2基、NW地区で 1基計 5基が検出された。Z

地区の方形周濤墓を第 1号、第 2号 と呼び、NW地区のそれを第 3号、C地区を第 4号、

D地区を第 5号と番号を付した。第 1号墓が最大で、一辺 (濤外肩)が 10米 を越え、また

濤幅が約1.5米であった。主体部は濤内台状部になく、南辺周濤の外側に庄内式の壺を 1

点埋めた土渡とその西に長方形土墳がみられた。遺構の残存度がやや悪いため主体部がみ

られず、削平されてしまったと考えられる。第 2号墓は濤幅が約60糎、深さは 5～ 25Cmと

変化に富み、一辺は約 8米余である。第 3号墓は一辺10米余、深さ20cm余、幅は40～ 60cm

であったが東辺、北辺が検出されず、コの宇形に近い形状であった。第 4・ 5号墓は規模

が確かでなく、周濤の一角が認められた程度である。遺物は第 1。 2号墓で細片がみられ

た以外は何も出上していない。

溝  跡

W地区、NW地区にわたって濤状 (端があり、溜まりになっている)遺構 (濤 I)が検

出された。この濤は出土遺物からみて古墳時代前期に属すことがわかり、本遺跡で発見さ

れた濤状遺構では最も古い時期である。またW地区では古墳時代から奈良時代にかけての

落ち込み (溝状に落ち込む濤H)がみられた。その他は全て基本的に奈良時代から平安時

代に属す濤跡である。最大の濤はZ地区で検出され、B地区に伸びる大濤で幅は10米を越

し、深さも1米余であった。この濤は濤 Hと 呼ぶが、古墳時代から平安時代までの遺物を

含む。しかし、古墳時代単独の層はなく、奈良時代の遺物と混って出土するため、濤の開

掘は奈良時代前期に求められると思われる。本遺構はその中に古墳時代土師器、須恵器、
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奈良時代須恵器、土師器、平安時代須恵器、土師器、黒色土器、銅銭 (隆平永賓)を含ん

でおり、その量も多い。本遺構の流れの方向は正南北 (磁北)であり、目的意識的に掘削

されたものと考えられ、この方位は後述する建物跡と共に計画されたと考えるべきであろ

う。本遺構が埋没するのはおよそ■世紀と思われる。

濤Ⅳは溝 Hと 直交すると考えられる濤で、A地区で東西方向に検出された。濤幅は約 3

米で深さは約40糎である。遺物は奈良時代から平安時代に至る須恵器土師器がみられた。

その他にも濤状の遺構がみられた (W地区東端、NW地区)が、溝Hや濤Ⅳと同じく、基

本的に南北、東西の方位をとる。またN地区では幅約30糎、長さ 5～ 8米の落ち込みや、

お再ぞろいな長さ、幅の溝状の遺構がみられたが、何の目的の掘削か判断し難い遺構がみら

れた。しかし、これらの不ぞろいの濤状の落ち込みもやはり東西、南北に基準をもつ。

土  城

Z地区の第 1号方形周溝墓の近辺で 3、 A地区で 2、 B地区で 1と 多数の上羨が検出さ

れている。これらはそれぞれで意味があり、Z地区の上羨は方形周濤墓に付随するものと

考えられ、A地区は単独の土羨であるのか、周辺では遺構は検出されなかったが、土墳は

浅く中に炭化物がうすく層になっており、特別な意義が与えられよう。B地区の上墳は地

鎮祭用の上墳であり、内部に土師器皿が多数埋められており、皿と皿の間あるいは土中に

銅銭 (長年大賓)が混じており、土器と銅銭を埋めるための穴として掘られたのである。

なおZ地区土墳は古墳時代前期、A地区土渡は奈良時代後期、B地区は平安時代である。

建 物 跡

A～ Z・ NW・ NoW地 区の全地区におよぶ柱穴群は多数の建物のそれであった。中で

もNW地区はととのった単独の建物が並び存在していた。NW地区では三間×三間の倉庫

(建てかえがある)が 2棟、三間×三間の建物が 4棟以上、廂付かと考えられる建物 1棟

がそれぞれ検出されている。これらの建物は軸を南北、東西にとっており、整然としてい

る。

A地区では東端で二間×二間の倉庫跡 1棟、B地区では二間×二間の倉庫、二間×三間

の建物が 1棟みられた。N地区では 1棟、W地区では 4棟、Z地区に25棟、総計40棟以上

が認められた。Z地区では最低 5回以上の建て替えがあると考えられ、柱穴の切 り合いと

柱穴埋め上の色の差によって分類し得た。建物の建造手代については 6世紀後半から7世

紀初頭までの I期、 7世紀前半のH期、 8世紀前半のⅢ期、8世紀後半のⅣ期、 9世紀後

半～10世紀のV期が考えられ、柱穴の埋上の色差及び柱穴内出土遺物から分類した。

井 戸 跡

2基検出されZ地区、NW地区に存在する。Z地区井戸Iは掘り方径120糎、木枠内径90糎、

深さ130糎である。溝Hの西側肩にあり、井戸内遺物は須恵器杯他土師器若干であった。
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時期は奈良時代前半と考えられる。NW地区井戸Hは後世に攪乱されておるようで掘り方

や内部が崩れていた。出土遺物からみて奈良時代後半に使用されていたものと思われる。

遺  物

遺物は多量に出上した。そのほとんどは濤内出上である。古墳時代土師器、須恵器、奈

良時代土師器、須恵器、平安時代土師器、須恵器、施釉陶器、黒色土器、銅銭、フイゴ、

瓦があった。他に「赤見?」「大吉」のヘラ描き文字、「大田 ?」「内」の墨書土器がある。

古墳時代土師器は庄内式並行期から布留式並行期の時期の壺、甕、高不で須恵器は 6世

紀前半後葉から7世紀初頭、白鳳時代須恵器もみられた。ほとんどITh、 不蓋、風泉であわた。

奈良時代では器種も多く不類では 4～ 6種に細分、甕も数種に、土師器では暗文手法の有

無や口径、胎上によって細分した。銅銭は「隆平永賓」「長年大資」の 2種が確認されたが

後者は約30枚がくっついており、表面の銅銭であり、その他は判別できなかった。その他、

鉄滓や熔壁が出上しており、近辺に製鉄工房が存在することも推定できる。

4.ま  と め

1.赤野井遺跡は大規模な掘立柱式建物跡群を中心とする遺跡である。

2。 それらの建物跡は南北、東西を軸にするものである。

3。 これらの建物は古墳時代後期後半から、平安時代に至る期間の造営である。

4.こ の遺跡地に残る水田の畦畔は検出された遺構を踏襲したものである。

5。 出土遺物は多様で、ヘラ描き文字、墨書土器があり「大田 ?」「内」「大吉」「赤見」等が

みられた。その他、蓋転用の硯や施釉陶器、また建物から公的な性格が考えられる。

(山崎秀二 )
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第 2章 野洲町五之里遺跡



1. イまじめに

野洲郡野洲町五之里の現集落から久野部方向にかけては、五之里古墳を含む埋蔵文化財

の包蔵がおぼろげながら推定されていた。特に富波乙から延びる砂地の徴高地は畑地とな

って遺物の散布が知られていた。

この々め、今回のほ場整備事業にともない遺構の有無、性格等の究明を試みることにな

った。

調査は昭和51年 8月 1日 ～同年 12月 末日までを現地にて実施 し、整理、報告業務は 3月

末 日までとし、以降必要に応 じて補足作業を行なった。

2.経   過

調査は五之里集落の南、第 1区の畑地から開始し、南ヘー町ごとに第 2区、 3区 と進み、

さらに幹線水路を介しながら4区、 5区、 6区を設定した。この他、五之里古墳区、富波

地先であるが五之里集落の東側にあたる畑地を富波 I区 として、総計 8区を設けることに

なった。

3.調 査の成果

第 1区～第 3区においては、北北東方向に走る数条の濤が検出され、その年代幅も大き

く、早いもので古墳時代前期の土器細片が多数みうけられるもの、伴出遺物が皆無である

が土層から平安時代にまで下ると思われるものなどがあった

第4区は、第 5区より南に位置するが早く調査に取り組んだため番号が若い。当区からは、

方形周溝墓が五基検出され、うち 3基は周溝を共有し、他の二基は独立的様相を呈す。独

立の二基は庄内、布留期に該当し、他は少し年代が遡ると思われる。

また、独立する北側の一基は、その南西に多数の上城群を配し、うち高不を蓋とした甕

棺が一基検出されている。この甕棺の胴部下半に 1孔が穿たれていた。なお、この方形周

濤墓の西側にはピット群がみうけられ掘立柱の建物が予想された。

その他、平安時代におよぶ溝が多数検出されている。

第 5区、 6基の方形周濤墓と上琥、ピット群が検出された。完掘した第 4号方形周溝墓

では 1辺 12m× 12mの 内椰と最長 19m× 18.5mの略方形周溝を設け、周濤の四隅は浅

くなり、南々西隅では陸橋部を呈していた。しかも、この陸橋部で 1基の上拡墓が検出さ

れている。ただ、墳丘は削平のため全く認められなかったが、濤内には、もと墳丘の盛土

と推定される土層の推積があった。

また、 2号周溝と5号周濤の間には多数のピット群が認められ 1間× 1間の掘立柱建物
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が検出された。

第 6区、多数の濤と1基の方形周溝墓および土拡墓群が検出された。周濤墓は庄内併行

期と推定されれ、薄は古墳時代および以降のものである。

五之里古墳区、墳頂部が村の墓地となっており、削平をうけているとはいえ径 34m、 墳

高 2.5mを 測る古墳である。

周濤の有無、墳丘規模を出すため裾部の調査を行なった。その結果幅 3mの濤が認めら

れ、内より土師質、須恵質の埴輪片、須恵質の簑が検出された。その年代もの五世紀後葉

と考えられる。

なお、この五之里古墳の東側で埴輪 と須恵器が発見され、もう一基古墳がかってあった

のではないかと推定された。

富波I区、五之里集落の東に接して砂質上の推積した丘が認められていた。この畑地より

中世の土器類が観察されたため調査を行なった。

その結果、現水田面に近い位置から古墳時代初頭の竪穴住居跡 6棟、掘立柱高床倉庫数

棟および上城が検出され、平安時代の濤なども発見された。

(九山竜平 )
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第 3章 野洲町下繰子遺跡EoS地区



1. イよ じ め に

野洲町下繰子遺跡EoS地 区は、昭和50年度に、排水路部分200m(幅 8m)が試堀され

古墳時代前期の住居址群が検出されたため、設計変更等につき協議がなされた。しかし、
(注 1)

地区境界に当っていることもあって、全面的な変更は不可能となった。このため、削平を

最小限にとどめるため、計画高を土盛りによって上げることとなったが、排水路部分およ

びほ場の一部で削平されるおそれが生じたため、本年度事業として、完全調査を実施する

こととなった。 (大橋信弥 )

(注 1)古 川与志継「野洲町下繰子遺跡」(『ほ場整備関係遺跡発堀調査報告書』Ⅲ― H所収

滋賀県教育委員会、1976)

調 査 経 過

本調査は、ほ場整備事業に伴 う水路設置のための事前調査であり、従って調査範囲も幅

4m、 長さ200mの 北西か ら南東へ長 く伸びる部分を主に、その北東のわずかな地を付加

した極めて限定されたものである。ここでは前者を S地区、後者をE地区と称して調査の

経過を概括 しておこう。

調査は、1976年 ■月 9日 に開始 し、同年 12月 27日 に至って終了したが、開始 とともに、

まず、 S・ E両地区の割 り付けを行なった。 S地区は、北西より10mご との区画を設けて、

それぞれ S-1区 、 S-2区 、 S-3区 ・ヽ…。S-20区 とした。 E地区は、 S地区の区設

定に準 じ、E-7区 、E-8区 、E-9区 と称することにした。なお、調査にあたっては、

方位の複雑なことからくる混乱を避けるため、 S地区の長軸を調査上の南・北に比定 し、

短軸を東・西 とした。 E地区の方位 もそれに準 じた。以下本報告に称する断面図の方位の

み、調査上のそれを使用した。

調査は、排水の関係上、当初 E地区より始めた。 E地区は、攪乱土層、耕土層 (灰黒色

粘質土 )、 床土層 (暗灰褐色弱粘質土層 )、 さらに一部の箇所では遺物包含層 (黒灰色粘質

土層 )を順次剖ぎ取 り、遺構が露見するに至った。 E地区完了の後、 S地区に移 り、E地

区との関連を示す S-7区 、 S-8区 、 S-9区 の各区より始めて、次第に両翼へ拡げて

ぃった。ただ S地区は1975年度の調査で既に遺構確認がなされており、 今回はその後堆積

した上を除去し、遺構の再確認 とその掘開が主たる目的である。それらの結果、 S-6区

～ S-9区 とE地区近辺が、かって微高地を形成していたことが明らかとなった。もっと

も、そのことが一方では後世の削平を露骨に受ける悪 しき結果を招 き、それらの区におけ

る遺構の遺存度は他に比して相対的に浅 く、良好とは言い難い。しかも、そのことと関連

してこれらの微高地では、灰白色弱粘質土からなる後世の鋤跡が、ほぼ等間隔をなして東

―- 13 -―



西に走っており、それが遺構の確認をさらに困難なものにしていた。従って、これらの各

区では鋤跡を掘開の後、遺構検出を行なった。

なお、前年の確認調査以降、何等かの用途をもって、当該域に機械力が投入されており、

S-0区、S-12区、 S-13区 、S-14区のそれぞれ一部、及び S-15区～ S-20区 に至

るすべてが攪乱を受けており、調査が事実上不可能であったことを付記しておく。

(谷口 徹 )
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第 1図  周辺遺跡分布図
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高木遺跡調査区 (昭和49年度 )

□

回

第 2図  地lX設定図
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構遺

今回の調査により検出された遺構は、住居址状遺構 6例 (SH-1～ SH-6)、 井戸状

遺構 1例 (SE-1)、 旧河道とそれに伴う堰状遺構 1例、幾例かの滞及び土城、そしてお

びただしい数にのぼるピットである。各遺構の時期は、奈良時代以降に掘開された条里濤

1例を除けば、すべて弥生時代後期後半から古墳時代前期のやや幅を保つ期間内に位置付

けられる。

以上の各遺構が掘開された地山は、単一ではない。 S-6区 からS-8区 とE地区の微

高地周辺の地山が黄灰褐色粘質上の沖積層からなるのに対し、次第に比高を減ずる両翼で

は青灰色の粘土ないし砂からなる酸欠沖積層へと漸欠変化する。しかも、両者の間わずか

数メー トルは、灰黒色砂層が地山を形成していた。これに類する例が、野洲町内の他の遺

跡にもあり、そこでは、その直下に暗茶灰色の砂礫沖積層が存在したことが知られる。

H.9140__

■91.40-―

み
的田の帥　］　‐‐‐的‐‐，　　　］

冷

`冷

″修物
そそ争
″″″ヤ′
鱗 箔溺d69

第 3図 遺跡層位図

E-7区 北壁断面図

E-9区 北壁断面図

E-7区 西壁断面図

西壁断面図
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l平面実測図
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第 6図  SH-2平 面実測図
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SH-3平 面実測図
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第 8図  SH-4平 面実測図

(1)住居址状遺構

弥生時代における竪穴住居址の平面プランは、「方形 と円形を両極にして、その間にい

くつかの中間形態」 を派生させていた。しかし、弥生時代 も後期に至ると、若干の地
(注 1)

域的偏差を伴いつつも、ほ1裁凡日本的に方形ないし長方形プランヘの画一化傾向が指摘さ

れ、それは基本的に古墳時代へと踏襲されていく。このことは、単に平面プラン上の画一
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第 9図  SH-5平 面実測図・ 出土遺物実測図

黒色粘質土層
灰色粘質土層
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化傾向というに留まらず、家屋構造の画―を意味し、そのことと関連 して、画―がもたら

されるに至る政治的諸関係をも想起し得よう。

当遺跡の今回の調査で確認された住居址状遺構は、先に述べたように 6例存在し、それ

らのすべてが方形プランを呈 していた。 しかも、それらが例外なく沖積微高地上に構築さ

れていることは、この期に一般的な立地状況を紡彿させて興味深いが、そのことが一方で

は、後世の削平を思 うままとし、SH-5の わずか 1例 を除いては、壁溝の検出をみたに

過ぎなかった。ただ、これらの壁濤には、径 10cm前後の凹部を点列する箇所があり、切上

げ柱様の小穴である可能性を残している。

SH-1～ SH-3(第 5図～第 7図 )

S-5区 では、 SH-1～ SH-3の 3例の住居址状遺構が切 り合い関係をなして検出
された。それは、 SH-3を 最古としSH-1を 最新 としているが、さらに 3者は東西に

走る小濤によって切 られていた。ほぼ全形が露見した SH-2は 、約3.0× 3.8nを 計る。
SH-1、 SH-2、 SH-3の 方位は、おのおの約 N-20° 一W、 N-25° 一W、 N-5°

一Wと わずかながら軸を異にしている。主柱穴を想定 しうるものは検出されず、削平のた

め消失する程度の浅いものであったかとも思われる。壁溝内からは、時代を決しうる良好

な資料に恵′まれなかったが、近 くを東西に走る小滞に切 られたP-5か らは、古式士師に

属する鉢 (E-86)が 出上している。

SH-4(第 8図 )

E-7区 からは、SH-4が 検出された。壁濤の一端は鋤跡により、他端は落ち込みに

よりそれぞれ消失 しており、全形のわずか 4分の 1を確認したに留まった。それからの推

測にすぎないが、方位を約 N-5° 一Wに保ち、やや丸みを帯びた方形の住居址 と考えられ

る。これも主柱穴と思われるものの確認は困難を極めたが、東隅に配する不正方形の浅い

ピットがわずかにそれである可能性を残している。なお、北へ向かう壁濤の延長部――落

ち込みの肩部から丸底の上師器が検出されたが、磨粍が激しく、測定するまでには至 らな

かった。

SH-5(第 9図 )

S-7区 では、唯―の覆上を保つ住居址状遺構が検出された。方位は、 SH-3、 SH

-4と ほぼ同じくN-5° 一Wを 示 し、やはりやや丸みを帯びた方形をなす。調査区域が限

られているため、全容を明らかにできなかったが、現存長4.0× 4,9mを 計 り、さらに伸び

るものと思われる。他の住居址状遺構に比して大形である点が注目され、仮にこれを住居

址 と想定すれば、やや唐突ながら弥生時代中期末以降に顕在化する大形住居址の系譜を引

く可能性を残している。

覆土は灰色粘質土層と黒色粘質土層の 2層からなり、両層からは若子の上器片・炭化物
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が検出された。灰色粘質土層下部からは、あたかも床面にはり付 くように古式土師に属す

るいわゆる受口状口縁の甕 (E-107)が出土してお り、この住居址状遺構の年代決定に有

力な証左を与えることとなった。もっとも、覆上の堆積に凹凸が激しく、又、床面に踏み

固められた箇所が皆無である点など、この遺構を住居址 と断定するには一抹の疑問を残し

ている。やはり、ここでも柱穴は明瞭ではなく、想定 しうる幾つかのピットも浅いもので

しかない。なお、次に示す SH-6は 、この住居址状遺構の東側で切 られており、又、そ

のす ぐ北方では、逆にこの住居址 をわずかに切って掘開されたP-7が 露見し、一個体の

甕 (E-108)が押しつぶされた様相で内存していた。

SH-6(第 10図 )

S-7、 S-8区 及びE-7、 E-8区 にまたがって SH-6が 検出された。 SH-6

は従来の住居址状遺構 とは若千、趣を異にしている。壁濤は南北に走る二条が確認された

にとどまり、東西のそれは現状では存在しない。 しかも、南北の各壁濤から内にむかって

1,3m内 外の箇所に、おのおの対応するように 5ピ ットが並存し、それらは滞によって各壁

濤とつながっている。壁薄及びピットの配置から考えて、一辺 7m前後、10主柱からなる

方形プランを呈す住居址状遺構 と考えるのが妥当であろう。この遺構内からは、規則性を

考慮し難いわずかのピットが確認されたにとどまり、その他の住居址関連遺構の検出はな

かった。なお、この住居址状遺構は、先の SH-5に よって切 られており、又、並存する

幾つかのピット内から高杯 (E-103)や器台 (E-104)ん 出ヾ土するなど、その利用に供

された時期をほぼ定かにしている。

こうした通有のものとは異なるプランを保つ住居址状遺構の類例が、東京都志村遺跡を

始め、埼玉県―ッ木遺跡、群馬県女塚遺跡など関東地方で幾例か知 られる。それらに関し
(注 2)

ては、各主柱穴と壁濤につながる各濤のあり方から、「壁体で区切 られた小房が並んでい

た」可能性が指適され、その機能用途として「寝所の設置が、住居構築以前に世帯員に応

じて割り出されていた」計画性を示すものと推察されている。もっとも、こうした機能用

途にもとづく計画性が顕著となる住居上の類例は、関東における土師器編年上、鬼高期か

ら真間期の段階に比定されており、今回のそれとは時期的にも大きなへだたりがある点で

留意すべきであろう。詳細な検討は、今後に譲りたい。

(2)井戸状遺構 (第 12図 )

S-9区南端近くから、幅約 2m、 深さ0,8m余の井戸状遺構 (SE-1)が 検出され

た。平面は円形をなし、断面は上方に向かって開くU字状を呈している。覆土は、基本的

に 3層からなる。それは、下層より黒褐色粘土層、暗黒色粘質土層、黒色粘質土層を示

し、上層の黒色粘質土層に最も遺物が多く、一部暗黒色粘質土層上部におよんでいる。な

お、掘り込まれた地山が、青灰色の砂層からなるため、東方を始めとする肩の一部にくず
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れ落ちた形跡がみられ、明瞭な層序を呈しているとは言い難い。遺物は、自然木
。木製品

及び土器 (E-91～ E-92)か らなり、木製品の内には井戸枠状のもの 3点 を含む。しか

し、それらはいずれも流入的様相を示しているところから、当遺構に直接利用されたもの

であるのかどうかについては一考を要する。当遺構が掘開された箇所は微高地端部に位置

しており、現在でも放置すれば地下水が噴出してまたたく間に約 3分の 2が水没する。

(3)旧河道 (第■図上 )

S-2区 の一部からS-1区 北西隅に至る箇所では、青灰色粘上の地山に暗黒色泥土か

らなる広範な落ち込みが露見した。掘開の結果、旧河道とそれに伴うテラス様の溜 りであ

ることが明らかとなった。

― H。 91.00

Ю
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第11図 SE-1平 面実測図

■9060

①黒色粘質土層

②青灰色砂層

③暗黒色粘質土曙

④黒褐色粘土層

旧河道は、幅約9.5mを計

る広く浅い河道で、北東か

ら南西に走っている。断面

は皿状を呈し、側辺部にむ

かってゆるやかに立ち上が

る。 イ則辺音卜にオ尤列・サ痣板ア1

等の人為的な整備の跡は確

認されないが、両側辺部を

渡すように堰状遺構が存在

した。堰状遺構は、幅30cm

余 りの切 り込みを設けた自

然木と、同じく 15 cmの切

り込みを入れ表面を手斧様

工具で加工した木製品から

なる。両者は、ともに二次

的な利用として供されたも

のと考えられ、後者に関し

ては、本来、主柱であった

可能性が高い。両者の接す

る中央では、自然木の端部

上へ主柱状木製品が約 lmに わたって重ねるように配置されていた。この堰状遺構の南西

は、その北東に比して10～ 20cm余深く、堰状遺構に接しては、水圧に抗するように棒杭が

1.5m余 の等間隔で打ち込まれて堰状遺構を補強している。堰状遺構の北西は、堰状遺構

をかわした水流によって青灰色粘上の地山が孤状にえぐられていた。

旧河道にその後堆積した土層は、基本的には 2層の比較的単純な層序を示し、下層は黒

灰色泥砂、上層は暗黒色泥土からなる。下層の黒灰色泥砂層は、さらに厳密な観察を加え

ると、灰褐色微砂とヨシ等の植物繊維がおのおの薄く数条にわたって断続的に介入してい

るのが知られる。植物繊維内では、比較的良好な遺存状況を示す種子も併存していた。こ

うした両細層は、とりわけ両側辺部で顕著となり、多量の自然木 。木製品及び土器は、そ

の内の灰褐色微砂に伴って検出される場合が多く、土器はあたかもしきつめた様相を呈し

ていた。おそらく、灰褐色微砂とともに流入したのであろう。

さて、こうした両細層を内蔵する黒灰色泥砂層は、堰状遺構を境にして、その北東では

15～ 25Cmと 厚く、南西はわずか数センチを計るに過ぎない。しかも、北東では、板材を始

ヽ_      
ウ ①
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①暗黒色泥土層

②黒灰色泥砂層
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第12図 旧河道 (上 )。 SD-1(下 )平面実測図



めとする幾つかの木製品が堰状遺構にもぐり込むように検出されており、その間隙を埋め

るようにおびただしい量のモモの種子が露見している。北東の以上のようなあり方は、水

流に伴って流下した泥砂が、堰状遺構を前にして勢いを弱められ堆積したかのようであり、

それは、先に述べた堰状遺構に伴う棒杭の位置とともに、旧河道が北東から南西に流れて

いたことを物語る有力な証左となり得よう。

しかし、現在の下繰子遺跡周辺の地形は、ほぼ北東から南西に向けて比高を増しており

、露見した旧河道の流れからすれば、全く相入れない矛盾を呈することになる。従って、

相矛盾する両者がともに正しいとすれば、その解決は、時間の推移にゆだねるか、ないし

は微祝的な調査故の誤謬とするしかないだろう。つまり、旧河道が流れていた当時は、北

東のやや高い地形を保っていたが、南西を流れる野洲川の長期にわたる強執な沖積作用も

加わって、現在では相対的に北東が比高を減じる結果をもたらしたということである。な

いしは、調査を行なった極めて限定された範囲に関する限り、確かに旧河道は北東から南

西へ流れているが、それは蛇行する一末補部をみたに過ぎず、巨視的には現地形に矛盾す

ることなく南西から北東に流れていたとする立場である。しかし、両推定とも余りにも恣

意的であり、これ以上の軽卒な考察は避けて今後の精査を待つことにしたい。なお、こう

した旧河道の流れと堰状遺構を関連づければ、堰状遺構のやや上流には灌漑用に取水日の

開いている可能性が考えられ、それに伴う水田域の存在を紡彿されて興味深い。

旧河道上層の暗黒色泥土は、下層の黒灰色泥砂層による堆積の結果、既に湿地と化して

いた段階で形成された上層である。やはり、ヨシ等の植物繊稚を多量に含んだ有機質泥土

からなり、時に鞘翅類に属する昆虫の遺体も検出された。若千の遺物もこの層内下部から

検出されているが、土器からみて下層のそれとの間に時期的な差を認め難いところから、

純然たる堆積によるものというよりは、むしろ流入の遅滞ないしは二次的な移動によるも

のと考えることができよう。

以上の旧河道に接する北西部には、深さ約20cmか らなる平担なテラス様の溜りが存在す

る。その規模、形状に関しては調査範囲が限定されているため不明である。堆積した土層

は旧河道同様の 2層からなる。ただ、下層の黒灰色泥砂層は、わずか数センチを計るに過

ぎない。ここでも、多量の自然木、木製品及び土器が同層内に散在していた。

(4)溝

SD-1(等 11図下 )

S-13区からS-14区 にかけて、幅約1.5m、 深さ0。 2m余 りの南北に走る濤である。堆

積土は、旧河道同様下層の黒灰色泥砂と上層の暗黒色泥上の 2層からなる。各層内のさら

に詳細なあり方も極めて類似しており、各種の遺物は黒灰色泥砂層を主に一部暗黒色泥土

層にもおよんでいる。やはり、流入によると考えるのが妥当であろう。この濤が、いわゆ

―- 25 -―



る環濤ないしはそれに類する機能用途を持つものとして掘開されたかどうかについては、

現状では判断し難い。

条里溝

野洲町周辺の条里制地割Iよその地所の大多数が旧来より水田として利用に供されてきた

こともあり、その面影を比較的良く残している。従って条里復元の操作も試みられており、

既にグローバルな位置付1すがなされている。それによれば、(当 地は 8条 6里のほぼ中央

に位置していることになり、西には五之里の地名を残す集落もうかがえる。今回の調査で

は、S-9・ E-7・ E-8及びE-9の各区より、それに関連する坪界の濤が検出され

た。それは、N-9区で交差するが、直交する訳ではなく、おのおのN-33° 一E、 E-58°

一S、 E-10° 一Sを計る。野洲HF周辺の条里制地割が、おおむね条細 -33° 一S、 里線

N-33° 一Eであることからすれば、E-58° 一 S、 E-10° 一Sの方位を保つ各溝は通有の

それに比してやや変則的である。断面は一部に近代の野ッボ跡に切られて不明瞭なものも

あるが、概括すれば、濤掘開以降さしたる移動もなく現代に至るまで遠々と溝として供さ

れてきたことを物語っている。この濤の比較的底部に近い箇所からは、奈良時代に比定さ

れる須恵器 (E-105)が露見しており、当該域の条里施行が奈良時代にまでさかのばりう

る可能性が推察された。なお、当遺跡のN地区 (N-2区)か らもN-42° 一Eを計る同

様の藩が検出されており、平行する先述の濤との距離を109mに保つ点で留意されよう。

その他、今回の調査区内からは幾つかの小濤が検出されている。それらは、やや偏差を

保ちながら、北東から南西に走るものが多いようである。遺物がわずかであるため、その

掘開期を明確にするには至らないが、切り込む地層やその埋土 (黒色粘質土)な どからも

考慮して、おおむね弥生時代後期1後半から苦墳時代前期のやや幅をもった期間内に位置付

けるのが妥当であろうさそれは、次に述べる各土城やピットについても同様である。

(5)土 城

SK-1

S-3区から検出された、不定形に浅く広がる土城である。上城というよりは、むしろ

自然の浅い落ち込みと考えるのが妥当であるかもしれない。南端近くで、甕.(E-84)、 高

杯 (E-85)が検出された。

SK-2

S-6区北端で露見した溝かと思われる不定形の浅いものである。黒色粘質上の単一層

からなり、手焙り形土器 (E-87)を始め、高杯 (E-88)、 器台 (E-89)、 甕底部 (E

-90)等が検出された。

SK-3(第 113図 )
S-13区のSD一 とよりさらに南で、半分を調査対象区外として検出された径約1.5Cm
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第13図  SK-1平 面断面実測図

出された。各種遺物 とも肩日から落ち込んだ様相を示 しており、

と考えるのが妥当であろう。

その他、幾つかの土城が確認されているが、おしなべて浅 く黒色粘質土を覆土とするも

のであり、遺物も皆無に近い。ただ微高地上には、それらとはやや異なる色調を保つ落ち

込みが数例存在した。それは茶褐色粘質上を基調 とするが、地山との間に明瞭な一線でも

って画することが困難であり、遺物は全 く含まない。現状でみる限り、人為性を考慮し難

い。

(6)ピ ット

ここでピットと称したものは、径20～ 30Cmを主体とする柱穴状の落ち込みである。やは

り、微高地近辺で数例を増すが、調査区全域で確認されている。その総数は、おびただし

いものであるが、柱根を遺存したものに限っても6例 を数える。

平地式住居については、今日その例は縄文時代にさかのぼりうるが、弥生時代以降生産

活動の主要な舞台が低湿地ないし低平地に固定化するに伴い、住居も又それに近い位置環

境、従って地下水位の相当に高い位置環境に立地するようになる。このことが住居構築に

際して考慮され、平地式住居の相対的増加の傾向を喚起したことが十分推定されるであろ

う。今回、検出の困難であることも手伝って、その平面プランを確認するまでには至って

いないが、おびただしいピットの内の幾例かは、こうした平地式住居の可能性が↓旨適され

ようし、さらにその一部は、弥生時代前期以降に報告例のある高床式倉庫であるやもしれ

ぬ。今後、こうした方面への、さらに詳細な検討が必要であろう。

の円形土拡である。上

面を機械によって破壊

されているが、壁面か

ら復元して深さ約 0。 6

mを 計るスリバチ状を

呈す。覆土は、上層よ

り黒色粘質土、暗黒色

粘質土、暗黒灰色粘質

上の微妙な色差を保ち、

各種遺物は、それら

の内の暗黒色粘質土と

暗黒灰色粘質土から検

流入ないしは投棄による

Ⅲ
…… H.90.60

①黒色粘質土層
②暗黒色粘質土層
③暗黒灰色粘質土層
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なお、S-11区 近辺では、自然木を主体とする集積がみられた。自然木以外には、若千

の四角柱状木製品及び植物繊維の存在が知られる。植物繊維は、長さ30Ch前後を計り、幅

20～ 30Cmに わたって地山にはりついた様相のものが数ヶ所で露見した。遺存度が悪く、そ

れが何の繊維であるかは決し難いが、その規模、形状より穂摘された水稲の束である可能

性を残す。いづれも、微高地から流れ込んで、この地に至り集積したのであろうか。

(谷日 徹 )

(1)。 和島誠一、田中義明「住居と集落」 (『日本の考苦学』Ⅲ 1966。 )

121.和島誠―、金井塚良―「集落と共同体」 (『日本の考古学』V 1966。 )

和島誠―「原始衆落の構成」 (『 日本歴史学講座』1948。 ) 他。

(0。 古川与志継『野洲郡衡跡推定地第 1次確認調査概要報告書』(野洲町教育委員会 1976。 )

今回の下繰子遺跡 E・ S地区の調査の結果として、土器、石製品、木製品及び植物種子

等、多種多量の出上を見た。―以下、順にこれを紹介する。

(1).土 器
E・ S地区出上の上器は弥生時代後期後―半から平安時代までに至る各時代に属するもの

であるが、主体となるのは須恵器出現以前の古式上師器と呼ばれる一群の上器である。こ

れらの上器はE・ S区の旧河道や薄状遺構、上羨、住居跡、柱穴等の各遺構より出上した

ものであるが、大半がS-1.2区 の旧河道から出上したものである。したがって、個々

の上器の説明は別表に譲ることにして、以下には旧河道出土土器の概観を中心に、一部出

土土器の時代観にもふれてみよう。なお、これらの遺構から出土した土器の他に、耕土層

及び攪乱土層、包含層より古式上師器片から近世の陶磁器片まで含む各時代の上器が採集

されたが、これについては省略させていただいた。

さて、旧河道内の堆積
―
土層は一応二層に区分されるが、上層の暗黒色泥土は河幅より外

へ広がるもので、当旧河道の河川としての機―能が停止した後に形成された溜り的性格をお

びたものであることからして、この河道の堆積土は下層の黒灰色泥砂層のみの単一層と考

えられる。上器も若千の遺物以外はすべて下層に流入したものであって、弥生式上器から

古墳時代前半の古式上師器が混在している状況より、数次の流水によって流れ込んだもの

が殆どと考えられる。

旧河道から出土した土器は甕、壷、月ヽ型丸底壺、坑、高杯、器―台、土製支脚等各種にわ

たるが、このうち甕等については1数個のタイプに分類できた。まづ、これら各器種の分類

注

物遠還
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について説明を試みておこう。

甕 Iと して類別されるのは、日縁部が中位で屈曲する二重回縁のもので、さらに三類に

細分される。甕 IトーA(el～ 4)は、日縁部が途中で鋭く屈曲して外上方へきつく立上

がるものである。端部は外方へ摘んで突出させるものと、先端を摘まない直口縁のものと

がある。しかし両タイプとも日縁部直立部と頸部に櫛状具による列点文を施すという手法

が共通する。胴部は下半部の張りが小さい無花果形を呈すと思われる。

甕 I一 B(e5～ 13)も 同じく二重「ヨ縁の甕であるが、日縁部の立上がりの度合が弱い

うえに、端部を摘むため S字形を呈するものである。 しかし、日縁屈曲部の稜は甕 I― C

に比べて押瞭である。日縁先端を外方へ水平に大きく摘み出し、幅の広い平Лな面を呈す

もの、上端部の面の中央が凹線風にや 篠ヽむもの、口縁先端を外上芳へ摘み出すもの、日

縁部の器壁が薄く、■端の融iの幅が狭いもの等、さらに三～四類に細分することができよ

う。なお、A類に見られた櫛状具による列点文はなくなるが、頸部に櫛状具による条痕を

施すものがある。

甕 I― C(e14～ 16)は 日縁部中位のチd曲が非常に甘い、したがって立上がりの緩い、

内外両面ともわずかに波打ってた1曲するS宇状口縁の甕である。口頸部の施文はなく、単

に横ナデを加えるにとどめる。前の二類に比べて日縁部の器壁は厚い。

甕 Hと して類別したものは口縁端部が内側へ肥厚するタイプである。出土数は少ないが、

肥厚部の九いもの(e17)、 僅かに内傾するか水平なもの(e18。 19)、 大きく内傾する肥厚帯

のもの(e20)の三類に細分できる。この他にe-21の ような小型で内側に水平に肥厚する別

類がある。

甕 IIIと して一括できるのは口縁部が単純に外向するもので、さらに二類に類別される。

甕Ⅲ一A(e22～ 31)は 「く」字状の頸部から外上方へ直線的に開く日縁を有する甕である。

口頸部内外両面にハケロ調整を施し、内面頸部以下を箆で削るものが大半を占める。

甕Ⅲ一B(e32～ 35)は 丸味を持って屈曲する頸部から外上方へ弓なりに開く甕である。

この類品も日頸部にハケロ調整を加えるのが大半を示すが、Ⅲ―Aのハケロよりは比較的

粗いのが特徴である。

壺形土器は頸部より大きく外上方へ開く日縁の I型 (e36・ 37)、 日縁があり開かないや

や直立気味のH型 (e38～ 40)と 複合口縁のⅢ型 (e41)等があるが、他に e42の ような

鉢または甕形土器と呼ぶべき小型品まである。なお、壺 Iの e37は頸部から体部にかけて

斜格子の叩目を装飾的に施すが、この種の上器の類品は船橋 OH、 H■ に見られるものの、

船橋夕1は 叩目のズレが著しく粗雑な感じである点から、当下繰子例は船橋夕1よ りも先行す

るものと考えられる。

小型丸底壺も口縁部が外上方へ大きく開く割合には体部が小さく扁平な形態のものから、
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日縁部と体部の比率が接近すると思われるもの、さらには球形の体部に小さく外反する日

縁を持つものまで二つのタイプが存する。

高杯は杯部、脚部をともに残すものがなく、類別は難しいが、脚部の形態だけで分類す

ると三～四類になる。 I型は支柱部の中下位がお、くらむタイプであり (e51・ e52)H型

は細身の筒形の支柱部を持つスマー トなもの (e53～ 59)、 Ⅲ型は内外両面に鋭い稜を残

して属折し、外下方へ大きく開く裾部を持つものであり (e60)、 Ⅵ型は背の低い脚部の

基部から外下方へ大きく開く、支柱部の希薄なものである。なお、以上の旧河道出土土器

以外の各遺構より出土した土器についても、上述した類別を適応できるであろうが、各遺

構での出土点数が限られていることでもあり、一応末分類のままにとどめた。

さて、これらの旧河道出上の土器は、先にも触れたように、比較的長い期間に及ぶもの

が、層位的に埋没せず混在していたため、一時期の器種のセット関係やその先後関係等に

ついて明確に指摘するのは不可能である。ただここでは、数量的にもっとも豊富で、形態

的にも多様で、分類に信頼のおける甕形土器についてのみ、あくまでもその形態変遷をた

よりに編年的見通しを述べておく。

まず甕 Iと して一括した二重回縁の甕形土器は、従来弥生式上器から土師器への移行期

に、東海地方を中心に東は関東、東北地方から西は近畿地方にまで及ぶ広い分布圏を持つ

S字状日縁甕形土器として一括処理されていたものである。滋賀県下においても、これまで

湖北、湖西、湖東、湖南の弥生時代から古墳時代にかけての各遺跡で本類品の多量の出土

を見ており、その分布は全県的であり、その規模は圧倒的なものであったことが明らかに

されている。

さて、下繰子遺跡出上の二重口縁甕形土器は、既に述べたとうり三類に大別されるが、

これら三類は型式的に I一 A→ I― B→ I― Cと いう変遷過程を辿るも―のと考えられる。

つまり、日縁部の立上がりの強いものから弱いものへ、櫛状具による施文の行なわれるも

のから無文のものへ推移すると思われるのである。ところで、上述の形態変遷はこれまで

の県下の各遺跡の出土例からも伺われるが、一昨年実施された入江内湖西野遺跡の調査に

よって、不純物を混えながらも、ほ 上ヾ記した変遷に近似するこの種の甕の層位的確認が

なされており、東海地方や大和でのこの種の上器の移行過程と近江におけるそれとが大差

のないものであることが明らかにされた以上、十分に認めうるものであると思われる。

ただ、このような形態変遷を経ると考えられる甕 I一括品は、先にも触れたごとく近年

まで、伊勢湾系の S字状日縁甕形土器として把えられ、その型式的編年についてもこれま

でのところ、あくまでもS字状口縁甕の形態的変遷の中で検討されていたのが大方と言え

よう。ところが最近これらの近江における二重口縁の甕はあくまでも近江地域で独自に発

生したもので系譜的にも近江地域でその起源が朔及できるもので、伊勢湾の S字状口縁甕

―- 30 -―



形土器とは分離しようという見解が提出され、これら分離された近江系の二重口縁甕を受

口状口縁妻形土器と呼称しているのである。すなわち従来は、東海もしくは畿内からの文
(注 4)

化的波及の中でのみ検討されてきた近江の弥生後期の上器研究も、ここに在地性という新

しい問題を考慮しなければ、精度の高い編年を達成できないという新たなる段階が到来し

たと言えるのである。

そこで、当下繰子遺跡出上の二重回縁甕についても、一応再検討を加えて見るならば、

I― A類を近江系の受口状口縁甕として把握できるのに対して、 I一 B・ I― C類は元屋

敷 b類あるいはc類に類似する伊勢湾系の S字状口縁甕のタイプに入るものと言えるので

ある。

ところで、下線子出土例でもっとも古い I一 A類は、さらに端部を摘まない直口縁の e

l・ 2と 端部を摘み出す 3・ 4に細分され、直口縁の el・ 2は 3・ 4よ リー層古式のも

のと考えられ、湖東湖南における受口状口縁甕の上限を示す一類例と思われるので、周辺

遺跡出上の受口状口縁甕との比較検討を加えておこう。

草津市片岡遺跡出上のこの種の甕は、最古の上師器と総称される土器の一群を構成して
(注 5)

いるが、その中でもっとも古相を呈す甕 A一 a類は、日縁直立部や頸部に櫛状具による列

点文が施されており、下線子の I一 A類に類似するが、端部をわずかに摘んでおり、どち

らかといえば I一 Aの e3,4に 類似すると思われる。したがって、下繰子の el・ 2は

片岡遺跡の類例に先行するものと考えられる。

ついで、当下繰子遺跡とは至近距離にある古富波山古墳封土中より出上した二重回縁甕
(注 6)

は伊勢湾系の元屋敷 b類 とされるタイプにも出土例が見られるもので、 I一 Aの二例より

は I一 Bに類似したものである。したがって、受口状口縁甕というよりもS宇日縁甕とす

べきであろう。なお、古富波山古墳出上の S字口縁甕は伴出遺物からも庄内期のものであ

ることは明瞭である。

方形周濤墓からの一括遺物である大津市坂回遺跡出上の受口状口縁甕は日縁部外面直立

部及び体部への箆描文が特徴であるが、その独自な手法の展開からして下繰子の I一 A類

よりや 遅ゝれて来るものと考えられる。

同じ大津市の湖西線関連遺跡例では、中にⅣB区 1号方形周濤墓出上のC7例のような、
`岸
Rヽ

弥生後期まで上がる可能性を持つものがあるが、その他はすべて庄内式併行期から布留段

階までのものと想定される。

以上の周辺遺跡との比較検討から結果することは、下繰子遺跡出上の I― Atte l・ 2

はこれまでの周辺遺跡のどの類品よりも先行する古式なものだということである。

さて、 I一 A類の el・ 2例のような受口状の直口縁の萎形土器の類例は、これまでの

ところ、湖北 。長浜市によく見られる。特に鴨田遺跡では東海地方の山中期、欠山期に盛
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行する浅鉢形土器や欠山式の高杯等とともに多量に出上しており、形態も台付のものが多

く見られ、東海地方との密接な交流とその影響を受けたものと考えられる。また大東遺跡

1号方形周濤墓内力単らも類品が出上、これまた欠山期に比定されて
ャ差命:こ

のような湖北

地方における弥生後期に比定される受日状日縁甕形土器の出土例からして、下繰子の甕 I

―A、 el・ 2については弥生時代後期にまでさかのぼるものと考えられるが、本例に共

伴す土器には布留期までのものが存し、セット関係にある器種の実状が今ひとつ不明確で

あり、この点において本例を弥生土器に含むに若子の不安が生ずる。

ところが最近あいついで、野洲地域に於いて畿内V様式の土器に伴出する受口状口縁甕

が明らかにされている。久野部遺跡十ヶ坪地点出土例と久野部遺跡七ノ坪地点出土例がそ
(注11)                (注 12)

れで、いずれも畿内V様式に通有な長頸壺、高杯、器台等を共伴している。これによれば、

e-1の類似品は十ヶ坪、七ノ坪双方に見られ、口縁端部が内傾する e-2に酷似するも

のは七ノ坪 SD-2上 層より出土しており、本二例が畿内V様式に併行する時期のもので

あることは明らかである。このような野洲地域における受口状口縁甕の実態は、編年的研

究の進んでいる畿肉V様式の土器との共伴関係に基づいており、これまで一部では混乱さ

え生じていた近江におけるこの種の甕の変遷過程とその起源的課題とに決定的な影響を及

ぼすものと思われる。

以上のながながとした考察から、下繰子遺跡出土甕 I― A類は el・ 2を弥生時代後期

後半に、 e3・ 4を弥生時代後半～庄内期の古い時期に比定しうる。また I一 B類につい

ても細分の可能性を考慮して庄内期の新しい段階から布留期の古い時期に比定することが

できる。残る I一 C類は足達・木下分類のⅢB類からⅣA類に相当するもので、上記の I

一B類より後出する布留期の新しい段階のものと考えられる。

次に萎Hであるが、この種の土器は従来布留式土器と汎称される土器群の甕として顕著

なものであり、小若江北遺跡や船橋遺跡等に類品を見ていたものである。この種の土器も

近年の大和における調査によって、編年的細分が可能となった。つまり、下繰子遺跡出土
(注 13)

の甕H一 Aは木下・安達分類の甕 A一 a類であり、H一 Bは A― b類であり、■―C類は

同A一  となり、これら三類は坂田寺や上の井手遺跡の調査によってA一 a→ A― b→ A

一 c類へと漸時的に移行することが明らかになった。そしてこの大和における変遷過程が、

先に記した入江内湖西野遺跡で相対的ではあるが、この種の上器についても層位的に確認

された。したがって、下繰子遺跡の甕Hも A→ B→ Cと いう推移を辿るものと考えられる

が、出土数が少ないので一応布留期の上器として一括し、細分は控えておこう。

最後に甕Ⅲとして一括把握した単縁の甕は一応二類に大別したが、さらに細分の可能性

がある。全体としてハケロ調整の多用、体部内面の箆削り、ほ 球ゞ形の胴部を呈すと思わ

れるのが特徴である。時期としては、旧河道より須恵器を伴出しないことから、 5世紀ま
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では下がらない古墳時代前期の一括遺物として把えたい。

簑形土器以外の他の器種それぞれについても、同じく形態変遷がたどれそうだが、一部、

後期後半の弥生式土器に比定しうる可能性のある土器 (e42の小型壷、 e69の器台、 e89

の手焙形土器)は別として、大半を庄内期～布留期のいわゆる古式上師器と呼ばれるもの

が占めると言って大過ないであろう。

さて、下繰子遺跡出上の上器を最後に俯嗽してみると、弥生時代後期後半から古墳時代

前期前半においては在地性の強い甕 I― Aの存在から見られるごとく、近江という独自な

文化圏の影を色濃く残していたと思われるが、古墳時代前期後半前後に達するや畿内及び

伊勢湾地域という他地域の影響下に置かれ、在地陛の希薄な様相へ序々に推移していった

ものと想像される。これらの上器という極めて日常的な生活に密着した、それでいてまぎ

れもない一つの文化現象であるその推移が、野洲川の流域に展開された古代の政治変動に

対応したものであるか否かは、今後の調査研究によって次第に明らかにされることであろ

つ。
(別所 健二 )
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注

(1)原 口正三ほか『船橋 I・ H』 (平安学園考古学クラブ 昭和47年 )

(動大参義―「弥生式上器から土師器ヘー東海地方西部の場合一」(『名古屋大学文学部研究論集

(史学 )』 第47輯 昭和43年 )

(働田中勝弘『矢倉川中小河川改4多に伴う入江内湖西野遺跡発掘調査報告書』(滋賀県教育委員会、

財団法人滋賀県文化財保護協会 1977)

は)代表例として、九山竜平「大津市堅田真野春日山遺跡」 (『昭和五十年度滋賀県文化財調査年

報』滋賀県教育委員会 昭和52年 )

(働九山竜平ほか「草津市片岡遺跡」(『 ほ場整備関係遺跡発掘調査報告書Ⅲ―H』 滋賀県教育委

員会、財団法人滋賀県文化財保護協会、1976年 )

(0丸 山竜平ほか「野洲郡野洲町富波遺跡調査報告」(『滋賀県文化財調査年報48年度』滋賀県文

化財保護協会 昭和50年 )

(D林博通ほか『坂口遺跡調査報告書』(滋賀県教育委員会 財団法人滋賀県文化財保護協会 1975)

181田辺昭三ほか『湖西線関連遺跡発掘調査報告』(滋賀県教育委員会 昭和48年 )

(9中 谷雅治ほか「鴨田遺跡」(『 国道 8号線長浜バイパス関連遺跡調査報告書 II』 滋賀県教育委

員会 1973年 )

00田 中勝弘・谷口義介・別所健二「大東遺跡」(『北陸 自動車道関連遺跡発掘調査報告書 III』 (滋

賀県教育委員会、財団法人滋賀県文化財保護協会 1996年 )

Ql)兼康保明ほか『久野部遺跡発掘調査報告書一野洲郡野洲町久野部字十ヶ坪所在―』(野洲町教

育委員会 財団法人滋賀県文化財保護協会 1977年 )

lD昭和52年 2月 ～ 5月 まで調査、現在整理作業を行っている。追って報告書刊行の予定。

t動安達厚三・木下正史「飛′烏地域出上の古式上師器」(『考古学雑誌』第六十号第二巻、昭和49

年 )
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第16図  土器実測図(3)
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第17図 土器・石器 。木製品実測図 (4)

SD-1出土土器 (e94～ e99)  E区 出土土器 (elo3～ e106)
SK-4出土土器 (e10o～ elo2) 石器 (sl,s2)木 製品 (w29～ w34)実測図
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(2).石 製品

石製模造品 (Sl)

径 3× 2.8Cm、厚さ 3 mmを 測るいわゆる有孔円板である。原材を十数回にわたってカッテ

イングして円形に粗整形したあと、表裏両面を砥石にて数方向から研磨する。側壁にも同

様な調整が縦方向 |… 施されているが、このため側壁は幾分丸味を帯びたものになっている。

平面中央の二個の小円孔は、錐状工具によって単一方向から穿たれている。石の材質は滑

石製のものである。S-1区の旧河道下層の灰白色泥砂層より出土した。

砥石 (S2)

きめの細かい不定形な砂岩の表裏二面と一側面を利用したもので、三面とも浅い磨痕が

残る。長さ15.5Cm、 幅9,7Cm、 厚さ3.2cmを測る。E-9条里薄より出上した。

(別所健二 )

(31.木製品

弥生時代後期から古墳時代前期に至る時期は、水稲農耕を要とする生産諸力の飛躍的な

発展を背景とし、一方ではそれを支える生産要具の鉄器化と機能用途による多彩な分化が

顕著である。そのことが、木工技術にも直接・間接の影響を与えていたと考えられる。今

回の調査でも、それを裏づけるように多種多様の木製品が検出された。それらの多くは、

S地区の旧河道、SE-1、 SD-1、 SK-4か ら検出されたもので、多量の土器片や

自然木とともに堆積していたものである。木製品は、自然木 2～ 3に対して、およそ 1と

いう相当高い割合で見い出されている。ただ、私には、それがいかなる用途に用いられた

たものであるか十全たる考察を加えるだけの能力を持ち合わせておらず、大半を用途不明

という形で「処理」することとなった。もちろん、用途不明とは、現在の我々にとってそ

うであるというに過ぎず、それらを諸生産へと活用していた当時の人々にとっては、個々

が生々とした用途を持ち、日常を潤す優れて意義ある所産であったことは想像に難くない。

読者諸賢の英明なる判断を抑ぎたい。

なお、以下に概括する木製品各種の番号は、挿図、図版に記載された番号に一致するよ

う照合してある。

柄 (Wl)

先端部を欠損しているので、何の柄であるかは不明である。残存長29.3Cm、 幅約2.5Cm、

厚さは把り部で約1.2cmを 計り、先端部へ行くに従い厚さを増して2.5Cmに至り欠損して

いる。先端部から2.5cmの箇所で把り部へ向かう大きな削痕が認められ、全体に丁寧な加

工を施している。把り部には 2孔が穿たれており、吊り下げる用途を想起させるが、使

用痕は確認されなかった。
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〈下繰子遺跡 S地区出土木製品一覧表〉

(木製品各番号の「W」 は省略 )

竪杵

1。 (W12)

残存長41,4cm、 長径9.7cm、 短径8.5cmの 楕円に近い円形

を呈す。把 りの部分に至るくびれ部端の削 り出しの箇所で

欠損 している。木取 りは木心を中ッと、としており、そのため

に本心に向かうひび害1れが激しい。先端は中ッ亡、部がやや盛

り上が りをみせるが、ほぼ平担に近 く、端部は使用により

磨減 している。最終的に研きをかけているためか、全体に

加工の痕跡は明瞭でないが、くびれ部の一部において斜方

向に断続的な削り出しの痕が認められた。

2。 (W■ )

残存長43.5cm、 長径7.Ocm、 短径5,7cm、 の楕円に近い円

形を呈す。これも把 りの部分に至る箇所で欠損 してお り、

木取 りの方法も同様である。先端はW12に 比して九みを帯

びており、W12の くびれ部にみられた削 り出しの痕跡が、これでは くびれ部以外で確認

された。やはり斜方向に断続的なそれである。

有乳板状木製品

1.(W4)

長さ26.5cm、 幅7.4cm、 厚さ約1,Ocmの板状品で遺存度は良好である。上方右寄 りに、

約1.0× 0.5Cmの 本来長方形であったと思われる一孔が両面から穿たれている。又、右端

より2.7cmの箇所で、下端から約12.Ocmに わたって右側を削 り落 とし、さらにその右側を

第18図

楔状木製品出土復元模式図

区 遺  構 柄 登杵
有孔板状

木製品

轍 状

木製品

井戸枠状

木製品
棒 杭 柱根

血択
　
口
叩
製

楔

木
lk4オ 火僚臼

用 途 不 明

木 製 品

S-1 旧 河 道 1 12 4 22。 23 28
2.3.6.7
9.10.13.16
25。 27.

S-2 P-1 30。  31

S-4 P-2 32。 33.34

S-8 P-8 18

S-9 SE-1 19。20 ，
Ｖ

S-13
SD-1 14 24 29

SK-4 5. 8
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刀子様工具で上方に向かって断続的に削 り出し丸みを負っている。一方、左側でも下端

から9。 lcmの 箇所 を起点 としてわずかに内向孤状をなしながら一気に削り出している。

その規模、形状より、精緻な機具の一部、ないしはマジカルな使用用途を想起させるが、

確かな事は不明である。

2.(W14)

残存長46.7Cm、 幅26。 7Cm、 厚さ約2.5cmの板状品である。.2.6× 2.8Cm、 2.4× 1.5Cm、

2.0× 1.8cmの 3孔穿たれているが、現状では規則性を考慮し難い。上面に、下から上へ

向かう削痕がわずかに認められる。

2.0× 1.8cmの 3孔穿たれているが、現状では規則性を考慮し難い。上面に、下から上へ

向かう削痕がわずかに認められる。

俎板状木製品 (W15)

長さ56.4cm、 幅24.lcm、 厚さ約1.5Cmを 計る板状を呈す。端部に幾分欠損がみられるが、

比較的良 く当初の面影を残している。上、下各端部より、11.lcmと 9.6cm入 った箇所で、

深さ1.2Cm、 幅おのおの約1.5Cmと 約2.Ocmの 濤が切 り込まれている。滞は、当初のみ状工

具で内部にやや広がるように打ち込んだ後、木目に直角にあてて断続的に削 り出したも

のと考えられる。削り出しの痕跡が、その跡を留めていた。こうして作りあげられた濤

には、本来「脚」となる木片が横から挿入されていたと思われるが、現在、それは検出

されていない。なお、上、下、左の各端部は、それぞれ外に向かって削り出されており、

しだいに厚みを減じて端部に至るよう加工されている。しかも、力の加わる薄部は、意

識的に避けて削り出されているようだ。ただ、そうした加工痕が右端部にのみ見られな

いことから、その箇所には、さらに同様の板状品が 1な いし数枚併列する可能性も考え

られ、その場合には、俎というよりも別の用途を考慮するのが妥当であろう。

井戸粋状木製品

W19は、井戸枠とするのが妥当であると思われるが、 w20、 W21に関しては幾多
の疑問を残しており、ここではそれらを一括して井戸枠状木製品と総称しておくことに

する。

1。 (W19)

残存長 36.5Cm、 残存幅 7.3cm、 厚 さ約 215Cmを 計ると下端は薄 くな り火を受けてやや焼

けている。地中にあって下端はほぼ現状 を留めているが、上端は腐蝕により欠損 してい

る。当初は下端のみ削った長方形に近い板状の もの と思われる。材質は優れて堅緻 であ

る。

2。 (W20)

残存長 58.9Cm、 残存幅約 10.8cm、 厚 さ約 1.4cmを 計 る。表面は荒 く、腐蝕が激 しい。割
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裂後の加工の痕跡は認め難い。当初は、 W19同 様に、長方形に近い板状品と考えられ、

矢板 と称すべき可能性を残している。 SE-1か らは、同様の木製品が他に 1点検出さ

れている。

3。 (W21)

残存長48.5Cm、 残存幅約5.OCm、 厚さ約1.OCmを 計る。材質・遺存状況ともに W20・ に

近いが、やや孤状を呈する点で異なる。

棒杭

S-1区 旧河道からは、堰状遺構を補強する用途を主とした棒杭の検出例が相次いだ。

それらは、樹皮を伴 う円柱状のもの、鋭利な縦の割裂を受けた多角柱状ないし断面扇状

のものと偏差に富む形状を呈す。ここでは、比較的遺存状況の良好であった 2点につい

て概括を加える。

1.(W22)

残存長58.5cm、 4.5× 3.OCmの 四角柱状を呈す。縦の割裂の後、下端を鋭い鉄利器様の

工具で削って尖 らせた細長い棒杭である。

2.(W23)

残存長46.2cm、 直径約3.5Cmの 円柱状 を呈す。自然木をそのまま利用し、下端部のみ

鉄利器様の工具で鋭 く削って尖らせている。

桂根

今回の調査区は極めて限定された範囲ではあったが、 S地区 P-3、 P-4、 P-8、

P-9、 P-10、 E地区 P―■と幾多のピット内から柱根が検出された。ただ、調査区

が限定的であることもあり、そのことによって建物址を想定するまでには至らなかった。

ここでは、それらの柱根の内、比較的良好な遺存状況を示す P-8の それについて説明

を加え、あわせて、 SD-1か ら検出された主柱様の木製品、及び旧河道から検出され

た支柱様の木製品のおのおのについても付記しておきたい。

1.(W18)

残存長12.OCmで、直径約7.OCm内 外の円柱であったと思われる。本来堅緻な材質だっ

たろうが、現在では腐蝕が著 しく、地中に埋 もれた下端部のみ遺存し、柱の心部 も又欠

損 している。表面の一部に火を受けて焼けた痕跡があるのは留意されよう。木心を柱の

中心にしているが、現状では表面に加工の痕跡は認められない。

2.(W24)

残存長47.OCmで、長径 10。 7Cm、 短径 9。 2cmの 楕円に近い円形を呈す。上端を欠損 して

いるが、遺存状況は良好である。木心を柱の中心に、心割法によって荒ごなし、手斧様

工具で上方より下方にむかって断続的に削って仕上げたもので、下端は心 もち太 くして
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いる。柱底部はほぼ平担に近い。 SD-1の 暗黒色泥土層下部から多量の上器片ととも

に検出された。主柱として利用されたものであろう。

3.(W28)

残存長 144.2cm、 直径約8.3Cmの円柱状を呈す。小枝を荒 く払っただけの自然木を基材

とし、先端部には長さ13.Ocm、 深さ2,7Cmか らなる切 り込みがみられる。又、その切 り

込み部の背面には、粗雑な狭 りがめ ぐっている。おそらく、建物の支柱ないしはそれに

類する建築資材 として、切 り込み部で他の木材 と組んだ後、袂 り部を縄様のもので縛っ

ていたと考えられる。

楔状木製品 (W30～ W34)

おおよそ、長さ5,0～ 6.OCm、 最大径1.5Cm前後を計 り、一端は堅緻な小枝の節部で切断

し、他端を刀子様工具で削 り出し尖らせた木片である。P-1か ら 3点、P-2か ら 3

点それぞれ検出された。 P-1で は、それに伴って柱根の外皮部がわずかに遺存してお

り、両者の関係が推定されるに至った。それによれば、楔状木製品のやや反り気味の面

を上にして柱根心部に向かって 4方から打ち込んでいたようである。従って、楔状木製

品も本来は、 1柱根につき4点 を数えたであろう。大木の運搬の際、楔を打ち込んで、

それに縄を結えて引きずる様に移動させることがあるが、本例の場合、柱の規模及び 4

方から打ち込んでいる点等からみて、新たな用途を考慮するのが妥当かと思われる。

板材 (W26)

長さ235,OCm、 幅33.6Cm、 厚さ2.5Cmを 計る板材で、端部にみられるわずかの欠損以外

遺存状況は比較的良好である。木取 りは、木心に近い辺材を用いてお り、表裏 とも手斧

様工具による加工の痕跡がみられる。その加工痕の当り幅は、磨耗のため明瞭ではない

が、約 8 Cm前後と推察される。両端部は、表裏両面から外に向かってやや尖が り気味に

削 り落としている。一部に火を受けた形跡が認められた。旧河道からは、これに類する

板材が他に 1例検出されてお り、両者 とも堰状遺構の東側つまり上流に、流れに従いあ

たかも堰状遺構に潜 り込む様相を示していた。建築関係に用いられた資材であろう。

火鑽臼 (W29)

残存長 5.6Cn、 幅 1.9Cm、  高さ 1.4cmの むすび形を呈す。それは、小枝様のものに

若千加工を施 したもので、最 も広い面を底面 とし、それに対する頂部には、中央および

一端に擦痕がみられる。端部に位置した擦痕は 3分の 2を 欠損しているが、中央のそれ

は良 く原形を留めており、直径1.OCm、 深さ0.6cmの 半球状にくぼんでいる。周辺は火を

受けて焼けており、一方の側面には濤が掘 られ、揉みだされた火暦を導 く工夫が施され

ている。本来は、こうしたくぼみがさらに幾つか並列 していたのであろう。火鑽弓及び

火鑽杵の検出はなかったが、それらを加えた 3者が一体 となり、発人の用途に付されて
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いたと考えられる。

用途不明本製品

1.(W2)

長さ31.Ocm、 幅約6.Ocm、 厚さ1,OCmを計る板状木製品である。遺存状況は良好で、上

面には下から上ヘー向かう削痕が確認される。その削痕は、幅を狭くする上端部で特に頭

著となり、それは上面のみならず下面にも加えられている。こうして薄くした先端部に

は、幅0,4Cm、 長さ0,9cmの小さな袂りがみられる。下端部は、おだやかな内向孤状に削

り落されている。上端の狭りと、下端のそれを関連づければ、糸巻きとしての用途も考

えることもできようが、使用痕が不明瞭でもあリー考を要する。中央には、上て下両面

にわたる幅0。 lCn余の切 り傷痕が認められる。断定はし難いが、当時その使用が始まっ

たとされる両端に柄をつけた小さな鋸、つまり両端鋸を挽いた痕跡であるかもしれない。

下面では、わずかに挽かれた痕跡を通して各歯様の圧痕がうかがわれる。仮に鋸歯の圧

痕であると想定すれば、その歯幅は0.2Cn前後を計る。

2.(W3)

長さ30。 lc印、幅6.5cw、 厚さ1.8Cmを計る板状品である。左側面を大きく欠損している

が、遺存度は比較的良好である。中央上方と下端に切り込みが存在する。中央上方のそ

れは右側面より幅2.3Cm、 深さ1.SC�に切り込み、奥行きはほぼ2.Scmを 計る。下端のそれ

は、幅1,4Cm、 深さ0。 9Cmの切り込みであるが、一部を残して欠落している。比較的精緻

な組み物として使用されたのであろう。

3.(W5)

長さ36.8cm、 幅3_2cm、 厚さ3,3cmの 四角柱状品である。堅撤な材質であり、遺存度も

良好である。両端にやや規模を異にする切り込みがあり、切り込まない方の面は、やや

反り気味に削り落としている。W3同様、精緻な組み物の一部であつたと考えられる。

4.(W6)

残存長22.8C呻で、断面は2.9× 21 0cmの不正方形をなす。遺存する方の端部は斜方向に

削り落としている。上面には下から上へ断続的に削る加工痕が明瞭に認められる。用途

は不明である。                        .

こぅ (W7)

長さ14.lcm、 直経約 7 Cmの円柱状をなす。木心を中心にしているため、本心に向かう

ひび割れがみられる。幅約1.Ocm、 深さ0。 3～ o.5Cmを計る中央部の狭り様のものは、ツ

タ等の植物繊維で固く縛った結果、成起したようなあり方を示している。これまで、こ

れに類する木製品が幾例か知られ、薦編み用の組巻き具や大形浮きとしての可能性も考

えられるが定かではない。
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_(W8)

長さ76.2cm(直径2.3cmの細い円柱状の棒である。材質は堅緻で遺存度 も良好である。

両端近 くには、一方は深 く (約 1.Ocm)、 他方は浅い (約 0.lCm)挟 りを入れてお り、最端

部に至って袂 りより0.2cm程太 くすることで、こぶ様のものを作 り出している。体部全般

にわたって刀子様工具による加工の痕が明瞭である。 SK-1か ら流入の様相で検出さ

れており、ちきりとも思われるが用途は不明である。

7.(W9)

残存長57.2Cm、 幅2.9Cm、 厚さ1.4Cmの 木目にそった細い板状を呈す。一方を欠損 して

いるが、他方を斜めに一気に削 り落とし、内へ0.7cm入 った箇所で幅0.2cm、 深さ0,05Cm

の狭 く浅い袂 りを内から外へ向かって斜めに入れている。袂 りは、裏面には存在しない。

それ以外の加工痕は現状では確認されず、ただ中央部の幅約 5 Cmが火を受けて焼けてい

るのが知られる。用途は不明である。

8.(W10)

残存長49.5Cmで、断面は直径約2.8Cmの不正円形 をなす。遺存する一方の端部は丸 く、

随所で火を受けて焼けている。断面に木心が認められず、木目がほぼ平行に走るところ

から、比較的太い木の辺材部を原材としているように思われる。ただ、比較的堅緻な材

質でもあり、柄 としても十分使用に耐えよう。

9。 (W13)

大木の辺材を用いた堅緻な板状品である。上、下両端をやや厚 く加工 し、上端には幅

16.8cmの 中心に向かう三角形の切 り込みがある。それは、中心近 くで一段おいて半円か

らなる孔を穿っている。両側面は、上端へやや反 り気味に開いている。半円からなる孔

が着装孔であるとすれば、上下は逆転する必要を生 じるが、現品のみでは用途不明であ

る。

10。 (W16)

残存長51.6cm、 幅7.OCm、 厚ざ2.2cmの板状品で、上面には左から右への手斧様工具に

よる削痕が顕著である。両端とも欠損しているが、左端には1.7× 2.3Cmか らなる 1孔が

穿たれており、それを埋めるように木片が装填されている。しかも、両者の間隙には数

枚の桜樹皮を挿入して堅牢なものとなし、桜樹度の一端はさらに他の資材を束縛すべく

伸びている。こうした手の込んだ加工が、本来ほぞ穴として使用sれてきたものを二次

利用に供したためであるのか否かは定かでないが、いずれにしろ注目すべき用法であろ

う。

11.(W17)

残存長 19,7Cm、 約7.0× 8.8Cmの 面取 り角柱状 を呈す。大木の辺材の部分 を使用 してお
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I)、 断面中央部に木目にそった一孔が存在するが、加工痕が認められず人為的なもので

あるかどうか断定 し難い。遺存度は極めて良好で、側面には下方から上方へ向かって断

続的に削 り出した手斧様工具の痕跡が明瞭である。削痕の当り幅は 3 Cm内 外を計る。上

端は欠損 してお り定かでないが、下端は三方から中央に向かって削 り出し尖がらせてい

る。柱tRであるかもしれない。

12.(W25)

残存長 95。 6Cm、 残存幅3.6Cm、 厚さ5.2cmを 計る。一端は斜めに鋭 く切断されているが、

他端は欠損のため不明である。表面には上下両方向からの手斧様工具による削痕が顕者

である。加工未製品ないしは破損品であろう。

13。 (W27)

残存長87.lCm、 幅約 12.5Cm、 厚さ約7.2cmを 計る。心材を面取 りし、さらに加工を施 し

て丸みを帯びた厚い板状に整形している。一端は長さ13.4cm、 深さ4.5cmの 切 り込み を

設けており、残った先端の両側は丸 く削った痕跡を保つ。他端は欠損 しており定かでは

ない。一部火を受けて焼けている箇所がみられた。単に組み合わせの用途を持つ建築資

材 とも考えられるが、通常のそれに比して加工が丁寧であり、別の用途が考慮される。

(谷口 徹 )

5。 む す び

以上、遺構・遺物について、概略説明を加えた。したがつて、ここでは本遺跡の性格に

ついて、若千言及し、むすびとしたい。

本遺跡は、上に述べられているように、野洲川扇状地端の微高地に営まれた、古墳時代

前期に属する集落跡である。今回の調査は、廷長200m、幅 4mの限られた部分(S地区)と

一部削平予想地 (E地区)において実施したものであり、数棟の竪穴住居址、若千の上拡、

濤などが検出されたのみであったが、EoS地区北辺において発見された旧河道からは、古

墳時代前期、なかでもいわゆる庄内式並行期を主体とする土器が多数出土し、本地方にお

ける良好な基礎資料を提供することになった。
(注 1)

このように本調査は、きわめて限られた部分において実施 したものであり、遺跡の範囲

。構造・変遷など、全面的に明らかにできないが、さきに実施された試掘調査や 、本遺跡

と一体のものと考えられる高木遺跡の調査結果、本調査 と並行して実施 したN地区の調査 '

(注 3)

などを参照して、概観しておきたい。

まず、遺跡の範囲については、第 1図に示されているとお り、高木遺跡を含め、東西500

m、 南北400mに およぶ大規模なものであることが知 られる。すなわち、遺跡の東辺 とし

ては、調査区の東約100mの 地点において、ほ場整備工事中、多量の上器が発見されてお

―- 46 -―



り、西辺については、今一つ明白ではないが、一応高木遺跡の西辺 と考えられる。南辺・

北辺については、本調査区の南北400mが、一応の範囲と考えられるだろう。

本遺跡の存続期間についても、必ずしも明白ではないが、古墳時代前期を大きく下るも

のでないことは、諸調査によって明らかである。すなわち、本遺跡の下限を示すものとし

ては、49年度のN地区の調査において、古式の須恵器を伴 う遺構が、若千検出されており、

S地区の前年度調査において、主 として包含層より、多数の庄内式並行期の土器 ともに、

布留式並行期のの上器が若干出土、今回の調査においてもSH-5竪 穴住居址などより、
(注 4)

布留式並行期の上器が出土している。したがって、本遺跡は、一部古墳時代中期に下るも

のも含むが、高木遺跡および本地区においては、攪乱層を除いて、須恵器の出土は知られ

ておらず、少なくとも古墳時代前期のワクにおさまると考えられる。

本遺跡の上限としては、 S地区旧河道より出上した弥生時代後期後半と考えられる土器、

および、高木遺跡円形大型土拡 より出上した一括土器群が指摘される。これらの土器群は、

従来、庄内式並行期のものと考えられてきたが、「遺物」の項で述べ られているように、

本報告において、簑 I一 Aに分類した萎形土器が、最近調査のなされた、野洲町久野部遺

跡の 2地点において、中河内で細分された畿内第V様式中葉に比定される「上小坂」、「馬

場川」期の上器に共伴して出上しており、又、高木遺跡の一括 資料についても、兼康保
(注 5)

明氏が、久野部遺跡のものより後出し、中河内より搬入された庄内式の甕を伴出する、大

津市坂口遺跡方形周濤墓の一括遺物に先行することを指摘されているのである。高木遺
(注 6)

跡の一括資料中に含まれる大形高杯は、伊勢湾地方弥生後期後半に比定される欠山期に通

有のものであり 、弥生に遡及する可能性も、残されている。
(注 7)

以上、本遺跡は、一応、弥生後期後半のある時点より、古墳時代前期を中心に存続した

ことが知られるが、旧河道の資料が示すように、庄内式並行期が、その盛期であったこと

は、 ほtF間違いないところと考えら″とる。

本遺跡は、何回も述べるように限られた部分の調査であって、その性格、構造を全面的

に明らかにしがたいが、本遺跡において、数棟の竪穴住居址、土拡、ビット、濤跡など多

数が発見され、高木遺跡においても、多数の上拡、ピットが検出されており、一応、集落

であることが知 られる。ただ現在のところ、墓地遺構は、全 く検出されておらず、今後の

課題 として残される。ただ本遺跡の南東 350mに 所在する五之里遺跡において、弥生中期

～古墳前期の方形周濤墓が多数検出されてお り、それとの関連が、一応予想されよう。
(注 8)

なお、本遺跡旧河道より、土製支脚一点が出土しているが、これは、いわゆる「角形土

製品」と呼ばれるものであって、豊中市原田、泉大津市豊中古池、奈良県握向など畿内に

出土例が多い。県下においては、本遺跡が初見で、本遺跡の性格を考える上で注目される。

なお一般にこの種の遺物は、山陰系統とされるが、山陰においては、「犬埴輪」と呼ばれて
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いるものが主流であり、やや系譜的に異なるのではなかろうか。

野洲町は従来より、24回 の銅鐸出土地として著名であったが、それに伴う弥生遺跡は、

ほとんど知られなかった。しかし近年来の造成、ほ場整備等の多発によって、集落、墓地

遺跡が、各所で発見され、その実態も、しだいに明らかになりつつある。本遺跡の調査も、
(注 9)

このような中で、今後の調査、研究に若干の寄与 をなす もの と考えるのである。L

注

(1)「遺物」の項で、詳 しく述べられているように、旧河道出上の遺物は、大部分が、庄内式

並行期に位置づけるものである。須恵器を全 く伴わないこと、布留式に特有の簑 Hに分類し

うるもの力゙、ほとんど発見されていないことから、明らかである。

(2)古川与志継「野洲町下繰子遺跡」(前揚書 )

(31 古川与志継「高木遺跡調査概要」(『ほ場整備関係遺跡発掘調査報告書』 H所収 滋賀県教

育委員会 1975)

14)古川与志継「野洲町下繰子遺跡」 (前掲 )、 なおN地区の今年度の調査については、別に報

告されている。 (『ほ場整備関係遺跡発掘調査報告書』Ⅳ一 I、 滋賀県教育委員会 1977)

(0 兼康保明『久野郡遺跡発掘調査報告書』 (野洲町教育委員会 1977)は 、久野部十ヶ坪地区

の造成に先立って実施されたもので、堀立柱建物および濤、土拡内より出上したものである。

現在調査中の久野部遺跡七ノ坪地区においても、SD-2よ りほtF同時期と思われる土器の

出上が知られる。 (大橋信弥・別所健二・谷口徹「野洲町久野部遺跡七ノ坪地区調査略報」

『滋賀文化財だより』 2号、1977)な お、この種の上器について九山竜平氏は、「最古の土

師器」とされている。(同氏「弥生式上器の終焉」、『古代研究』10 1977)注 目すべき見解

である。

(6)注 (51に 同じ。

(71 大参義―「弥生式上器から土師式上器へ」(『名古屋大学文学部研究論集 (史学 )』 第47輯

1968)

181 丸山竜平ほか「野洲町五之里遺跡」 (本書所収 )

(9)昭和50年 2月 、滋賀県企業庁が実施した野洲町妙光寺字東浦地区の試掘調査において、弥

生中期中葉～後葉の上器片が発見されており、昭和51年 9月 ～52年 1月 、県教委が実施 した

野洲町五之里遺跡からは、弥生中期から古墳前期にかけての方形周濤墓、土拡等が発見され

ている。そして、本年 2月 、さきにお、れた久野部遺跡十ヶ坪地区の調査が実施され、弥生後

期の堀立柱建物 3棟ほか、滞、土拡が検出された。さらに本年 2月 ～ 6月 に実施された同遺

跡七ノ坪地区でも、同時期の濤および土拡が検出されている。ほかに市三宅、下々塚などで

も弥生期の遺物が発見されており、今後さらに増加すると思われる。
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追 記

本調査は、滋賀県教育委員会文化財保護課技師大橋信弥が担当して実施したが、調査・

整理に当っては、財団法人滋賀県文化財保護協会主任調査員別所健二氏・同調査員谷口徹

。西島陽子の諸氏に全面的な協力を得、遺物写真については、寿福滋氏を煩わした。記し

て謝意を表したい。なお、調査および整理業務参加者は次の通りである。

久米雅雄、赤井優、中西和多隆、谷口孝司、水野敏昭、吉田芳行、尾谷孝、井入勉、三

宅治、美濃部力、中村明、福井昭彦、国松千夏、大橋美和子、寺田忠良、木村良太、大崎

義彦、石橋平。

(大橋信弥 )
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第20図  木製品実測図 (W13～ W18)
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旧河道下層出土土器

出土遺物観察表

器  種 土器番号 法量 (Cm) 形 態 上 の 特 徴 調 整 上 の 特 徴 備 考

甕 I一 A e  l 口雀■6.1 鋭い屈曲の頸部から
水平気味につづ く口

縁は途中で直立気味

に届折して、外上方
へのびる。上端は平

坦な面を成す。

口頸部内外両面を横

にナデる。

日縁直立部に列点文

を横位置に刺突する。

(胎土)や 不ゝ良
1～ 2 mm大 の砂粒 を

含む。

(焼成)や 不ゝ十分
(色調)淡褐色

甕 I一 A e 2 口雀■5.0 頸部から水平にのび
る口縁の中途で鋭く

屈曲して、きつく立

上がるものである。

端部は薄く尖り、内

傾する面を成す。

口縁部横ナデ、下端

に 5ヶ l単位の列点
文を二段に施す。

頸吉hか ら万零音hに もオ黄

ナデ調整のあと5ヶ

l単位の刺突列点文
と櫛状具による条痕

を施す。

(胎土)不良
1～ 2 mmの 砂粒を多
量に含む。

(焼成)や 不ゝ十分
(色調)暗灰褐色
頸部外面に蝶付着。

甕 I一 A e 3 口宿E15.6 頸部から鋭 く外反す
る日縁は、屈曲して

上方へほ 真ゞ直に立

上がる。

端部は外上方へ軽 く

つまむため、わずか

に内傾する面を成す。

駒部外面にハケロ調

整を施 したあと、口

頸部を横ナデ調整。

その上から口縁下端

|こ 3ヶ l単位のア1点
文を、肩部に 6ヶ l

単位の列点文を刺突

する。

内面は日縁中央部に

ハケロ調整を行った

あと、口縁部を横ナ

デ、頸部をナデ調整

している。

(胎土)不良
l mm大の砂粒多し。

(焼成)や 不ゝ十分
(色調)暗灰黒色
外面は煤で黒色化

する。

簑 I ― A e 4 口宿&16.4 頸部から大きく外反

した口縁は、途中で

鋭 く上方へ立上がる。

端部は大きく引出す。

口縁内外両面とも横

ナデを行い、直立部

にヘラ沈線を一条、

3ヶ l単位のア1点文

を淑乞し、 さらに福朝大
浮文を貼付する。

頸部内面の口縁部と

の接合部付近を指圧

する。 タト面には 3ヶ
l単位の列点文を刺
突する。

(胎土)不良
1～ 2 mm大の砂粒を

含む。

(焼成)や 不ゝ十分
(色調)茶褐色

甕 I一 B e  5 口宿&16.2 丸味のある「く」字
形の頸部から外反す

る日縁部は、さらに

ゆるく屈曲して外上

方へ開き、端部に至

る。

外面は回頸部を横ナ

デ調整、そのあと頸

部にハケロ調整を行

う。さらにその上か

ら櫛状工具によるカ

キロを施す。

(胎土)や 不ゝ良
1～ 2 mm大の砂粒多

し。

(焼成)良好
(色調)淡赤褐色
外面には煤が付着。
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端部は外側へ水平に

突出し、平坦な面を

成す。

内面は口縁を横ナデ

調整。頸部から肩部
へ指でナデ上げたあ

と、横ナデを行 う。

なお、外面頸部の接

合部には指頭の圧痕

が見える。

甕 I ― B e  6 口宿&13.8 外上方へ外反するロ

縁部の中位でゆるく

屈曲するもので、端

部は外へ摘む。平坦

な面を成す上端部の

中央はや 窪ゝむ。

口縁は内外両面とも

横ナデを施す。体部

内面は指でナデ上げ、

横方向にヘラ削でる。

体部外面には接合痕

が残るが、その上に

は粘上を肖Jり とった

と思われる擦痕が見

られる。

(胎土)不良
(焼成)や 不ゝ十分
(色調)乳褐色
外面には媒付着。

甕 I― B e  7 口宿&17.4 e5。 6同様口縁部
中位にや あゝまい稜

線を残して、外上方
へ立上がるものであ

る。端部は外方へ水

平へ摘み出し、上に

端面を取るが、中央

はや 窪ゝむ。

口縁内外両面とも、

横ナデを施すほかに

は、接合部付近に指

の圧痕が見られる程

度である。

(胎土)良好
l mm大の砂粒あり

(焼成)良好
(色調)淡褐色

甕 I一 B e 8 口宿E15.4 口縁部のみの破片で
ある。中位の稜線は

非常にあまい。端部

は外へ引き出し突出

する。上端は平坦な

面を成すが、中央は

凹線風に窪む。

内外両面とも横にナ

デるが、外面は前段

階に細かいハケロを

施 した模様。

(胎土)良好
小砂粒を含む。

(焼成)良好
(色調)淡褐色
外面には煤が付着。

甕 I― B e  9 口宿&16.2 口縁部は中位でゆる
い屈曲をするもので

外上方へのびる。

端部は平坦な面をな

すが、内外にや 肥ゝ

厚し、中央部はや ゝ

窪む。

内外両面とも回頸部

を横にナデる。

(胎土 )おおむね良好

(焼成)良好
(色調 )淡赤褐色
外面は媒付着。

甕 I― B e 10 口径 12.9 口縁部中位の屈曲部
の稜線は比較的明瞭

で、端部は外方へ摘

み出すが、先端はや

上ゝ方へ突き出す感

がある。

内外両面とも口頸部

を横ナデするが、外

面頸部から肩部にか

けては、その上から

櫛状具によるカキロ

を施す。

(胎土)や 不ゝ良
l mm大の砂粒多し。

(焼成)良好
(色調)淡赤褐色
外面は煤付着。

―- 55 -―



甕 I― B e ll 口奮■3.0 e10同様口径は比較
的/1ヽ さい。 上i端部は
平坦を面を呈すが、

先端が外上方へ突出

するため段を有す。

内外両面とも丁寧に

横にナデる。

(胎土)良好  1～
2 mm大の砂粒を含む。

(焼成)良好
(色調)淡褐色
断面は黒灰色を呈す。

甕 I― B e 12 口奮■8.0 口縁部の器壁が全体
に非常に薄手なのが

特徴である。上端部

は幅のせまい平坦を

面を成す。

内外両面とも口頸部

に横ナデ調整を加え

る。

外面には接合痕を残

す。

(胎土)良好
l mm大の砂粒有り。

(焼成)や 不ゝ十分
(色調)淡赤褐色

甕 I― B e 13 口奮■4.6 全体に薄手であるが、
中位の屈曲部あたり

はや 厚ヽ く、不格好

な感を与える。

頸部以下欠損

内外両面とも横ナデ (胎土)や 不ヽ良
l mm大の砂粒多し。

(焼成)不良
(色調)淡灰褐色
外面燥付着 。

甕 I― C e14 口雀ユ4.4 頸部から大きく外反
する口縁部の中位で、

再び外方へ反るもの

である。このため内

面は内傾 しており、

上端は平坦な面を呈

さない。むしろ外側

に丸味のある面を有

す。

口頸部内外両面とも

横ナデ調整を施すが、

外面頸部にはヘラ削

りのためか、擦痕を

残す。

(胎土)や 不ゝ良
l mm大の砂粒多し。

(焼成)不良
(色調)赤褐色
外面に煤付着 。

甕 I― C e 15 口奮■6.4 頸部の屈曲も小さく、
口縁部中位の届折も

甘 く、稜線も鈍い。

端部は丸くおさめる(

口頸部内外両面とも

横にナデるが、頸部

内面には指の圧痕が

残る。

(胎土)良好
細砂粒 を含む。

(焼成)良好 硬質
(色調)茶褐色
外面は煤で黒色。

簑 I― C e 16 回径 16.2 e15同様厚手のもの
で、中位の屈折はさ

らに甘 く、ほとんど

S字をなさない。

内外両面とも横ナデ

調整

(胎土)良好
細砂粒含む。

(焼成)良好
(色調)淡褐色
断面は黒灰色。

甕 H― A e 17 口雀凱6.0 鋭 く「く」の宇形に
屈曲した頸部から内

変気味に外上方に開

く日縁部は、端部で

内側へ丸く肥厚する。

体部は秘形を呈し、

九底と推定される。

口縁部内外両面は横

ナデ調整。

頸から肩にかけての

体部外面はハケロ調

整のあと刷毛状具に

より横に強 くナデる。

同内面は指押さえの

あと、指でナデ上げ、

その上からヘラ削り

を行う。

(胎土)不良
1～ 2 mm大の砂粒多
し。

(焼成)や 不ゝ十分
(色調)外面赤褐色
内面黒褐色

外面には煤が多量に

付着。
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を行う。

甕Ⅲ一B e 18 口雀■3.2 厚い頸部からや ゆゝ
るく「く」の字状に

屈曲し、外上方ヘイ申

びる。日縁部である(

端部はや 尖ゝ り気味

の感があるが、内側

に少し肥厚する。日

縁部は端部へ進むほ

ど器壁が薄 くなる。

外面は頸部から肩付

近にハケロ調整を施

したあと、口縁及び

頸部を横にすデる。

内面は口頸部を横に

すデ、肩以下を左下
～右上へ指でナデ上

げ、そのあとヘラ削

りを行う。

(胎土)や 不ゝ良
2 mm大の砂粒含む。

(焼成)や 不ゝ十分
(色調)乳自褐色
口縁部外面に煤付着。

甕 H― B e 19 口雀凱6.0 外上方へ直線的にの
びる日端部は内側に

肥厚。この肥厚する

面はほ 水ヾ平である(

頸部以下欠損

内外両面とも横ナデ

調整。

(胎土)良好
l mm下 の砂粒含む。

(焼成)良好
(色調)淡灰褐色
外面煤付着。

甕 H一 C e 20 口俗■9,0 頸部で鋭 く「 く」の
字形に屈曲した口縁

部は少し内弯しつつ

外上方へのび、端部

で内側に肥厚。

この肥厚面は長 く内

傾する。

口縁部内外両面と

横にナデる。

(胎土)良好
1～ 2 mm大の砂粒あ
1)。

(焼成)や 不ゝ十分
(色調)淡褐色
断面は淡黒灰色を呈

す。

甕 H― D e 21 口径 9,6 小型品である。頸部
から鋭 く水平気味に

屈曲した口縁は、再

び上方へまっす ぐ立

上る。端部は内側ヘ

水平に肥厚する。

口縁の内外は横にナ

デる。

肩部はハケロ調整の

あと櫛状具により掻

く。内面は指圧を加

える。

(胎土)良好
1～ 2 mm大の砂粒あ
I)。

(焼成)堅緻
(色調)灰褐色

甕Ⅲ―A e 22 口宿融14.6 「く」の字形に屈曲
する頸部から、外上

方へ直線的に開 く口

縁を持つ。端部は外

傾する面を取る。

口縁部上半を指で押

さえ、頸音Ьから肩部

にハケロ調整を行っ

たあと、横にナデる。

内面もハケロ調整を

回縁部に施 し、その

上から横にナデる。

肩部に圧痕を見る。

(胎土)良好
(焼成)良好
(色調)淡赤褐色

甕Ⅲ―A e 23 口宿E15。 2 頸部内面に鋭い稜線
を残して、外上方へ

直線的に大きく開く

口縁を持つ。端部は

や 九ゝ味を呈するが

面を取る。

頸部器壁は厚い。

外面は日頸部を横ナ

デ調整した上に、細

かいハケロを頸部中

心に施す。内面にも

強く横にナデたあと
ハケロ調整を加えた

ものと考えられる。

頸部～肩部にかけて

(胎土)良好
1～ 2 mm大 の砂粒を
含む。

(焼成)堅緻
(色調)明褐色
外面煤付着。
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は接合面に指押さえ

を施し、肩部以下を

横方向に削る。

外面口唇に接ぎ目が

判然としている。

甕Ⅲ一A e 24 口宿巨16,2 くの字形に屈曲する
頸部から、外上方に

まっす ぐに伸び、内

外に少し肥厚気味の

端部に至る。

日縁部内外両面は横
ナデ調整。体部内面

は指ナデのあとヘラ

肖1り か。また、日縁

部外面には接合痕及

びヘラによる刻目状
の深い傷が残る。

(胎土)良好
細砂含有

(焼成)良好
(色調)暗褐色
外面には煤付着。

甕皿―A e 25 口径 16.0 頸部の屈曲は内面に
比較的明瞭な稜線を
残す「く」字状のも
のだが(外面は丸味
がある屈曲で稜線は
明稜でない。
日縁部は斜上方べま

っす ぐに伸び、端部

は丸 くおさめる。

外面は日縁部上半、

下半及び肩部を指で

押さえ、.頸から肩にか

けてハケロ調整もそ
のあと横ナデを加え

る。内面は日縁部を

横にナデ、体部は斜

めにナデ上げ、その

上からヘラケズリを

加える。

(胎土)良好
1～ 2 nm大の砂粒を

含む。

(焼成)や 不ゝ十分
(色調)茶褐色
断面は黒灰色を呈す。

外面には煤が付着と

甕Ⅲ―A e 26 日密認2`8 大型品である。
明瞭な稜線を残して
「く」字形に屈曲する

頸部から外上方へ大

きく開く口縁で、端

部は丸くおわる。

口縁部外面を刷毛状

具で横・縦に強いナ

デ調整を行う。また、

肩部にはヘラ削 りを

施す。

内面は顕部の上下を

指で押さえたあと、

ナデ調整を加える。

(胎土)良好
l mm大の砂粒を含む。

(焼成)や 不ヽ十分
(色調)乳褐色

甕m― A e 27 口径 16.8 おそらく体部中位に
最大径を有すと思わ

れる甕である。
外上方へまっすぐの

びる口縁部の端部外

面は一段と丁寧にナ

デるため、わずかに

窪む。

口縁部内外とも対応

する二段の指押さえ

痕が見られ、その上

を横にすデるが、外

面頸著Lには糸田カ
ーいアヽ

ケロ痕が残っており、

ナデ調整以前のもの

と考えられる。

顎部以下の内面は指

でおさえたあと、上

部にはハケロと推定

される調整を加え、

肩部以下はヘラで削

り、横にナデる。

(胎土)良好
l mm前後の砂粒を多

少含む。

(焼成)良好
硬質

(色調)暗乳灰色
断面は灰黒色。

外面には煤の付着。

甕Ⅲ―A e 28 口雀■6.6 e27同様口縁部端部 外面は日縁部を横ナ (胎土)良好
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甕Ⅲ―A e 28 口径■6。 6 e27同様口縁部端部
外面を格別にナデる

ためわずかに窪む。

口縁は少し厚手だが

肩部以下は薄 く仕上

げら才している。

外面は口縁部を横ナ

デ調整。肩部付近を

横、斜目に刷毛状具

でナデる。内面はま

ず刷毛状具で回縁部

を縦にナデたあと、

横ナデを施す。

頸部以下は接合痕、

指の圧痕が残るが、

横にナデる。

(胎土)良好
l mm大の砂粒少し含

む。

(焼成)や 不ゝ十分
軟質

(色調)乳褐色
外面は煤付着

甕Ⅲ一A e 29 口径 13.2 頸吉肋 らゝゆるく屈曲
した口縁は外上方へ

伸びるが、中途で再

びゆるく屈折 し端部

に至る。

頸部以下欠損

口縁部内外両面とも

横ナデを行う。

頸部との接合部付近

にはハケロと叩目状

の調整痕が見られる。

(胎土)や 不ヽ良
細砂を多く含む。

(焼成)不良
(色調 )乳赤褐色

甕 Ⅲ一 A e 30 口径 15.2 「く」字形に届折する
頸部からや 内ゝ弯気

味に外上方へ伸びる

口縁は、端部を丸く

おさめるが、や 内ゝ

外に肥厚気味である。

口縁部内外両面を刷

毛状具で強く横にナ

デる。肩部外面は同

じく強いナデが波を

打って施され、内面

は横方向にヘラ削り

を行う。

(胎土)良好
l mm大の砂粒あり。

(焼成)や 不ゝ十分
(色調)淡茶褐色
口縁部外面に煤付着。

甕Ⅲ一A e 31 口宿&15,4 頸部内面に比較的明
瞭な稜を成して「 く」

字形に屈折した口縁

は、や 弯ゝ変気味に

短か く逆「八」字形

に開 く。端部は九 く

おさめる。体著卜は器

壁は内外とも凹凸が

著しく、雑な出来上

が りのものである。

肩部の張り具合は少
い。

口縁部は内外両面と

も横ナデ調整。体郡

は輪積みしたあとの

指圧痕が数段に見ら

れる。また、所々を
ベラ削りしたと思わ

れる。擦痕が器体外

面に残る。更に横ナ

デの痕跡も見られる(

内面は左上がりに指

でナデ上げたあと、

頸部付近と、体部中

位をヘラで削る。

(胎土)不良
2 mm前後の砂粒を多

く含む j

(焼成)や 不ゝ十分
(色調)淡赤褐色
外面の体部 には煤が

厚 く付着、口縁も煤

で黒くなってぃる。

甕Ⅲ一B e 32 口雀:21.0 大型品である。
頸部から大きく外反

りする口縁であり、

端部は丸くおさめる。

頸部から口縁下半に

かけてハケロ調整を

施 し、その上から横

にナデる。

内面は横方向の粗い

ハケロを施す。頸部

以下は、指で押さえ

たあと、ヘラ削り、

横ナデを行う。

(胎土)良好
(焼成)良好
(色調)明茶褐色
断面の中心 は黒色。
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横ナデを行う。

口縁外面には接ぎ日、

指圧痕が見える。

甕Ⅲ―B e 33 口宿望3.6 薄手の回縁部のみが
強く外反するものだ

が、口縁はそれほど

開らかない。

肩部は厚 く、よく張

るものである。

口頸都外面を縦にハ

ケロを施し、そのあ

と横にナデる。内面

は横方向の粗いハケ

目を行い、その上を

横にナデる。

肩吉卜にイま指才甲さえ、

指のナデ上げ等の痕

跡がある。

(胎土)良好
(焼成)堅緻
(色調)淡褐色
外面は煤付着。

甕皿―B e 34 口径12.4 頸部の屈曲は稜を成
さない。

日縁は外上方へ大き

く反る。

端部は面を取る。

口縁部上半を指で押

さえる。横にナデた

あと、細かいハケロ

を施す。頸部にもハ

ケロあり。内面は口

縁部を横ナデ調整。

頸部以下を横方向に
ヘラで肖Jる 。

(胎土)不良
l mm前後の砂粒含む。

(焼成)良好
(色調)淡褐色
外面は煤が付着。

甕Ⅲ―B e 35 口雀■5,4 外上方へ逆「八」字
状に大きく反る口縁。

口縁下端以下は欠損。

外面には指圧痕 と横

ナデが見える。

内面には、横ナデと

強い斜目の刷毛状具

によるナデが見ら才と

る。

(胎土)や 不ゝ良
l mm大の砂粒含む。

(焼成)良好
(色調 )茶褐色
外面は煤付着。

I一霊 e 36 口宿E12.6 引き締った頸部から

外上方へ逆「八」字

状にまっす ぐのびた

口縁である。

端部は外に面を取る。

口縁部外面をヘラ磨

き。あとは横ナデ調

整の模様。

(胎土)や 不ゝ良
1～ 2 mm大 の砂粒含
む。

(焼成)良好
(色調)乳灰褐色

壷      I e 37 回雀凱4.4 九 く屈曲する頸部か

ら単純に大きく外反

する口縁を持つ。

端部は外傾する面を

取る。

体部の肩の張 りは少

な く、すデ肩である。

外面は頸部以下を格

子叩目を施し、器壁

を叩き締める。その

あと口頸部を横にナ

デる。内面は頸部及

び肩部を指頭で押さ

え、そのあと横にナ

デる。

口縁部内面も横ナデ

調整。

(胎土)良好
l mm大の砂粒を含極

(焼成)良好
(色調)淡茶褐色

壷   H e 38 口宿&11.4 球形の体部から「く」
の字形に屈曲する頸

部を持つ壷で、口縁

は外上方へ長 く伸び、

口縁内外を横にナデ

るが、下端にはヘラ

削り状の擦痕をとど

める。

(胎土)精良
(焼成)堅緻
(色調)淡白褐色
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あまり開かなあまり開かないその

端部は九 くおさめる

壺   H e 39 口径 9.3 頸部から外上方への

びる日縁は端部付近

で外反度を強め端部

に至る。端部は幅の

せまい面をとる。

口縁部外面をハケロ

調整のあと、内外を

横にナデる。

(胎土)良好
(焼成)良好
(色調)灰白色

壺   H e 40 口奮■0.2 肩の張った体部に直
口気味の日縁のつ く

壷である。口縁は中

位で屈折をかえて上

方に立ち上がる。

端部は尖った感を呈

すが、わずかに内傾

する面をもつ。

口縁部内外を横にナ

デる。

(胎土)良好
(焼成)良好
(色調)淡褐色

壷  Ⅲ e 41 口雀■9.8 口縁部下端を垂下さ
せて段をつくる二重

回縁のものである。

端部は外傾する面を

成す。

口縁部内外を横にナ

デたあと、外面には
ヘラ磨 きを加える。

内面にもわずかにヘ

ラ研磨の痕跡が見え

る。頸部外面にはヘ

ラ削りの痕が残る。

(胎土)良好
(焼成)良好
(色調 )

(外面)淡灰褐色
(内面)淡赤褐色

壷  Ⅳ e 42 口径 7.9 口端部に最大径を持
つ鉢形のものである。
日縁部は頸部よりゆ

るく外反し、中位で

届折をかえて、再び

外上方へ外反する。
いわゆる「 S」 字形

を呈す。

体部は肩の張らない、

最大径を肩部に持つ

ものである。

底部は尖り気味の九

底を押さえつけて平

底としたような感を

呈す粗雑なものであ

る。

口縁部は内外両面と

も横ナデ調整。体部

外面は上 。中・下位

をそれぞれ指で↓甲さ

えてわずかな面をと

る。 さらに中位には
叩き目の痕跡が残る。

最後に下～上へ縦方

向のナデ調整を粗 く

加えたか。内面は上

下を指で押さえたあ

あと、ほ 真ゞ横にナ

デる。体部外面の底

部から休都中位 まで

に粘土巻上げ痕 を明

瞭にとどめる。

(胎土)や 不ヽ良
1～ 2 mm大の砂粒含

有。

(焼成)良好
硬質

(色調)乳褐色
体音Ь中位んヽら底部に

かけて火熟のため一

部黒化。

小型丸底壺 e 43 口径 9.2 頸部の屈曲が極めて

甘いもので、内面に

かすかに稜線を作る。

口縁部は外上方へ大

きく開き、端部は尖

る。体部は肩が張ら

ず、扁平で底部との

明確な境がない。

外面は口縁から体部

まで、細かいヘラ研

磨を施し、口端部を

横にナデる。内面は

口縁部を横方向の細

かいハケロで調整し、

体部を横にすデる。

(胎土)精良
(焼成)良好
(色調 )

(外面)淡黄灰褐色
(内面)手し灰褐色
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明確な境んヾない。

小型九底壺 e 44 口径 9.2 「く」の字形の頸部

より外上方へ大きく

開く口縁は、や ゝ内

弯気味で、特に端部

近 くでは内弯度を強

める。先端は鋭 く尖

る。体部は肩の張 ら

ないものであるが、

比較的深い、中位に

最大径を有するもの

と思われる。

口頸部を内外両面と

も横にナデる。

(胎土)精良
(焼成)良好 軟質
(色調)乳白褐色
断面 |」灰色を呈す。

小型丸底壷 e 45 口径 7.2 口縁部外上方へまっ

すぐにのびるが、開

き具合はあまり大き

くない。

体部は中位に最大径

を持つと考えられ、
日縁吉卜との比率は同

じぐらいになる。

口縁部内外は横にナ

デ、体部はヘラでナ

デたと思われる。

肩部内面に指圧痕が

残る。

(胎土)精良
(焼成)堅緻 軟質
(色調)淡灰褐色

小型九嵐壺 e 46 口縁部は欠損するが

外上方へ開く比較的

短かいものと考えら

れる。

休部は中位に最大径

を有し、日縁部との

比率は体部の方が大

きいと思われる。

外面は肩部に横ナデ

調整を施している。

体部中位以下はヘラ

で浅 く削り、中位は

指でナデ上げ平滑に

する。内面は頸部お

よび粘土ヒモの巻上

げ接合面をそれぞれ

指圧、またはナデ上

げ、そのあと横にす

デて仕上げる。

(胎土)精良
(焼成)堅緻
(色調)乳白褐色
及び

暗灰褐色

小型丸底壺 e 47 球形の体部に、あま

り大きく開かない短

かい口縁吉卜をもつも

のと考えれる。

体部外面を縦方向に
ハケロを施 し、底部

中下位を部分的にヘ

ラで浅 く削る。

内面はラセ状にナデ

上げる。

内外ともに粘土ヒモ

の巻上げ痕を残す。

(胎土)不良
l mm大の砂粒を多量

に含む。

(焼成)や 不ゝ良
硬質

(色調)乳白褐色

小 型 壷 e 48 口径 6.6 手捏のものと考えら

れる。丸 く屈曲する

頸部から短か く外上

方へ反る。

内外面ともハケロ調

整のあと横にナデる。

内面には指圧痕が残

る。

(胎土)精良
(焼成)良好
(色調)暗灰褐色

婉 e 49 口宿&14.4 半球形の体部に丸底

と思われるもの。

体部外面は間隔の広
い粗いハケロをほど

(胎土)精良
(焼成)堅緻
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端端部は内沓気味だが、

すデにより上方へ立

ち上がる。

先端は丸 く終る。

こす。端部は刷毛状

具により横にナデる。

内面は横にナデるほ

か、細かい刷毛状具

により主として斜目

にナデる。

(色調)乳白褐色
体部下半に火熱のた

め黒化。

坑 e 50 口雀■4,6 e491こ とヒして立■とが

りの強い縦長のもの

である。日端は内変

を強める。

体部外面は粗いハケ

目調整。日端部は横

にすデる。

内面は横にナデる。

(胎土)精良
(焼成)堅緻
(色調)外面 灰褐色
内面 乎L灰褐色

高 杯 I e 51 支柱部中位でや おゝ、

くらむ。

裾部との屈曲は甘 く

内面に不明瞭な稜線

をとどめる。

端部には内弯しつつ

至る。

外面は支柱部付根を
ヘラで削る。支柱下

端から裾部にかけて

叩目状の圧痕が横方

向に入り、その上か

ら横ナデを行 う。内

面は付根に絞 り日、

支柱部中位に指圧痕

が見られる。ナデは

支柱部を縦に、裾部

を横にナデる。

内外両面に巻上げ痕

が残る。

(胎土)良好
(焼成)良好
(色調)淡灰褐色

高 杯 I e 52 支柱部中位がお、くら

む。

裾部は外反気味に端

部に至るか。

外面は支柱部付根を
ヘラ削り。以下を維

のハケロで調整、さ

らに支柱部下半を横

にナデる。内面は右
→左ヘヘラで小きざ

みに肖Uる 。

(胎土)良好
(焼成)堅緻
(色調)淡褐色

高 杯 Ⅱ e 53 脚径10.4 杯部上半を欠くが、

杯苦卜に比して脚部の

や 小ゝさなものであ

る。イ居部は支オ主苫Ьよ

りゆるく届折し、端

部へなめらかに大き

く開 く。端部近 くの

内面は平坦になり接

地する。

杯著焉イよ底菩Бから休吉呂
への屈曲が全 くなく、

丸 くつながる。底部

の器壁は体部に比し

て極端に厚い。

外面は杯部を、付根

付近より上へヘラ削

りを行い、支柱部は
ヘラナデか粗い研磨

のため不整な面がと

られる。付根附近は

剖落が著しく調整不

明。内面は、支柱部

を横にヘラで削 り、

裾部をハケロ調整す

る。

杯部内面は体部を横

にナデる。

(胎土)精良
(焼成)や 不ゝ良
手ざわりが ざらつ く。

硬質

(色調)外面
明灰褐色

内面

白褐色

高 杯 H e 54 脚径 11.6 支柱部が高 く、スマ
ー トなもので、裾部

外面は崇J落が著しく

不明瞭であるが、裾

(胎土)良好
(焼成)不十分
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は支柱部よりゆるく

折れて、短か く水平

に近 く開 く。

部は横にナデる。

内面の支柱部を横に
ヘラ削り、裾部を横

にナデる。

(色調)淡赤褐色
裾部内面から外面裾

端にかけて火を受け、

一部黒化している。

高 杯 H e 55 外下方へまっす ぐ開

く支柱部と内面に比

較的明瞭な稜を持つ

裾部との高杯脚部で

ある。

支柱部下位に小孔を

lヶ 外から内へ穿つ。

外面には支柱部付根、

中位、下位に指圧痕

が見え、下位にはハ

ケロ調整も加える。

なお、支柱部にはか

すかな稜線が走る。

内面は支柱部を横

(左→右)にヘラ削り

するが、巻上げ痕が

まだ残る。

(胎土)精良
(焼成)堅緻
(色調)淡褐色

高 杯 H e 56 脚径 11.4 細身の筒型の支柱部
よりゆるく届折して

端部に至る裾部を持
つ脚である。端部は

丸 くおさめるが、内

面端部が接地する。

なお、裾部届折点は

内面に明瞭な稜を残

す。

外面は全体を横にナ

デる。

内面は支柱部を上下

に分けて横にヘラで

削る。

裾部は横ナデ調整で

ある。

(胎土)精良
(焼成)堅緻
(色調)淡褐色

高 杯 H e 57 比較的に細身で中実

の支柱部で屈折の柔

らかな裾部をもつ脚

部である。支柱部下

端に/Jヽ子し3ヶ を外か

ら内へ穿つ。支柱部

器壁は非常に厚い。

支柱部外面上半をハ

ケロ調整。

その上から支柱全体

をヘラ磨 き。

内面は支柱部をヘラ

削 り。

(胎土)や 不ゝ良
l mm大の砂粒多し。

(焼成)良好
硬質

(色調)淡灰褐色

高 杯 H e 58 細い付根から下方へ

開 く支柱部。

裾郡への屈曲はゆる

やかなものと推測さ

れる。

支柱部上半をヘラで

縦に削る。下半は所

々を指で押さえ、あ

とは指でナデる。な

お、支柱部下半の下

地に叩目状の圧痕が

残る。裾部届折部を
ヘラで縦に肖Jる か。

内面には上半に絞 り

目が残 り、中位より

下を横にナデ、下端

を下ヘナデる。屈折

部に1ま圧痕が残る。

支柱部には巻上げ痕

が見られる。

(胎土)精良
(焼成)堅緻
(色調)淡褐色

高 杯 H e 59 や 太ゝ身であるが、 支柱部外面を縦にヘ (胎土)精良
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外開きのあまり大き

くない支柱で、支柱

部そのものは短かい

裾部の届折は内面に

比較的明瞭な稜を残

す。

ラ磨きする。内面は

絞 り目を残し、下半

はヘラで削る。

裾部はハケロ調整を

施す。

杯部底部はヘラ磨き。

(焼成)堅緻
(色調)淡赤褐色

高 杯 Ⅲ e 60 脚径 12.4 下方へまっすぐに開く

太目の支柱部から、鋭

ぐ屈折して、「入」の

字状に大きく開く裾部

を持つ脚である。端部

は角ばった面をとる。

支柱部外面は縦にヘ

ラ削 り。内面はヘラ

を細か く回わして削

る。裾部は外面は横

にすデ、内面はハケ

目を維横に加える。

(胎土)精良
(焼成)堅緻 軟質
(色調)淡褐色
裾端部は部分的に黒

化 。

高 杯 Ⅳ e 61 脚径 9.8 背の低い、裾部を大

きく「八」の字状に

開き、端部近 くは水

に平のびるもの。

外面は横にすデる。

内面は裾部届折部付

近までを横にヘラ削

り。以下は横にナデ

る。

(胎土)良好
(焼成)良存
(色調)乳灰褐色

高 杯 Ⅳ e 62 「八」字状に開く低

い支柱に、底部と休

部の境に稜を作る杯

部を有す_も の。支柱

部中位に外か内へ穿

つ小孔ニケが見られ

るが、もともと3ヶ

と思われる。

外面は付根をヘラ削

りして、横ナデ。

支柱部をヘラ磨き。

内面の上半はヘラを

細か く回し削り、絞

り目を消すが、付根

にイよまだ絞 り目が残

る。下半はナデる。

(胎土)良好
(焼成)良好
(色調)淡灰褐色

高杯杯部 e 63 口雀望3.2 底部に丸味のある、

浅い皿状の杯部であ

る。

端部は外反気味で先

端は九 くおさめる。

外面は底部あたりを
ヘラ削り、休部は指

で↓甲さえ横にナデる。

内面は指で押さえ、
ハケロ調整を行い、

そのあとを横にすデ

る。

(胎土)良好
(焼成)堅緻
(色調 )淡灰褐色

高杯杯脚部 e 64 杯部底面は比較的広

く、体部との境界点

には明瞭な稜を持つ

と思われる。裾部は

下方へ大きく「入」

字状に開 く。

外面は付根から杯部

底ヘハケロを施 し、

支柱部にはナデて面

を取る。

内面は指でナデ下す。

(胎土)精良
(焼成)良好
(色調)淡赤褐色

高杯脚部 e 65 きわめて細身の小梨

と思われる高杯であ

る。

外面はナデ調整を行

うため、面がとられ、

稜線が走る。内面に

は絞リロが見られる。

(胎土)精良
(焼成)堅緻
(色調)淡赤褐色

高杯脚部 e 66 脚径 15.2 背の低い裾部で、内

弯ぎみに端部に至る。

端面は丸味を持つが、

外面は裾部に指圧痕

が残 り、端面の横ナ

デは沈線風を呈す。

(胎土)良好
や 砂ゝ粒が目立つ。

(焼成)良好
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幅のせまいヘラ状具
で横ナデするため、

端面は窪む。

内面は横に細か くハ

ケロ調整し、端部近

くを横にナデる。

(色調)淡褐色
裾端部内外は火熱の

ため一部黒化。

高杯脚部 e 67 脚径 9.8 小型の高杯の裾部。

支柱部との屈曲は明

瞭な稜を残す。端部
へは「八」宇状にま

っすぐ伸びる。

外面の裾端部近 くは

指で↓甲圧、のち横に

ナデる。内面の支柱

部はヘラで横に削り、

裾部は横ナデを行う。

(胎土)良好
(焼成)良好
(色調)乳褐色

高杯脚部 e 68 脚径 16.0 や 外ヽ反気味になだ

らかに開く裾部であ

る。

端部は少し尖る。

また上端はや 内ゝ弯

のきざしを見せる。

外面は横にナデるが、

所々を幅のせまいへ

ラ状具でナデるため、

その部分のみ段状に

窪む。

内面は細かいハケロ

の上をナデ調整か。

(胎土)精良
(焼成)や 不ゝ十分
(色調)乳褐色

器台受部 e 69 口雀凱5.7 ほ ヾまっす ぐに外上

方開 く受部の口端に

断面三角形の粘土帯

を貼りつけ、下垂さ

せ、幅のある端面を

つ くる。

主口縁かも。

受部内外面とも細か

い縦ヘラ研磨を施し

外端面には波状文を

1苗 く。

(胎土)精良
(焼成)良好
(色調)淡赤褐色

器台脚部 e 70 底径24.4 大きく外下方へ開く

脚部は端部近 くでや

内ゝ向気味になる。

端部は切 り落し、角

|ゴった面を取る。

外面はハケロ調整の

あとナデて仕上げる。

指圧痕 も残る。

内面もハケロ調整と

指圧痕が見える。

(胎土)精良
(焼成)や 不ゝ十分
(色調)淡赤褐色

器台受郡 e 71 口宿融10:4 頸部から外反する受

都は上半ではや 内ゝ

弯気味で、外端面は

上方に立つ。

内外両面ともヘラ研

磨のあとナデて仕上

げる。

(胎土)精良
(焼成)や 不ゝ十分
(色調)淡赤褐色
断面は黒灰色

器台脚部 e 72 内面に稜を成し受部
へ と外反する脚部。
F入」字状に開いて

裾部へ伸びる。支柱

都中位に小孔三ケを

外から内へ穿つ。

外面は細かい縦方向

のヘラ研磨を行 う。

内面はヘラで横に削

る。

(胎土)良好
(焼成)良好
(色調)外面
乳灰褐色

内面

暗灰褐色

底   部 e 73 底径 6.2 安定した平底の底部
から胴部最大径へ大

きく外方へ伸びる壺

の底部と考えられる(

外面は底から胴ヘヘ

ラで肖Jり 上げる。

内面はハケロ調整を

行う。

(胎土)良好
l mm大の砂粒含む。

(焼成)良好 軟質
(色調 )外面 淡黒灰色

内面 淡赤褐色

底   部 e 74 底径 3.7 安定した平底の中央
が凹状に窪んだ上げ

外面下端に指の押圧

を加え、そのあとハ
(胎土)良好
1～ 2 mm犬の砂粒含
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底の甕の底部と思わ

イとる。

ケロを縦に施す。

内面も下端を指です甲

さえて、そのあとハ

ケロを横に回す。

む。

(焼成)良好
(色調)淡茶褐色
外面煤付着

底   部 e 75 底径 6.0 や 上ヽげ底気味の底
部である。

端部は丸味を持つ。

内外両面ともハケロ

調整を行う。

(胎土)良好
(焼成)良好
(色調 )外面 淡灰褐色

内面 灰白褐色

底  部 e 76 底径 3.2 安定した平底の外か
ら内へ孔を穿った甑

である。胴部へはや

外ゝ反気味に伸びる。

器壁はきわめて薄手

である。

外面はハケロを斜行

させたあと、ヘラで

深 く棒状に切 り取る。

内面は縦にハケロを

行う。

(胎土)良好
(焼成)良好
(色調)外面
淡褐色

内面

淡赤褐色

底   部 e 77 底径 4.2 安底した平底の底部
に一孔穿った甑であ

る。胴下半はや おヽ、

くらみ気味である。

穿孔は内から外へで

ある。

外面は指による圧痕

以外に見られず。

内面はハケロの痕跡

が見られる。

(胎土)や 不ゝ良
1～ 2 mm大 の砂粒多
し。

(焼成)や 不ゝ十分
(色調)淡赤褐色

杯  身
(須恵器 )

e 78 たちあがりは内傾し、

受部は外上方へのび

る。

内外を横にナデる。 (胎土)精良
(焼成)堅緻
(色調)暗黒灰色
外面には自然釉が付く

土製支脚 e 79 脚径 11.0 ラッパ状に開く脚の

上半をゆるく折 りま

げたものである。

器壁は厚 く頑状であ

る。

背面下端を円形にく

り抜き、透 しをつ く

る。

外面は前面に叩目が

残 り、背面には部分

的なヘラ削 り痕が見

られる。そのあと全

面に指でナデ調整を

加えるが、不整いな

面が形成されている。

内面は上半に一条の

絞 り目が残る|まか、

指圧、指ナデを加え、

そのあとナデ調整す

る。下半はナデだけ

のようだが、一部擦

痕やヘラがあたった

痕があり、ヘラ削り

状の調整を行った模

様。

(胎土)良好
や 砂ゝ粒を含む。

(焼成)堅緻
(色調)淡褐色
内外ともに部分的に

火熱を受けて黒化。

土  錘
(土師質 )

e 80 径 3× 3 ほ 球ゞ形を呈す。

中央部に円孔を貫 く。

外面はヘラで強くす

デるのか、擦痕が残

り、この部分が不整
いな面を呈す。

(胎土)不良
1～ 2 mm大の砂粒多し。

(焼成)良好
(色調)淡褐色
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旧河道上層出土土器

S-3 SK-1出 土土器

S-5 P-5出 土土器

甕 e 81 口径■6。 4 丸味を持って屈曲す

る頸部から外反した

口縁の中位における

屈折は丸く甘いが、

上方への立上りは強

い。

頸部内面に指圧痕が

見られるほかは、内

外とも口頸部を横に

ナデる。

(胎土)良好
(焼成)良好
(色調)黒灰色

一霊 e 82 口径 16.8 口縁上半部のみの破

片である。頸部から

の外反はゆるく大き

ヤヽ。端部は尖る。

外端部近 くを指圧す

るほかは、内外とも

横ナデ。

(胎土)精良
(焼成)や 不ゝ十分
(色調)赤褐色

高  杯 e 83 脚径 11.4 細身の筒状の支柱部
より鋭 く屈曲して、

低 く外方へ開く裾部

を有す脚である。

タト面は裾都に才旨才甲さ

えをするほか、支柱

部はナデ調整による

面が見られる。

内面は絞 り目をヘラ

削りで消す。

(胎土)不良
l mm大の砂粒多し。

(焼成)不十分
(色調)明赤褐色

甕 e 84 口雀■8.6 口縁中位の屈曲は九

味を持つが鋭い、上

端へののびは短 く、

端部は平坦な面を成

して外へ突き出る。

内外両面ともナデ調

整。

(胎土)良好
(焼成)良好
(色調)茶褐色
外面には煤付着。

高  杯 e 85 短い支柱部より伸び

る裾部は、ゆるく外

反して大きく開 く。

杯部の外反度は比較

的強く水平に近い。

脚と杯部との接合は

脚部へ杯部を挿入す

る。付根付近は粘土

を補充する。裾部中

位に円孔二つが残存。

脚部外面をハケロ調

整した上から、縦の

ヘラ研磨を行う。

内面は指圧痕以外は

不明。

(胎土)良好
(焼成)や 不ゝ十分
軟質

(色調)淡赤褐色

鉢 e 86 口径 14.2 頸部は内外に明瞭な

稜を残して「 く」字

状に屈曲。口縁部は

や 内ゝ弯気味に外上

方へまっす ぐ開 くも

ので、端部へ近 くな

るほど器壁は薄 くな

る。端部は幅のせま

い面をからくも取る。

体部は肩が張らず、

底部との区別の不明

な扁平なものである。

口縁部外面は斜行す

るヘラ研磨を行い、

端部は横ナデ。体部

は横方向のヘラ研磨。

内面は横ナデのあと

全面を斜行するヘラ

研磨を施す。但 し、

肩部内面のわずかな

幅は横ヘラ研磨であ

る。

(胎土 )精良
(焼成 )堅緻
(色調 )淡灰褐色
内面に一部火熱を受

けた痕 をとどめる。
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S-6 SK-2出 土土器

手焙形土器 e 87 頸部径14.2 胴部の張った浅鉢の

上に ドーム状と思わ

イ生る。

覆いを接合したもの。

覆部外面は全体をハ

ケロ調整したあと、
ヘラ描きの沈線上下
三段に引き、その間

と覆部上位に貼付け

た突帯の間をヘラ描

きの斜格子文を施す。

また覆部下端にも突

帯を貼付し、その上

に刻目状の押圧を加

える。鉢部外面は頸

部にハケロ調整痕が

残 り、そのあと口頸

部を横ナデ調整する。

そして最後に肩部附

近を櫛状具による条

痕を施す。内面は覆

部は斜上方へ、板状

具で強くナデる。

浅鉢部は口頸部を横

ナデ調整する。

(胎土)良好
細砂粒含む。

(焼成)良好
(色調)淡灰褐色

高  杯 e 88 つ くりの小さな高杯

の支柱部、裾部は背

が低い、大きく開く

手のものと考えられ

る。支柱部は充実し

ている。

外面を縦に細か くヘ

ラ磨き。

(胎土)良好
(焼成)良好
(色調)暗灰白色

器   台 e 89 口径 9.6 いわゆる小形器台で
ある。受部は外上方
へ短 く大きく開 く。

端部は外傾する面を

取る。

内外両面とも縦にヘ

ラ磨き。

端部は横にすデる。

(脚土)精良 胎
(焼成)良好 軟質
(色調)乳白褐色
外面は一部赤褐色を

呈す。

底   部 e 90 底径 5。 2 ぶ厚い安定した平底
の底部だが、胴部へ

は外方にや 強ゝ く屈

曲した感じて伸びる。

底部のわずかな上げ

底は指で↓甲さえたも

のによる。

外面にはハケロと指

圧痕、内面にはハケ

目が見える。

(胎土)良好
(焼成)良好
軟質

(色調)乳灰褐色
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S-9 SE-1出 土土器

甕 e 91 口雀凱3.0 頸部の屈曲は鋭 くほ

水ゞ平に外反し、た

だちに届折して外上

方へのびる口縁部と

なる。

端部は平坦な面を形

成する。

肩部は張らず、ナデ

肩である。

外面は全面を横にナ

デたあと、肩部以下

をハケロ調整し、ヘ

ラで直線文を口縁部、

肩菩Lにれ苗き、 さらに
斜行する刻 目状のヘ

ラ描 ,き を回縁部 。肩

部に施す。内面は頸

部の指圧痕以外は口

縁部の横ナデ調整の

みである。

(胎土)良好
細砂粒を少し含む。

(焼成)や 不ゝ十分
(色調)乳褐色

底  部 e 92 底径 5。 8 胴下部が張った壺の
底菩るか。 】同下部よ !)

や 突ゝき出ており、

安定している。

突出した底部の外面

を指で↓甲さえ、底部

と胴下部両方をハケ

調整する。

(胎土)良好
(焼成)や 不ゝ十分
(色調 )淡褐色

S-13 SD-1出 土土器

口奮■0.3 短かい口縁部が鋭 く

二重に屈折する。

端部は水平に外方ヘ

突出し、平坦な面を

呈す。

内外両面を横ナデ調

整する。

(胎土)良好
細砂を含有。

(焼成)良好
(色調)淡褐色
外面に煤が付着。

口径 17.2 丸い屈曲の頸部から

大きく外方へ開く口

縁を持つ。

端部は九 くおさめる。

肩は極端なナデ肩で

ある。

口頸部の内外を横ナ

デ調整し、頸部を刷

毛状具で播 く。

(胎土)不良
1～ 2 mm大の砂粒含む。

(焼成)や 不ゝ十分
(色調)淡褐色
口端部は一部火熱を

受け黒化。

頸部に押圧を加え、
ハケロを細か く施 し

たあと横ナデ調整す

る。内面は口縁部を
ハケロ調整。体部は
ヘラ削りを横に施す

(胎土)良好
大粒の砂粒を僅かに

含む。

(焼成)堅緻
(色調)淡褐色
外面は媒が付着。

「く」字状に屈折し

た頸部は内外面に鋭

い稜を作る。

日縁部は外上方へま

っす ぐイ申び、端部は

丸くおさめる。

口径 11.8 細 く引締った頸部は

ゆるく「く」字状に

屈曲、外上方へ反り

気味にのびる口縁部

につながる。

内外両面とも口縁部

全面を丁寧にハケロ

調整する。

(胎土)良好
細砂を多量に含む。

(焼成)や 不ゝ十分
(色調)暗赤褐色
内外とも火熱を受け

るが、外面はこのた

めほとんど黒化する
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鉢 e 97 口径 15。 6 頸部の屈折は外面は

甘いが、内面は鋭く

明らかな稜を残す。
口縁部は外上方へ大

きく開き、 端著Бイよl七

較的鋭 く立って面を

取る。体部は肩が張

らない扁平なものだ

が、底部はや 尖ゝ り

気味になるか。

外面は細かなハケロ

を雑に施したあと横

にナデた模様。なお

口縁部には細かいハ

ケロ状の調整痕 も下

地に見ら才とる。

内面は口縁部を横ナ

デ調整。体部はヘラ

調整痕が残 り、すデ

調整も見られる。

(胎土)不良
1～ 2 mm大の砂粒を

多く含む。

(焼成)や 不ゝ十分
(色調)外面
乳灰褐色

内面

赤灰褐色

高  杯 e 98 細身の長い支柱部か

ら裾部はゆるく大き

く開くものと思われ

る。

杯部欠損。

支柱部付根を下～上
ヘヘラ削り。下半部

はヘラでナデて仕上

げるためか、稜線が

縦に走る。内面には

巻上げ痕が残る。

下半は横にナデる。

(胎土)良好
(焼成)や 不ゝ十分
(色調)淡褐色

底  部 e 99 底径 4.4 安定した平底の底部
をヘラ削りを行って、
わずかな上げ底とす

る。胴郡との境界は

や 稜ゝを見せて届曲

する。

外面には指押圧 とハ

ケロ調整、内面にも
ハケロを施 したと思

われる。

(胎土)や 不ゝ良
(焼成)や 不ゝ十分
(色調)茶褐色

S-13 SK-4出 土土器

甕 e100 口径 16.8 ゆるやかに弓なりに

外反する口縁の端部

は尖る。

口縁部上下半に指圧

を加え、ハケロ調整

を施 したあと横ナデ

調整。内面にも指圧

痕 とハタ
‐
目調整が力日

えられる。

(胎土)良好
l mm大の砂粒含む。

(焼成)良好
(色調)茶褐色

甕 e101 口径 10.6 「く」字状に屈曲す

る頸言hは外面にlヒ較

的明瞭な稜を成す。

日縁部は外上方へ開

くが、や 屈ゝ曲して

端著hに至る。端部は

九 くおさめる。体部

はナデ肩である。

口縁部は内外を横ナ

デ調整。

体部は外面にハケロ

を加え、内面には指

圧痕が見える。

(胎土)精良
(焼成)堅級
(色調)外面
淡黒灰色

内面

淡灰黒色

士霊 e102 口雀■8.2 「く」字状に鋭 く届

曲する頸部から外上

方へ大きく開く口縁

部は、端部近 くでや

立ゝ上がる。

体部の肩の張りは比

較的大きい。

口頸部に縦のハケロ

調整のあと横にナデ

る。内面、口縁部は

横ナデ。

体部は指圧痕、ハケ

目調整のあと横にナ

デる。

(胎土)良好
l mm大 の砂粒あり。

(焼成)や 不ゝ十分
(色調)乳褐色
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E区出土土器

高  杯 e103 細身の筒状の開きの

小さな支柱部である。

外面は付根から上半

部までを斜行するハ

ケロで調整。その上

から縦の細かいヘラ

磨きを施す。なお屈

曲部近 くの下端部に

叩目状の圧痕が残る。

内面は絞り目のほか

は明瞭でない。

(胎土)精良
(焼成)良好
(色調)淡茶褐色

E8区 ピット内出土

器  台 e104 「八」字状に大きく

開 く脚部に、外上方
へ大きく開 く受部が

付 く。支柱部下位に

円孔 2ヶ残存。
外から内へ穿つ。

外面は杯部底を指で

押圧、付根付近を横

に削るか。内面は脚

上半を指でナデ下ろ

し、以下をハケロ調

整する。

(胎土)良好
1～ 2 mm大の砂粒含

む。

(焼成)や 不ゝ十分
(色調)赤褐色
E7区 ピット内出土

/Jヽ   瓶
(須恵器 )

e105 高台径4.2 肩部の張った体部の

下半は直線的にすぼ

まって底部に至る。

短かいや 開ヽき気味

の高台は接地面が段

を成し、内面側のせ

まい面で接地する。

体部内外両面とも横

ナデ調整。

高台の底面及び上底

部も丁寧にナデる。

(胎土)精良
(焼成)堅緻
(色調)暗灰色

条里濤出土

皿

(施釉陶器)

e106 口径 13,6

高台径6.6

体部はや 内ゝ弯しつ

つ外上方へ伸び、端

部近 くでゆるく折 り

曲げ短か く外反させ

る。

端部は九 くおさめる。

高台は糸底で員占りつ

ける。

や 外ゝ下方へお、んば

るもので、外面先端

は稜を成して内側へ

屈曲する面を取る。

内外とも高台部を含

めて美しく横ナデ調

二整:。

高台貼付部までの器

体外面と体部内面に

見られる灰釉は塗楼ト

によるものである。
~

(胎土)精良
水敏によるか

(焼成)堅緻
(色調)明灰白色
但 し、施釉の部は内

面は淡緑灰色を呈し、

外面は白色を呈すが、

外面はさらにその上

に鉄分が付着し、朱

色となって班状にお、

き出る。なお、底部

両面に環状に釉が残

り、高台接地面には

釉の付着が見られる

ところから、重ね焼

を行ったものと思わ

れるハ 条里溝出土
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S-7 S■ 5出土土器

甕 e107 口奮凱4.2 頸部より外上方へ伸
びる日縁部は中位で

上方へ屈曲し、引続

き端部を外方へ鋭 く

摘み出すため、明瞭

な S字形を呈す。
口縁上端は平坦な面

を成す。

口縁部内外両面を横

ナデ調整。

(胎土)や 不ヽ良
1～ 2 mm大の砂粒多
し。

(焼成)良好
(色調)淡灰褐色
口縁外面には煤が付

着。

底  部 e108 疸E4蚤 4.4 高台風のわずかな上
げ底の底部から中位

に最大径を持つ と思

われる胴部へ大きく

開 く。

胴部下半内外両面を
ハケロ調整したあと

ナデ調整を加えて仕

上げる。

(胎土)や 不ヽ良
細砂粒を多量に含む。

(焼成)や 不ヽ十分
(色調)乳白褐色
内外両面とも一部黒色化
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第 4章 秦荘町上蚊野古墳群



はじめに

当古墳群の調査は県営ほ場整備に伴い、事前に発掘調査を実施したものである。当初は

ほ場整備対象地区の18基金てが記録保存との強い地元の要望であったが、戦後間もなくま

で298基からなる県下でも屈指の大古墳群であったが、現在では20数基が残されているだけ

であるため地元および町関係者の方々と協議を重ねた。この結果、地元上蚊野地区の方々

の多大な議性のもとに、当古墳群中最大規模の百塚を中心に10基の古墳が、以後古墳公園

として保存されることとなった。なお、残り8基については当初51年度完掘の予定であっ

たが、内 2基はほ場整備工区の変更と諸般の事情により52年度実施としたため、昭和51年

度は 6基について昭和51年 7月 1日 ～12月 10日 までの間発掘を実施した。この報告は、そ

の概要である。

調査は県教育委員会文化財保護課技師近藤滋が担当し、主任調査員に滋賀大学助教授林

紀昭氏を願い、田中政明 (滋賀大0.B。 )上田完二 (龍谷大 )、 岩崎茂 (京都産大 )、 山口利彦、

藤川清文、吉井源二郎、西田幸男、三輪芳子、矢倉裕子、小山昭子、松原きよ子氏等の他

滋賀大学歴史学教室の多くの方々に協力を得た。また、地元ほ場整備組合長や区長をはじ

め、上蚊野地区の方々、そして調査全般に渡り種々御迷惑をお雑卜したにもかかわらず、終

始協力頂いた町教育委員会北川嘉夫、町耕地課山田清孝両氏等にも、多大の協力を得たこ

とをここに記して謝意を表したい。なお、当報告書の遺物実測には松沢修氏の手を煩らわ

せたことを明記しておく。

2.位 置 と環境

当古墳群は愛知郡秦荘町上蚊野地先の、東に名神高速道路、西に国道307号線、南に宇曽

川の 3本の線に囲まれた地域に位置し、広 く見ると、蚊野外古墳群の196基 と合わせて、金

岡J寺野古墳群298基 を形成していた (第 1図 )。 しかし、この県下屈指の大古墳群も戦後の

食料難という国民的欲求の前には、何の力もなくブル ドーザーの犠牲になり、今日では、

その一割にも満たない20数基が残されているのみであることは前述のとおりである。

この大古墳群は、その立地を宇曽川の扇面に蚊野外集落の付近まで約1.5 kmに渡り形成さ

れ、今回の調査地は、この金剛寺野古墳群の東端、つまり宇曽川扇状地の扇頂部近くに位

置し、平野部に有りながら標高160m～ 170mの湖東平野の最奥であるため、晴れた日など

の眺望は湖西方面まで見える。

付近の遺跡については、その多くが南から北進してくる愛知川扇状地の扇側部に位置す

るものが多く後期古墳群と奈良時代寺院跡が目立っている。

まず、当調査地の宇曽川対岸の祗園東古墳は、名神高速道路建設に際し2基の内 1基が
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西田弘氏により調査されている。そして、この古墳が、いわゆる竪穴系横口式石室であっ

たことは衆知のことである。また、湖東町小八木の春日神社裏で発見された小入木廃寺の

鬼板は、その容貌が我国のものと異なり、外来の要素を持つもので、さらに、妙園寺跡、

軽野寺跡と同系統の軒瓦を出土し特色を示している。これらのことは現在の町名からも察

せられるように秦氏等帰化系豪族の本貫と考えられ、事実文献にも郡大領依智秦氏の名が

多く他に地名にも蚊野・軽野・安孫子等が有り、早くから京都太秦とならんで秦氏研究の

上では注目された区域である。

3.遺 構

今調査では前述のとおり6基の古墳を調査した。調査前の観察では何れも墳丘が lm前

後で遺存状態は良くないと思われ、基底石と側壁数段との予想であったが、 6基中4基が

いわゆる階段を有する竪穴系横口式石室と呼ばれるタイプに入いるもので、このため玄室

床面は周辺の現地表よりかなり底く、かつ全体が小規模石室に作られており、天丼高は約

1.7m程 のものであったため予想外に遺存状況は良好であった。また他の 2基は、普通の横

穴式石室で、この方は大岩を用いていることもあってか破壊が著しく、予想通り基底部と、

一部側壁は二段目までの状態であった。

以上大別 2タ イプの石室があることが今回の調査で明らかとなり、しかもこれらは隣接

した形で並存するため、時期が異なるのか、被葬者の性格が異なるのか詳細は不明である

が、今報告では、そのタイプの代表を取り上げ各々の特色と若子の疑問点に触れるだけの

概報とし、全容は52年度調査分と合わせ検討報告したい。

まず一般的なものから述べると、このタイプのものは 3・ 4号墳の 2基である(第 2図 )。

掘方についてはこの2基のうち3号墳は精査したが、セクションでは何となく分けられるが

平面では、未熟ゆえか検出できなかった。 4号墳では、奥壁と両側壁の一部で検出された

が、玄門部以前は削平されているため、その全容は不明であるが、一般的なものと思われ

る。

また、壁材は大型のものを用いており割石もある。奥壁は高さ2m前後のものとこれより

やや小型のものの 2枚で縦置に基底石を形成し、側壁基底石は横置している。また 3号墳

では左に片袖を持ち袖石は立石としている。

床面については 3号墳は盗掘のため不明であるが、4号墳はいづれも河原石であるが 5

cm前後の小礫と10cm× 20cm前後の扁平石を用いて敷石を形成している。ただし、敦石下方

からの遺物出土が多く、また雑であるため本来の状態とは思えない。

以上が一般的なタイプの状態である。

次に、いわゆる竪穴系横口式石室の状態であるが、 1・ 2・ 5・ 6号がこのタイプであ
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1,金剛寺野古墳群
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9.小八木廃寺
13.南深田遺跡

17.九条野古墳群
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6。 小八木東古墳

10。 妙園寺遺跡

14.高坪古窯跡

18.西ケ丘古墳群

3.Ti K園東古墳群

7.木戸口遺跡
H.正境遺跡
15.大塚古墳
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第2図  4号墳石室実測図

る。ただ、中には 6号墳の様に、明確には段 と言えるかどうか、むしろ、一般的な古墳に

、時折見られる敷居石として見ることも出来るが、全体の作 りとしては、このタイプに入い

るものとして扱った(第 3図 )。

掘方であるが、その有 り方には特徴があり、玄室 と階段部を含む形でまず掘 り、その後

羨道部掘方を掘る 2段階の作業を行なっている。このことは玄室部から階段部にかけての

構築 と羨道部の石室構築が別であることを明確にしており、実際、石積みの′点で明僚な積

み違いがあり、羨道部は一般的に雑に積まれている。また、この掘方は、階段が 5号墳の

様に玄門部に位置していても、 2号墳のように羨道部中央に位置していても、前述の通 り

掘られている。

次に壁材は川石の細長 く1人で持ち上がる程度のもので、小日面が比較的矩形を呈する

ものを用いて、小日積みを行なっている。ただ時期の若干下がるものには、小日面の形に

バラエティーがあり積みも雑である。また奥壁基底石は横置きされているが、これも時期

が下がると縦置きが出てくる。羨道部の構築法は玄室部 と違い、階段以降の掘方内は縦置
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第3図  5号墳石室実測図

きの基底石で足を固め、二段目からは横置きとなり、羨道掘方部以降は基底石から横置き

となっており、玄室側壁とは様相を異にしている。なお 5号墳以外は袖石を立石とし、袖

は左に作られている。

床面については、 2号 。6号に敷石が認められたが、 1号 。5号には認められなかつた。

最後に 2号墳では一部天丼石が残されており玄室床面からの高さは約1,7mを計った。ま

た 1号墳においても玄室側壁は約1.8mの高さで遺存していた。なお、玄室床面と羨道床面

には0。 5～ 0。 6mのレベル差が両墳とも有る。
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4.遺 物

今調査では 6基中 5号墳のみが、その石室上に径60～ 70cmの松の大木が 2本あったため

ほとんど近年の盗掘に会わず、当初調査すら出来るかどうか疑間で有った程であるが、反

面多くの遺物 が検出された。その大部分は須恵器で、他には刀子 1、 平根鏃 2、 責色ガ

ラス小玉 1だけであった。なお、当墳の墳丘外に土拡があり、その内より須恵器lTh身 、短

頸対等と伴に銀環 1が出土している。これは、その状態から見て、墓前祭というよりは追

葬の際に第 1次被葬者の副葬品を整理したためのものと考えられる。また、玄室内出上の

須恵器については、小形高郭や提瓶、台付有蓋短頸蜻など特色のある遺物が含まれている。

次に他墳の遺物を概略列記してみると1号墳も比較的まとまって遺物が出土しており、

特に袖部に有った一括の完型遺物は型態に癖があり、地元窯の産と思われる。 2号墳では、

ネ蓋身と直刀片が出上しただけである。なお当墳も墳丘前提より短脚高lThが検出されてい

る。この場合は或いは墓前祭のようなものに用いられたとも考えられるが、主体部内より

出上の遺物より、時期的には上げるものである。 3号墳については盗掘が著しく直口壷が

一点検出されただけである。次に4号墳は敷石が残されているにもかかわらず床面の荒れ

は激しく、出土遺物は皆細片で出上している。ただ、黒色土器碗が比較的良好な形で出土

している。これは追葬というより、平安時代後期に石室を他の目的で使用したものと考え

られる。なお当墳からは金環 3個が出上している。最後に 6号墳であるが、これも邪蓋身

を各 1点出上しただけであった。

第 4図  1号墳出土土器実測図

π
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第 5図  2号墳出土土器実測図

0           10          20

第 6図  3号 墳出土土器実測図

第 7図  4号墳出土土器実測図

ま と め

以上、今調査の概要の概要について述べて来たところであるが、その詳細報告は昭和52

年度調査予定の残 り2基を含め改めてすることとし、ここでは、いわゆる竪穴系横口式石

室で気付いた若子の事について述べ、まとめに変えたい。

この竪穴系横口式石室については、県下でも概に数ヶ所確認されていることは衆知のこ

とである。例えば先述の祗園東古墳、安土町竜石山古墳、竜王町三ツ山古墳群、水日町波
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第 8図  5号墳出土土器実測図
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第10図  6号墳出土土器実測図

第9図  5号墳出土土器実測図

濤ヵ平古墳等である。そして県外ではというとその資料は少く、

北九州地方に集中するだけで、他は有っても1基から数基程度

である。この様に見ると近江はその分布、数から特異な存在とな

る。ただ、北九州方面でのそれは 5世紀中葉頃に発達したもの

で、さらに、その源泉は朝鮮半島にあると水野正好氏や中谷雅治

氏た述べられている。しかし、北九州地方では、この竪穴系横口

式石室の以降に一般的な横穴式石室が流行して来ており、同時

に畿内方面等でも流行し、 6世紀代に続くのである。つまり、近江での竪穴系横日式石室

の流行については、その中間に一般的な横穴式石室の流行が有り、かつ九州から近江まで

の間は、この種石室がほとんどなく、まして近江で、この種石室が集かれたのは6世紀中

頃であり、九州のそれと約 1世紀の時間差がある。そして近江での、この種石室の構造は、

築造法において大きく異なるが、その形態は一般的な横穴式石室に近いことがわかるので

ある。この様に見て来ると、この種石室は特異なものであり、確かに分布が帰化人とのか

かわりの地に有るが、一概に、その被葬者を帰化系氏族とするのは早計ではなかろうか。

ただし、半島にも、その後変形し近江等で確認されているものと同様のものが確認され、

かつ、6世紀中頃に直接近江に新たに帰化した人々がいたとするならば別である。また、

我国の分布状態から考えたとき、仮に帰化系氏族のものが板葬者であったとすれば、一般
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的横穴式石室の影響を受けたのち もその系譜の人々が細々と、その策造法を守って一世紀

維持 し、近江の地で花咲 くこととなるであろうか。このことについては‐般的な横穴式石

室 と並存することにおいても疑問があり、また、当古墳群中、盟主となるような大型墳、

例えば百塚等については横穴式石室である。今後の課題としてここで止めておきたい。

次に石室の特徴 というか、石積みの石材等については、各々築造地の周辺から材料を集

めると思われるので特にどうこうはないが、副葬品の中に若子の特質が認められる。それ

は須恵器の中に小型品が多く、特に台付有蓋短頸対や小型高郭、小型提瓶などが近江の場

合認められることである。

最後に 5号墳の構築法で気付いたことであるが、第 3図 を改めて見て頂 くと、側壁の中

程に左右壁 とも縦に積み違いの線が認められる。つまり普通は左右 。前後の石 と組み合い、

石と石の隙が直線的にそろわず、アミダクジの様になっている。これは明らかに積み人が異なるか

らで、1人の作業量と思える。これと同様に羨道側壁の積みが異なることは先述のとおりで

ある。つまリー方の側壁では延 3人の作業が考えられる。これに奥壁を入れると壁だけで

は延 7人の作業量となる。そして天丼であるが石室が比較的小型であるため小型の天丼石

を 3～ 4枚架 している。実際発掘の際、石室内に落ち込んだ物をチェンブロックで引き出

した後、九太のテコで移動 したが、 3人の男が居れば以外と簡単に移動出来た。この様に

見ると、 3号・ 4号等の大型石材、といっても50～ 60cm角 程度のものが多いが、これらを

築 くことは別として、他の竪穴系横口式石室を築 くには、墳丘も小さく径10m前後であり、

石材は宇曽川に無数にあり、運搬の距離もほとんどないことなどから考えると以外と簡単

に出来ることが判明した。なお石室の壁積みにあたって、一方の側壁で 3名の仕事 とした

が、これは各人が各々の分担分を好き勝手に積んだものではなく、 5号墳の階段部の写真

を見て頂ければ良いが、羨道側壁と袖、玄室側壁にかかる状態で、コーナに斜めにかけた

石が有るが、これと同様に、両側壁と奥壁の接点にも同様手法で斜めの積みが認められる。

これは明らかに両者の間で高さの積み揃えが有 り、壁の高さを確認しながら作業をしたも

のと思えるのである。

以上、取留めのないようなことを長々と記 したが、これでまとめに変えたい。

(近藤 滋 )
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第 5章 高月町井口遺跡





1.は じめに

本報告書は、1高 月北部地区井ノ回第 2工区の県営ほ場整備事業に伴う事前調査の成果で

ある。本調査は、県耕地建設課の依頼により手 7;500:000円 を費して実施した。調査及び

整理業務参加者は次の通 9である。

林純、オII上真成、阪口勝彦、藤村善嗣、芳村高史、岡井誠、飯野清志、南部基、鈴木俊

―則、曽標秀夫、菅井彰夫、山岡一貞卜、岡井正、三宅憲明、石本好典、鈴木泰、宮崎雅美、

木村昌義、黒田 均、垣村俊夫、上羽基之、吉元達成。

なおて本調査の指導には滋賀県教育委員会文化財保護課 技師 田中勝弘があたった。

また、高時小学校笠原繁治、高月中学校山崎七郎、虎姫刀―ヽ学校野1沢剛、片甲小学校炉沢成

亘、の 4教諭には調査に参加し、協力していただいた。    1    '

本報告書の本文は田中が執筆し、梨図、作図は上記の調査参加者の協力によるものである。

最後にく当調査の便宜をはかっていただいた、高月町教育委員会、井口区の方々、又、

東阿閉(西阿閉、保延寺、持寺、雨森の方々には、遠方ながら作業員として参加していた

だいた。記して謝意を表します。

2.:位置と環境 (図 1)     「

湖北平野は、余呉川、高時川、姉川t天ノ川等諸河川によちて形成された広大な沖積平

野である。この平野北部は、主として、高時川及び余呉川によって形成されるが、高時川

以東は日高山から山田山、小谷山が大きく張り出し、余呉川西方は践ゲ岳から山本山に至

る地累状の丘陵があって、その沖積作用は両河川にはさまれた範囲に限られ、南北に細長

い平野となっている。また、余呉川が、木ノ本町黒田附近で平地にぬけ出た後、平地に横

たわる涌出山によって西方に流れを変え、地累状山丘の裾部に沿ちて南流するため、その

沖積作用が小さくなり、湖北平野北部の形成は、主として高時川に負うところが大きい。

このことは、等高線が、高時川が平地にぬけ出る附近を基に、南西方向に張り出す扇形と

なっていることで明らかである。等高線をさらに微細にみれば、標高 110m等高線までは

比較的ノーマルなカーブを描いているが、以下では招曲しており(高時サ
「
|あ諸支流が南西

方向に流れて、自然堤防を形成しながら沖積作用を繰り返してしヽた様子がうかがえる。

井口遺跡は標高 11lm附近にあり、高時川が平地にぬけ出す附近より南西方向に 1.5km、

高時川より西方 0.5kmの位置にある。等高線は遺跡附近で最もよく張り出していて、その

立地が微高地上にあることを示している。                     ‐

現在は、遺跡西側に国道 8号線、国鉄北陸本線があって幹道となっているが、福井県武

生に発し、県内に入って余呉川に沿う北国街道は、木ノ本町に入って余呉川と分かれて高
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第 1図 主要遺跡分布図

1.法光寺遺跡
7.中 居谷遺跡
13.柏原遺跡
19.父塚古墳
25。 西野古墳

31.若宮山・ゴンベ穴古墳
37.涌出山古墳群

2.石作遺跡  3.
8.赤尾古墳群  9.
14.高月遺跡  15.
20.円通寺遺跡 21.
26.             27.

32.尾上浜遺跡 33.

大越堂・千平遺跡

瓢筆塚古墳

兵主神社古墳

大将軍塚遺跡

古保利古墳群

尾上遺跡

4.西 山古墳群
10.鰻頭塚古墳
16.大将軍古墳
22.里の内遺跡
28.小倉遺跡

34.今西湖底遺跡

5.西山山頂古墳群
■.大海道遺跡
17.生塚古墳
23.寺 山・富山古墳群
29。 大安寺遺跡

35.今西遺跡

6.小山古墳群
12.井 口・井口天満宮遺跡

18.姫塚古墳
24.山畑古墳群

30。 満願寺遺跡

36.早崎湖底遺跡
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月町に入って高時川の西岸を通り、浅井町、山東町を通って関ケ原に至る北国脇往還道と結

ばれており、これが古代よりの幹道であった。北国脇往還は現在の井口集落内を通ってお

り、従って、井口遺跡はこの幹道の西側沿いに位置することになる。

井日遺跡近辺には、131棟以上の竪穴式住居跡が検出された保延寺大海道跡が北東500m

程のところ、北国脇往還道の東側にある。およそ、奈良時代を中心とし、古墳時代前期から

平安時代にかけての集落跡があり、奈良時代の軒瓦を出土した瓦溜りを検出しているとこ

ろから、附近に寺院跡の存在することが推定された遺跡である。井日遺跡の南方 500m程

のところでは、灰釉陶器、緑釉陶器等平安時代遺物を散布する柏原遺跡がある。これも北

国協往還道の西側沿いに位置し、従って、高月町内を通る北国往還環道沿いには、奈良～平

安時代を中心とする遺跡が濃密に分布しており、注目されるところである。

3.調査の経過 と概要 (図 2)

イ。経  過

井口遺跡は、1975年 に国道 865号線バイパス建設工事に先立つ遺跡確認調査によって発

見したものである。バイパスは、木ノ本町南田部から高月町井日、柏原等を通り、落川の

東方、高時川にかかる阿弥陀橋までの間約 3 kmに 及ぶものであるが、この間のうち、南田

部から柏原に及ぶ約 2 kmの間で遺物の散布を見たのである。翌年、井日地先で東西 600m、

南北400mに及ぶ範囲でほ場整備事業が計画され、再度実施した遺跡範囲確認調査によって、

事業地域全域に遺跡の広がる可能性のあることを確認した。この結果をもとに、県耕地建

設課等関係機関と遺跡の取り扱い等について協議に入り、その結果として、①ほ場整備計

画範囲全域を調査対象とする。②ただし、試堀戒設定個所は切土計画部分を中心とする。

③試堀の結果をもとに、遺跡保存のための設計変更を行う。④排水路計画部分については

完堀し、記録保存をはかる。⑤農道部分については、一切切土せず、盛土とする。等の点

において合意に達した。

次いで、調査期間の調整に入ったが、調査対象範囲が広大であるため、地元の要望もあ

って、遺物散布の希薄な西側幅 200mの範囲は8月 中に青田刈りすることにより実施するこ

ととし、この調査については、木ノ本町立高時小学校教諭笠原氏に依頼した。以束につい

ては、秋季刈取り後に工事工程と調整をはかりながら実施することとした。

調査は、夏季実施部分を西区、秋季実施部分を東区として区別し、さらに、西区をA～

E地区の 5地区、東区をA～ Kの■地区を設定し、各地区の切土計画部分を中心に、2m×

4mを 基本とするトレンチを設け、遺構の有無、包含層の有無等を確認することとした。

トレンチは a～ Oのアルファベツトの小文字であらわした。また、排水路計画部について

は、遺構の分布に従って、A～ Eの 5つに区別し、A～ E水路と呼び、 トレンチにより遺

―- 91 -―



′′′
'′
,11ド I

||

”　　　一⑩
　　”　　２８９。　　　‐

幡

５０ ０

~~―

― ― ― _

― ― ― ___

第 2図  束区グリッド配置及び遺構分布図

構分布範囲を確認のうえ、発堀調査を実施した。

口.概  要

東区の試堀調査は、地割りに応じてA～ Kの 11地区を設定し、各地区毎に、は場整備工

事によって切上が計画されている田面を中プいに、 6～ 15カ所のトレンチを設定した。調査

は、遺構、遺物包含層の有無等を確認し、ほ場整備工事により影響のある場合、協議のう

え、設計変更により、その保存を計ることを目的としたため、遺構等の完堀を避け、また、

十- 92 -―



拡張して確実な分布状況を追求していない。従って、遺構の性格、年代等については明瞭

でない。ただ、遺跡は設定した11地区全体に分布しており、出土遺物より見る限り、古墳

時代後期から平安時代後期に及ぶものであることは明らかである。下表に、名地区の所在

する字名、検出した主要遺構、出土遺物の年代を示しておく。

地

区

名
所在地 (字名 ) 王ヽ 要 連逗 構 出土遺物年代

A 鍵 田 東 半 部 竪穴式住居、ピット、濤 平安前・中

B 〃 西 半 部 竪穴式住居、ピット

C /1ヽ 寺 掘立柱建物、ピット

D 西 石 橋 包含層

E 東 野 村南東部 掘立柱建物、ピット、濤 古墳後・平安中

F 〃 南西部 包含層 平安前 。中

G 〃  北部 包含層 古墳後・平安前 。中

H 南  出  ロ 土器溜、包含層 古墳後・平安中

I 殿 町 瓦溜 平安前・中

」 宿 ノ 西 東 部 包含層 平安中

K 畔 ノ 下 竪穴式住居、掘立柱建物 古墳後・平安前 。中

表 1 地区別主要遺構一覧 (なおL地区は遺跡外に当り、省略)

西区については、10m× 10mト レンチを 5ヵ 所に設定 し、遺構・遺物包含層の追求を行な

つたが、いずれにおいても、検出し得なかった。ただ、B地区に設定 した トレンチにおい

て、NE― SW方向に走る幅 lm程の溝跡を検出した。小礫を多量に包含した自然濤である

が、礫とともに、平安時代中～後期頃のものと思われる須恵器 灰釉陶器の小片が含まれ、
このころに廃絶したものと考えられた。現在、小字宿ノ西、畔ノ下の北側に沿ってNE― SW

方向に条里田を斜めに横切る水路が存在するがこの水路は小字曲り田の西側で条里田に沿

って南流し、以下、条里田の区画に沿った流れを示している。Bト レンチで検出した自然

濤は、この斜めに横切る水路の廃絶したものではないかと考えられる。

4.遺 構

イ.A水 路 (図 3)

A水路は小字カシマの東寄 りに位置する。遺構は、字内のやや北寄 りで、南北約40mの

範囲内で検出された。遺構分布範囲以北は耕作上下に薄い床上があり、黄褐色の地山面は

ほぼ水平であ り、以南では、茶褐色の厚い堆積がある。遺構分布範囲では、全体的に南傾

してお り、以北は削平、以南は盛上して耕地面を整備 した状況が伺える。
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検出した遺構は、掘立柱建物跡 1棟の他多数のピット群である。

〔掘立柱建物 〕 柱穴4基 (P16。 P18・ P23・ P25)を確認した。掘 り方は 1辺約60Cmで、

いずれも方形に掘られている。P23・ P25で柱痕が見られたが、とも|ミ 、径約30Cm程であ

った。 P16は P17の大型土拡内の埋土除去後に検出している。 P20と P25の柱間が2.lm、

P16と P18が2.Omを計る。P16、 P18の柱列を西端として東西に長い建物と考えると桁行

3間、梁間 2間以上となる。東西軸はW3度 Nに ある。 P16よ り二種類の坑が出土し、と

もに平安時代前期と考えられ、建物もこれに近い年代を与えることができる。

〔ピット群〕 多数のピットを検出したが、そのうち、P21は 1辺50Cm程の方形の掘 り方

で、径約20Cmの柱痕を確認した。しかし、これと組み合せて統一的な配列を示すものは検

出し得なかった。また、P31は、南北2.2m、東西2.5m以上の長方形の上拡で、その南東部

で焼土塊がみられた。また、東側約1.5m幅が一段高く、その床面より2基のピットを検出

した。竪穴式住居跡とするにはやや不十分で、その性格については、明確にし得なかった。

次に、 8基のビットから遺物の出土を見ているので、その器種、年代を表に示しておく。

ピット内出土遺物は古墳時代後期から平安時代中期にわたるが軋古墳時代後期の遺物を含

むP■、P17にはそれぞれ、平安時代中期、平安時代前期のものを含み、ピットはこの二

時期に大別できる。耕作土中より出上のものもおよそこの二時期に集中し、古墳時代後期

に属するものは非常に少ない。従って、遺物の出上がなく、その年代を確定し得ない他の

ピットも大半が平安時代前期と平安時代中期に属するものと考えられる。

ピッ ト

配
灰 釉 陶 器 須  恵  器 土  師  器 そ  の  他

挿  図
No

年  代

P4 甕

P6 皿 皿 10 平安 中期

P7 甕 甕

P ll 坑・蓋 。長頸

雹 三・ 霊

皿 。甕 2・ 6・ 7

14～ 16

古・平安

前・ 中

P15 台付長頸壺 奈

P16 坑 甕 4・ 5 平安前

P17 坑 婉・蓋・台付

壺・難・甕

皿 平 瓦 1・ 3・ 13 白・奈 良

末

P39 娩 平安 中

表 2 A水路ピット内出土遺物一覧 (古は古墳時代 白は白鳳時代 挿図は図14)

口。C水路 (図 4)

小字畔の下の東端にあたる。条里による方形の地割 りはこの部分では遺存せず、現水路

が西隣の字 ヨコエ田にかけて斜めに走っており、条里 2坪分をその対角線で三分 した形に
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なっている。遺構の分布は北半分約50mの範囲に限られ、南半分は、茶褐色上の堆積とそ

れを切って東西に走る旧河川状の砂利層がみられるにすぎない。ここで検出した遺構は竪

穴式住居跡 4棟、掘立柱建物跡 1棟、薄跡 1条、ビット群である。

〔竪穴式住居跡 〕 4基確認したが、うち 1基は現水路によって大半が破壊されていた。

2・ 3号が、その軸線を一致させ、また、完存した 8基では、いずれも南北軸がやや長く、

長方形プランを呈し、東壁に沿って焼土痕が認められた。また、いずれも柱穴痕を持たず、

共通した特徴を持つ。出土遺物から、 4号が平安時代前期、2・ 3号が 7世紀前半のもの

と考えられる。

(1号住居跡)住 居跡東側壁の一部を残すのみで、現水路によって大半が破壊されてい

た。遺存した東側壁の方向はN26度 Eを示す。

(2号住居跡)4.6m× 3.lmの南北に長い長方形プランを示すが、東側壁がやや張り出

し、最大幅3.6mを計る。長軸はN一 Sに あり、磁北に一致している。深さは15Cm程が遺存

していた。床面で 2基のピットを検出したが、柱穴痕はない。東壁に沿って、そのほぼ中

央に焼土痕が検出され、その北方70cm程のところに土器溜りがあった。いずれも土師器片

である。

(3号住居跡)4.2m× 3.7mの南北に長い長方形 プランを持つ。長軸はN― sで、 2

号住居跡にほぼ一致する。焼土痕はやはり東側壁沿いにあるが、やや北寄 りで認められた。

4基の不整形なピットを床面で検出したが、柱穴痕を思わせるものは認められなかった。

深さ25Cm程遺存。床面中央附近で土師器片が出土したが、器形は不明である。

(4号住居跡 )5。 25m× 4.35mで、長軸をN7度Wに持ち、長方形プランを持つ。深さ30Cm

程が遺存していた。床面で 2基の小ピットを検出したが、柱穴痕は認められなかった。焼

土痕は東側壁に沿って、その中央よりやや北寄 りで認められた。床面より土師器片及び須

恵器片が出土している。須恵器片は坑形品で、平安時代前期のものである。土師器片は形

態は明瞭でない。

〔掘立柱建物 〕 南北に並ぶ 3基の柱穴 P49～ P51を検出している。柱間はともに1.8mを

計る。その配列状況から東へのびるものと考えられる。なお、柱列はN■度Wの傾きを持

ち、 4号 柱居跡の軸線に近似している。なお、P51は濤を切っているP61を切って掘 り

込まれており、濤より後出のものといえる。柱穴よりの出土遺物は認められなかった。

〔滞 〕 およそN12度Wの傾きをもって、ほぼ直線的にのびる。幅30cm～ 50Cmで南側寄 り

が細く、深さ約15Cmで凹宇形の掘 り方を示している。南よりにわずかに傾斜するが、大き

な落差はない。

〔ピット群 〕 柱穴を含めて、70余基を検出したが、不整形なものが多く、建物を思わせ

る酉″1は認め難い。
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ハ.D水路 (図 5)

小字東野村の東端に位置し、北国脇往還道の東側に沿った部分である。北側に入幡神社が

あり、現在周囲よリー段高くなっているが、頭初よりこの部分は土壇になっていたという。

入幡神社より南方50m程が遺構の分布範囲であり、さらにその南方50m程は約40cm程田面

が低くなっている。東野村及びその周辺は条里制による地割が全ったく認められない地域

である。

D水路では、建物等を思わせる明瞭な遺構を検出しえなかったが、築地塀を思わせる 2

条の並行した滞、掘立柱建物である可能性の強い 4基のピット列及び多数のピットを検出

した。また、D水路では、平安時代中期頃と考えられる多数の灯明皿が出上し、この附近

の遺構の性格を暗示している。

〔濤状遺構 〕 4.7mの 間隔をもって並行に、東西方向に走る。方向はW3度 Sである。特に、

南側のものは、E地区 gト レンチにおいて、西方に少なくとも22m以上のびることを確

認した。ともに幅 70cm、 深さは北側が20cm、 南側が40cmを計る。横断面はともに凹字形を

定している。特に南側の薄より平安時代中期に比定できる灯明皿が出土しており、その年

代を考定できた。

〔掘立柱建物 ?〕  N81度 Eの方向にある4基のピット列を検出した。柱間は東より2.50m、

1.25m、 1.50mで不等間隔であり、南北柱列を確認していないので、建物とするには不十

分であろう。

(ピ ット群 〕 多数のピットを検出した。各ピットの出土遺物及びその年代を表に示した。

これによると、およそ、平安時代中期のもののみを出土するもの、室町時代前後の遺物を

含むもの、あるいは室町時代前後の遺物のみを含むものの二時期に大別できる。また、新

旧いずれのピットからも、大部分灯明皿を出土しており、D水路附近の遺構の性格を暗示

している。なお、P2、 P15、 P18、 Bo P,1か ら灰釉陶器が、また、 P15、 P18、 P30

からは緑釉陶器が小片ながら出土している。

工。E水路 (図 6)

E水路は宇東野の南側、字小寺に属する。小寺は南北中程で北半分が2駒m程高く、E水

路はこの北側部分の南端に位置する。小寺も条里制による地割を認めることができない。

ここでは、掘立柱建物 1棟と柱穴状のものを含むピット群を検出した。また、E水路の

南側及び北方に設定したトレンチ 2ヵ 所 (C地区 e、 三及びiト レンチ )で堀立柱建物を各

1棟ずつを検出している。

〔掘立柱建物〕 南側で柱列 3基 (P26、 28、 29)西側で 2基 (P26、 27)ま でを検出し

た。柱間はいずれも1.3mを 計る。掘 り方は径50～ 60Cmの円形で、柱痕は径20～ 25Cmである。

南方へのびるようであり、南側柱列はW5度 Sの傾きを持っている。
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ピット

配
灰釉陶器 緑釉陶器 須  恵  器 土 師  器 そ の 他 年 代

挿 図
Nα

1 坑 灯明皿 平安

2 小片 坑・蓋 灯明皿 。その他 50, 51

3 灯明皿 平安中

灯明皿 平安申

甕 灯明皿

灯明皿 レンガ 平安～現代

7 灯明皿・甕 招鉢 平安中～近世 17・  18

坑・蓋 阿明皿 。その他 白鳳～平安中 14～ 16

9 坑・蓋・甕 灯明皿 白磁 平安～近世

蓋・壷 灯明皿 20-30

小片

娩・甕 灯明皿 。その他

小片 小片

坑 小片 婉・蓋・甕 平安中 36・ 37

坑・蓋 。その他 オヽ片 僣鉢・梁付 平安～近世

坑 灯明皿・壺 土錘 奈良～室町 45～ 49

イヽ片 オヽ片 坑・蓋・甕 灯明皿 摺鉢 平安～近世 41～ 43

婉 甕 'そ の他 月ヽ片

坑・蓋 灯明皿・甕

坑・蓋 甕 古墳前～平安前 34, 35

灯明皿 平安中 10～ 13

娩・甕

坑・甕 'そ の他 灯明皿・甕 奈良～平安中

小片

灯明皿 室町 38^-40

陶器 近世

魂

BPl 坑 塊・蓋・台付壼・甕 灯明皿・甕 糟鉢・火鉢・平瓦 近tBt～ 平安 1～ 9

BP2 小片 灯明皿・甕 平瓦 平安中 31～ 33

M l 灯明皿・甕 平安中

M 2

表3 D水路ピット内出土遺物一覧表 (挿図は図10)
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〔ピット群〕=P10・ ■・14・ 17・ 19。 20。 23・ 24で柱痕が検出でき柱穴である可能性が

あるが、建物を思わせる統一的な配列は認められない。ピットの時期については、P10よ

り古墳時代後期中頃の須恵器蓋 1点 を出上した以外、ほとんど有効な遺物は出土していな

い。

ピット

Nα
須  恵  器 土  師  器 そ  の  他 年 代

挿 図

Nα

10 蓋 小 片 古 墳

14 小 片

20 小 片 燈明皿 鉄 釘 平安 中

表4 E水路ピット内出土遺物一覧表 (挿図は図15)

〔C地区 eト レンチ掘立柱建物 〕 南側柱ア1については、道路敷きに当るため調査し得な

かったが、 2間× 5間の南北に長い建物と思われる。北側柱列柱間はともに2.75m、 西側

イよ耳ヒより2.12m、 1.96m、 1.96m、  1.96m、 東狽Iは 2.02m、 1.96m.1.96、 1.96mを言十る。

柱穴は東西約 80cm、 南北90cm程の方形のもので、柱痕は20～ 30Cmを計る。南北主軸はN5

度Wの傾きをもつ。完掘はしていないが、北西隅の柱の抜き取 り穴より須恵器娩が出上し

ており、およそ平安時代初頭の建物と考えられる。

ホ A地区dト レンチ竪穴住居跡 (図 7)

A地区は字鍵田の東半部に当り、■ヵ所にグリットを設定し、溝、ピット等を検出して

いる。このうちdグ リットで、竪穴式住居跡の完掘をはかった。

住居跡は深さ38Cm程遺存していた。平面規模は西側1.3m程 までで南北幅2.lmを計り、

以東では広くなり、4.4mと なっている。東西幅は一定で4,4mである。東側壁は幅 10Cm、 高

さ30cm程の段を持っている。柱穴は南北側壁のクビレ部附近で 2基 (柱間1.94m)、 東側壁

の段の部分で 2基 (柱間2.5m)を検出した。西側柱列は径40～ 54cmの不整円形で、柱痕は

20～ 22Cmを計る。東側柱列は柱痕を確認しなかったが、掘 り方は、側壁側が垂直に、内側

は斜めに掘 り込まれている。掘 り方は円形で、径40Cmを計る。また、西側壁沿いで、南寄

りに焼土痕を検出している。

この住居跡床面直上では遺物を検出できなかったが、埋土中より上師器甕、須恵器蓋、

坑を検出している。これらは、およそ 7世紀前半のもので、住居跡もこれに近い年代を与

えることができる。なお、軸線はN14度Wの方向にある。
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5.遺 物

イ。A地区出土遺物 (図 8)

須 恵 器

〔坑 〕 いずれも高台を持つもの (A類 )である。高台の形態に、横断面が逆台形を呈し

ていて端部に面を取り、開きのないもの (AI類-2・ 3・ 17・ 18・ 19)、 横断面が長方

形に近かく、わずかに外方へ開くもの  (AH類 -4)、 端部の面取りは小さく、丸味

を持つもの (AⅢ類-16)等がある。AI類の18では、日縁部径■ .5cm、 器高 3,7Cm、 高

台径 8 cm、 高さ0.3cmを計り、体部は直線的で、比較的大きく開く。高台は体部下端に付

く。他のものは全体的な形態は明瞭でないが、 2が 18に近似して体部の開きが大きいよう

である。又、 3は高台径11.6cmと 大型で、体部は内側に力■ブして、あまり開かない。 4

も全体的な形態は明らかでないが、高台径16.5Cmで大型品である。

灰軸袖器          
｀

〔塊 〕 10は 口縁部径10.8cm、 器高 3.3cm、 高台径 6.2Cm、 高さ 0。 3cmの小型品 (A類 )

である。体部は大きく開き、中程に 2本の稜を取って口縁部と区別し、日縁部は外反する。

高台は横断面三角形状のものが、外方へ踏んばった状態で貼り付く。端部は丸い。5も ロ
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縁部径9.6cmで 小型品である。高台の規模(形状も体部遺存部の様子からこれと同例であろ

う。これに対し、 6は 口縁部径14.6cmで大型品 (B類 )である。体部は内側にカーブして

開き、口縁部は外面に二本の稜線が走り、端部で外反する。13も 同心円復元では規模、形

態が異るが同例であろう。 8・ ■・14も B類 と思われるが、 8・ 14は高台高 0 18cmで外方

に開いた状況にあり、端部は丸い (BH類 )∩ ■は高さ0.5 Cmで端部が九く、真直ぐに付

く (B・Ⅳ類)。

〔皿 〕 15は体部が二段に届折して開き、高台は逆台形のものが貼り付く。 7も 皿形品と

思われるが、高台は外方に開いた高いものが付く。

緑釉陶器

〔筑 〕 20は高台部分の破片で、高台は内側に段を持つ。

土 師 器      「

〕 21は 日縁部径 8.4cm、 器高 2.Ocmと 小型で、底部は九 く、日縁部が屈折 して外反

.B地 区出土遺物 (図 9。 10)

須 恵 器

〔筑 〕 A類には I類 (図 9-8・ 14・ 30・ 33・ 34。 46・ 47・ 図10-8・ 9・ 11・ 12)、

Ⅱ類 (図 9-1・ 13・ 20。 25。 31・ 32・ 45・ 49・ 59)Ⅲ類 (図 9-48)の他に、 I類と同

形態であるが、端面に凹みがみられるもの (Ⅳ類―図 9-12・ 21・ 図18-7)、 端部が肥

厚し、端面に凹みのみられるもの (V類―図 9'-26)がある。AI類の図 9-30は 日縁部

径■ .4cm、 器高3.6cm、 高台径 7.8cm、 高さ 0。 3Cmで休部は直線的で、開きは比較的広い。

これに対し、図 9-33は 口縁部径■ .4cm、 器高4.4cm、 高台径7.5Cm、 高さ0.4cm。 体部は直線

的であるが日縁部は屈折して開く。高台は体部下端より内側に付き、体部と底部との境界

は丸味を持つ。AH類の図 9-25は 回縁部径12.2Cm、 器高3.9Cm。 休部は直線的であるが、

日縁端部はわずかに外反する。高台は体部下端より内側に付き、体部と底部との境界は明

瞭に稜を取る。図 9-31では、休吉卜は内側にカーブしながら開き、端部は単純に終る。体

部下方には箆削り調整痕が見られる。

娩型品には、高台を持たないB類 (図 9-35。 図10-1・ 13)がある。図 9-35は 体部

が直線的に開き、口縁部は単純に終る。図10-1では、日縁端部がわずかに外反する。規

模は前者が日縁部径13.6cm、 器高3.OCm、 後者が口縁部径14,4cm、 器高3.6cmで、大差ない。

〔蓋 〕 口縁部が届曲して段を持つもの (A類 )と もたないもの (B類 )と がある。A類

には、さらに、日縁部の屈曲がなだらかで、日縁端部の横断面が三角形状を呈するが、端

部の稜の甘いもの (AI類一図 9-5・ 19。 23・ 28。 29・ 図10-5・ 6)、 口縁端部が稜

を取って屈折し、外反しながら垂下するもの (AH類一図 9-51)、 回縁端部が極端に折
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れ曲り、端部に面を取るもの (AⅢ類一図 9-15。 61)、 日縁部の屈曲が小さく、端部が

肥厚する程度で終るもの (AⅣ類一図10-4)等がある。AI類の図 9-28では、天丼部

は扁平で、付け根のクビレの大きいツマミがつく。B類の図 9-6では天丼部に丸味があ

るが、A類は相対的に扁平な天丼部を持つようである。

ツマミの形態では、図 9-18・ 27・ 図10-3は付け根のクビレが小さく、扁平である。

〔壷 〕 日縁部の形態で、端部が単純に終るもの (A類―図 9-9。 36)、 端部が突帯状

に内側に肥厚するもの (B類―図 9-52)、 端部が肥厚して、幅広くなるもの (C類一図

13-14)等がある。

〔皿 〕 図 9-7の 1点のみである。日縁部径■ .lCm、 器高1.7Cmで、日縁部は、短かく直

線的に開き、端部は尖り気味に終る。            i

〔盤 〕 図 9-37の 1点のみで、日縁部径19.3Cm、 器高3.2cm。 体部は底部より屈曲して直

線的に開き、端部が小さく外反する。底都は丸味がある。

〔台付壺形土器 〕 図 9-53の 1点で、外方へ開く高台が体部下端に付く。高台端面は面

を取るが、稜は甘い。

土 師 器

〔皿 〕 灯明皿形のもの (A類―図 9-54～ 56)がある。度合いの差はあるが、いずれも

口縁部に屈曲のみられるもので、日縁部径9.6～■ .2Cm、器高1.5～ 1.9Cmの小型のものであ

る (AI類 )。

〔甕 〕 口縁部が短かく、大きく外反し、体部の張りがほとんどないもの (A類 ―図 9

-22・ 38)と 頸部が「く」の字形に屈曲し、日縁端部が突帯状に内側に肥厚するもの (B

類―図10-17)と がある。A類の図 9-38の 日縁端部は四線が走るが、図 9-22は 九く終

る。38の体部には、縦方向の刷毛目痕がみられる。B類の図10-17の体部は球形状になる

ものと思われる。

灰袖陶器

〔筑 〕 小型のA類には見られない。全体を知れる図 9-57は 日縁部径13.4cm、 器高4.6

cmで、B類である。57では、日縁部は内側にカーブしながら開き、端部でわずかに外反す

る。高台は開き気味で、外彎しており端部は丸い。日縁部の形態では図12-41が近似して

いる (BH類 )。

高台の特徴では、図 9-3・ 4が大きく外彎し、端部が尖り気味に終る (BI類 )。 図

9-7・ 42・ 43が幅広く、横断面三角形状で、端部が九い (BⅣ類 )。 高さはともに O.5

cmと 比較的高い。図 9-16、 図10-2は 高さ l Cmと 高かく、外側に開くが、弯曲は見られ

ず、端部が丸い (BⅢ類 )。

図 9-40は 日縁部が幅広く、外反するもので、BI類の高台が付くものと思われる。
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〔皿 〕 図10-15は 口縁部径11.6cm、 器高2.2cmで、形態はA地区出上のものと同様である。

ハ.C地区出土遺物 (図 10)

須 恵 器

〔坑 〕 A類のみで、 I類 (30)、 H類 (22・ 28。 29)、 Ⅲ類 (24)、 Ⅳ類 (23)の各種

がみられる。

(蓋 〕 21は 日縁部が屈曲して裟を持ち、端部が垂下するタイプで、AI類。19・ 20のツ

マミは付け根のクビレが小さく、AI類の口縁部を持つものと思われる。

〔壺 〕 25は 日縁部片で、外反して開き、端部は内傾し、凹む。

灰釉陶器

〔筑 〕 26・ 27と もにB類で、27の高台はⅢ類に近かく、外側に開く―。?6の 日縁部は体部

から稜を取って外反する。

二.D地区出土遺物 (図 8)

須 恵 器

〔塊 〕 A類では I類 (23・ 38)、 H類 (24・ 25・ 39)の他に、高台の■郡が肥厚し、端

画の凹守もの (V類 -40)と 高台の高さ及び幅が小さく、やや外方へ開き気味で、端部に

面を取 り、稜の明瞭なもの (Ⅵ類
二34～ 37)がある。 I類の23では、体部が直線的で、日

縁部が単純に終る。高台は体部下端附近に付く。日縁部径■ .8Cm、 器高 4 cm、 高台径 9。 2

Cmで、主体部の開きは小さく、浅い。H類の24は 、日縁部径12.6cm、 器高4.3Cmを 計り.体部

はやや内側にカーブして開き、
‐
その中程より外反させて回縁部をつくる。V類の40は 口縁

郡径16.6Cm、 器高5,9Cmと 大型で、休部は直線的に開き、その中程から外反Sせて日縁部を

つくっている。Ⅵ類の37では、休部は直線的で、日縁部は内外より押えて薄くし、区別し

ている。高台は休部下端に付き、体吉hと 底部との境界に稜を取る。 1

(蓋 〕 A類のみで、 I類 (33)、 H類 (32)、 Ⅲ類 (30)、 w類 (29・ 31)がある。22

・28の ツマミは比較的大型で、扁平であり、AI類、あるいはH類につくものであろうか。

尿釉陶器

〔坑 〕 体部の上方部で外反してEl縁部をつくり、端部でさらに大きく外反する (27)。

緑釉陶器

(皿 〕 45は体部内面に段を持つ段皿であると休部は直線的で、端部でわずかに外反する。

高台は外方へ開き、端部は丸い。口縁部径13.6Cn、 器高2.6cmを 計る。

ホ.E地区出土遺物 (図 10)

須 恵 器

〔坑〕 AI類 (36・ 38・ 39)と AⅣ類 (34)と がある。

〔杯 〕 受部を持つ杯身 (31)で、口縁部は外反し、受部は斜上方に短かく突出する。
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6世紀後葉のものであろう。

〔蓋〕 AⅣ類 (33)の日縁部とAI類に付くと思われる円柱状に近いツマミ (32)であ

る。

〔高杯〕 脚部の破片 (37)で、付け根に 3条の凹線を持つ。古墳時代のものと思われる。

灰釉陶器

〔筑 〕 BⅢ類 (35)に近似するが、外面の付け根附近が凹み、中程に稜線が走る。

へ。F地区出土遺物 (図 13)

須 恵 器

〔坑 〕 A類は I類 (23・ 35・ 36)と V類に近似して、高台端部が肥厚し、体部が大きく

開くもの (24)がある。AI類の23では、日縁部径13.4cm、 器高3.7Cm、 高台径9。 4cm、高さ

0。 4cmで、直線的な体部は比較的開きが大きい。高台は体部下端より内側に付く。端面は

やや凹む。

22は 高台を持たないB類で、日縁部径19.6cm、 器高4.7Cmを計 り、大型品である。平坦な

底部と直線的な体部を持つ。

〔蓋 〕 A類のみで、 I類 (31・ 33)、 H類 (8,32)、 Ⅲ類 (34)、 Ⅳ類 (3・ 6・ 7

。16・ 25)の各種がある。H類の 8は 日縁部径20,4cm、 天丼部までの高さ1.lCmと 扁平で

あり、ツマミは付け根のクビレがやや大きく、高い。

ツマミには、付け根のクビレが大きく、かつ扁平なもの (15。 26・ 27・ 29)と 円柱状に

近いもの (28)と がある。

〔硯 〕 円面硯 (21)で、脚部の透しは、外面に箆による刻線を施したにとどまる。

土 師 器

〔皿 〕 4は薄手で、日縁部が極端に屈曲し、端部でわずかに肥厚し、内面に一条の沈線

が走る。

(高杯 〕 杯部付け根附近の破片 (17)で、外面に箆調整痕を見る。

灰釉陶器

〔坑 〕 BⅢ類 (9。 19。 20)、 BⅣ類 (10・ 18)の他に、削り出した平底のもの (12)

が見られる。

〔壷 〕 13・ 14は瓶形の底部と口縁部で、14の口縁部は端部で上下に肥厚する。13の底部

は体部よりすぼみ、平底である。

緑釉陶器

〔筑 〕 底部片 (■ )で、高台は内側に段を持ち、外面が外反気味で、端部は丸い。

卜.G地区出土遺物 (図 14・ 図15)

須 恵 器
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〔筑 〕 A類には I類 (図 ■-12、 20、 32、 35、 52)、 H類 (図■-3、  18、 19、  34、

37、 38、 50、 図12-3～ 6)、 Ⅲ類 (13、 36、 53)、Ⅳ類 (図 H-14、 15、 51、 図12-15)、 V

類 (図 11-16、 17)、 Ⅵ類 (図 11-30、 31)の 各種がある。H類の図11-3では、日縁部径

13.8Cm、 器高4。 6cm、 高台径 7.5Cm、 高さ0,3cmで、体部は直線的に大きく開 く。日縁端部は、

内側にカーブしながら開いている。体部 と底部の境界は稜を取 り、高台は体部下端より、

わずかに内側に付 く。

A類の他、 B類 (図■ -55、 56、 図12-7)も 見られる。図12-7では、体部は直線的

で、日縁部は単純に終る。底部 と体部 との屈曲は図■-56等に比べて大きい。

〔杯 〕 図■-1、 48、 49と も同規模、同形態で、日縁部は短かく、大きく内傾し、受部

も短かく、斜上方に突出している。6世紀末頃のものであろう。

〔・蓋 〕 AI類 (図■・-8、 9、 28、 46)、 AⅣ類 (図■-45)の他に、口縁部にかえりを

持つもの (C類一図■-7)ん あゞる。これは、受部は折 り曲げられ、天丼部は丸味を持つ

ようである。ツマミ (図 ■-2、 27)は ともに薄手で、クビレは比較的小さい。A類に付

くものであろう。又、短頸の壺形土器のものかと思われる蓋 (図 ■-47)がある。日縁郡

は内傾し、端部は面を取って凹む。天丼部には九味がある。

〔皿 〕 図11-54は 日縁部径 17.2cm、 器高2.9cmと 大型で、日縁端部がわずかに外反する。

底部は丸味を持っている。

〔鉢 〕 鉢形の器形を持つと思われるもの (図■-39、 40)がある。39は、横断面逆三角

形状の高台を持ち、体部は、低部よりなめらかに移行し、や 内ゝ側にカーブしながら大き

く開く。40は 、端部で肥厚し、端面が凹む高台を持ち、体部は直線的で、低部より屈曲し

て開く。

〔壷 〕 花瓶形品の日縁部 (図 11-24)と 長頸壺形品の肩部 (図 ■-25)、小形壷形土器 (

図12-3)、短頸直日形のもの (図12-9)等 がある。図■-24では、日縁端部が折れ曲が

って上方に突帯状に突出する。図11-25は 、肩部と体部との境界に一条の凹線が走り、図

12-8は肩部が稜を取って、やや丸味のある体部へ移行する。図12-9では、日縁部の開

きは小さく、端部で突帯状に内側に肥厚し、肩部がよく張っている。

灰釉陶器

〔坑〕 BH類 (図■-4、 43、 57、 58)、 BⅢ類(図 ■-42、 59、 60、 ol)の 2類が見られ

る。

上 師 器

〔皿〕 灯明皿形のA類 (図 11-5、 6、 44)の みである。いずれも口縁部が単純に終る

もので、 5、 6は ともに底部に丸味を持つ。44は、やや上底気味である。

〔甕 〕 図■-41は 、日縁部が大きく外反し、端部が上方に肥厚する。肩部はほとんど張
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らない。図12-10、 ■は同形品と思われる。10では頸部が「 く」の字形に折れ、口縁端部

は単純である。体部内外面 とも刷毛 目調整痕がある。

チ.H地 区出土遺物 (図 12)

須 恵 器

〔筑〕 AⅢ類 (18)と AⅣ類 (17、 23、 24)がある。AⅢ類の17では、日縁部径14.6

Cm、 器高3.4cmと 浅 く、口縁部は直線的で、比較的大きく開く。

〔蓋 〕 19は 、天丼部が大きくお、くらみ、日縁部との境界の稜はにぶく、日縁端部は九味

がある。22は A類のツマミであろう。19は 6世紀末頃のものであろう。

灰軸陶器

〔坑〕 25は BH類、26は BⅢ類に属す坑形品。

〔壷 〕 花瓶形のもの (20)で、日縁端部が上方へ突出する。

上 師 器

〔皿〕 灯明皿形のもので、27～ 57は 同一ピットの出Ji品である。形態は二類ある。口縁端

部が屈曲して段を持ち、端部から上方へ肥厚するもの (27～ 48)と 口縁部がわずかに内傾

するもの (49～ 57)と がある。いずれも、日縁部の外面と内面全体をすデ、底部は末調整

である。

り.I地区出土遺物 (図 10)

須 恵 器

〔坑〕 AH類 (54、 55)、 AⅢ類 (49、 52)、 AⅣ類 (50、 56)及びB類 (51、 57)がある。

B類の57は 、日縁部径12.2cm、 器高 3 cm、 体部は直線的で、口縁端部は丸い。

〔杯〕 53は 日縁部が短かく、大きく内傾し受部は端部が屈曲している。

(蓋 〕 扁平でクビレの大きいツマミ (47、 48)で、B類につく可台旨性:も ある。

瓦 (図版十七・二十一～二十五 )

軒九瓦は瓦当文様に 2種類があり、一つは (図版十七・二十一下の 1)単弁 8葉で、外

区には幅の広い圏線と広い間隔を持って16個の珠文をめぐらせている。内区には、やや肉

大の花弁の間に、楔形の厚味のある間弁を配している。中房は、中央に丈の高い半球状の

ものを置き、その外側に16個の蓮子がある。又、半球状の蓮子は突線で4等分され、突線

の交点と4等分された部分に各 1個の蓮子が配されている。同類は高月町保延寺大海道遺

跡で出土している。他は (図版十七下)調査中に盗難に会って詳細は明らかでないが、瓦

当東面に布目痕が見られる。調査中の観察では、複弁で中房の大きな川原寺式系に類似し

ている。

軒平瓦 (図版二十一下の 3)は重弧文で、4重弧をめぐらす。大海道遺跡では二重弧文

の下線に波形の粘土帯を加え、重弧文面に鋸歯状の刻みを施しており、軒平瓦・軒丸瓦の
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共伴状況が異る。

平瓦 (図版二十二～二十五)は裏面の調査痕に 3通 りのものがある。一つは (図版二十

二)縄目の叩き痕を持つもの、二つは (図版二十三・二十五上)縄目痕を箆で磨き消して

いるもの、二つは (図版二十四)比較的細い格子目の叩きを持つものである。二つ目のも

のは硬質で焼き上りは良好であるが、二つ目のものは非常に軟質である。一つ目にはその

両方のものがみられる。

ヌ。」地区出土遺物 (図 13)

須 恵 器

〔婉 〕 AI類 (43、 44)のみである。他に口縁部片 (45)がある。

灰袖陶器

〔坑〕 Bm類に近似するが、端部に面を取る (41、 42)

上 師 器

〔皿〕 灯明形品 (40)で、非常に浅 く、口縁部は単純である。

ル .K地区出土遺物 (図 13)

須 恵 器

〔筑〕 AI類 (45、 47、 48、 50)、 AH類 (38、 40、 41)、 AⅣ類 (39、 46)がある。

AI類の40は 口縁部径 13.8Cm、高さ5。 2cm。 体部は外側ヘカーブして開く。38は 日縁部径

■,4cm、 高さ 4 Cmと ゃゃ小型で、日縁端部がわずかに外反する。高台は端部で肥厚してい

る。AⅢ類の46は 口縁部径13.4cm、 器高4.6cm。 体部は直線的で、日縁部で厚味を増す。高

台は0.2cmと 低い。

〔皿〕 42は高台を持つもので、日縁部径 15cm、 器高 3 cm、 日縁部が外反する。高台は端

面に段を持つ。

〔蓋 〕 AI類 (43、 44、 54)で、43にはクビレの比較的大きい扁平なツマミがつく。44

は日縁部が屈曲して垂下している。53も AI類であろう。

灰釉陶器

〔坑〕 BH類 (51)と 須恵器坑のAI類に近似した高台を持つもの (52)と がある。

ォ.L地区出土遺物 (図 8)

須 恵 器

(筑 〕 AI類 (50～ 52)のみで、52は 口縁都径12.lcm、 器高 4 cmを計り体部は直線的で

大きく開く。

〔杯 〕 小型で口縁部の内傾が大きく、受部との高さと近似している (46)。 小型品で、

7世紀初当のものと思われる。

〔蓋 〕 AH類 (48)と AI類 (49)と が あ り、47は AH類 であろ う。
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灰袖陶器

〔坑 〕 BH類 (56、 57)、 BⅢ類 (58)と がある。53は A類の小型品と思われ、外方へ開

いた低い高台が付く。

〔皿 〕 逆三角形の高台を持つ (54、 55)。 55では内面に段を持つ。

ワ.A水路出土遺物 (図 8)

ピット内出土遺物

〔P6(10)〕  灰釉の台付皿で、筑形品のBⅢ類に近似した高台を持つが、内面の彎曲

は/1ヽさく、端部に面を取る。

〔P■ (2、 6、 7、 13～ 16)〕  須恵器坑にはA類 (2)と B類 (6(7)と がある。

2は直線的に開く口縁部とわずかに外反する日縁端部を持つ。 6、 7は ともに未調整の底

部で九味があり、体部下端外面に 1～ 2 Cm幅程の未調整痕を見る。13～ 16は土師器の皿で、

13～ 14は灯明皿型の皿で、日縁部が屈曲して段を持ち、端部が上方へ肥厚するもの。15、

16は盤形の皿で、日縁部は15が外反するのに対し、16は直線的で、端部が肥厚している。

〔P15(12)〕  台付きの長頸壷で、肩部に丸味があり、体部は直線的にすばまる。肩部

と体部との境界とその下方とに 3条の凹線が走り、体部下端を箆削り調整している。

(P16(4、 5)〕  ともに須恵器の筑で、4がAV類、 5は B類で、底部は未調整で平

底になっており、体部下端を箆削りしている。

(P17(1、 3、 57)〕 1、 3は須恵器の坑で、 1は 、口縁部がやや内側にカーブしてい

る。 3は AV類に属し、高台端部が肥厚し、端面が凹む。57は壺で、筑のAH類に近似し

た高台が付 く。瓶型の壺であろう。

(P37(■ )〕  灰釉の坑型品で、10と 同様のB皿類に近似した高台がつく。

表上層出土遺物

〔須恵器 〕 坑のA類には、 I類 (21)、 H類 (23、 25～ 27)、 Ⅳ類 (22、 24)があり、

時期的にバラエティがある。B類は、日縁部が内側にカーブしながら開き、端部で肥厚し

ている17と 口縁部の開きが比較的大きく、端部が大きく外反する18と がある。さらに、底

部は未調整で、平底になっている。

蓋には、日縁部が屈曲して段をもつA類 (30～ 32)、 段を持たず、日縁部に垂下するB

類 (33)、 日縁部にかえりを持つ C類 (34)の各種がある。A類は、いずれもI類である。

壺には花瓶型品様の底部片 (35)がある。

〔灰釉陶器〕 坑型品には小型のものがなく、いずれもB類である。高台でみると、開い

て内面が彎曲するI類 (46～40、 外方に開くが内面の彎曲のみられないⅢ類 (49、 51～

54)の 3類がある。 I類の48では、日縁部の中程で稜を取り、日縁部がやや外反気味とな

っており、42～ 45も I類のものとし得る。

-116-



75

十
~聾

■ __H29

制

~  :こ こJ       

…

     31

32

一

― ―

 路

辛

―

‐

―

| _4割

辻 ___臣 ― ン

4

5

37

38

~39

く
く
三

ミ三三三∃こここ三テ
万
戸
″

40

劉

22

23

留

25

26

第14図 A水 路出土遺物実測図

Eく

〒

===T~~Tラ 戸
訂

55

-19

ヽ   
―

-117-



皿には39の小型品と37、 38、 40、 41の大型品とがある。大型品の口縁部は内側にカーブ

しながら開き、端部が単純に終る。高台は開き気味で低いものがつく。小型品は日縁部が

外反する。高台はやや開く。

壺には、日縁部が上下に肥厚して、端部に面を取る瓶型のもの (55)と 、平底のやはり

瓶型品の底部56と がある。

力.C水路出土遺物 (図 15)

竪穴式住居跡出土遺物

2号～4号の各住居跡から土器片が出土しているが、形態の特徴の知れるものは、 2号

住居跡の上師器甕 (13)と 4号住居跡の須恵器坑 (14)である。13は 、頸部が「く」の字

形に屈曲し、日縁部は稜を取って内側に屈折している。体部はなだらかで、あまり開かな

いようである。14は AH類の高台を持つものである。

表土層出土遺跡

AH類の須恵器坑型品 (15、 16)が主なものである

ヨ.D水路出土遺物 (図 16)

ビット内出土遣物

〔P2(50、 51)〕  土師器皿 (50)と灰釉の坑 (51)の他、須恵器の坑、蓋の小片が山

上している。50は直線的で中太な口縁部を持つ灯明皿、51は 日縁端部が外反する。

〔P10(20～ 30)〕  灯明皿 (20～ 30)の他須恵器坑、壷の小片がある。灯明皿は、日縁

端部に屈曲がなくおさめられるもの (20、 21)、 日縁端部が屈曲し、端部を上方に肥厚さ

せるもの (22～ 30)の 2種類がある。

〔P15(36、 37)〕  須恵器蓋 (36)、 灰釉の塊 (37)の他は、須恵器坑、甕t緑釉陶器

の小片がある。36は小型であるがAI類に近似する。37は BⅢ類に近似する。

〔P16(53)〕  P16は 、近世の招鉢や陶器を混在する。 53は須恵器の坑でAⅢ類の高

台を持つ。

〔PV(44～ 49)〕  44、 45は土師器の皿型品で、44は直線的で中太りの回緑部で、端部が

わずかに屈折する。45も 日縁端部がわずかに内側に届折するが、大型で日縁部は舛・反気味

である。46、 47は 坑型品で、46は AH類に近かく、47は AⅣ類の高台を持つ。48、 49は須

恵器壷で、48は、直線的で開きが少なく、端部が内側に肥厚する日縁部、49は、外方に開

いた長方形の高台を持つ端部である

〔P18(41～ 43)〕  近世の招鉢を含み、混在しているが、灰釉、緑釉陶器の小片も出土

している。41は AⅣ類の須恵器蓋、42は須恵器坑のB類、43は AI類の婉型品。

〔P7(17、 18)〕   近世のものを混在している。17、 18は灯明皿で、日縁部が屈曲し

端部を上方に肥厚させるもの (18)と 、単純に終るもの (17)と がある。
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〔P8(14～ 16)〕  14は 、日縁部が届由し、端部を上方に肥厚させているが、他の類品

に比べて、器壁が薄い。15は須恵器の蓋で、日縁部にかえりを持つ C類、16は坑で、外反

気味に開く口縁部。

(P21(34、 35)〕  34は須恵器蓋でAH類に近似するが、端部は直線的に垂下する。35

の坑は直線的に開く体部で、口縁部に変化はない。P21か らは、これらの他に、いわゆる

古式上師器と思われる甕型品がある。

〔P22(10～ 13)〕  P10同様の 2種類の灯明皿が出上している。

〔P24(19)〕  H類 の高台を持つ須恵器坑 (19)で、この他に、須恵器及び土師器の甕、
土師器皿の小片が出上している。

〔P26(38～ 40)〕  いずれも灯明皿型の上師器。38は底部が上げ底風で、小型である。
39、 40は、日縁部が内側にカーブし、端部が尖り気味になっている。

〔P29(52)〕  外反する体部と未調整で丸味のある底部をもつ須恵器の坑 B類。
〔B.Pl(1～ 9)〕  近世の招鉢等を混在するビットである。 1～ 5は灯明皿型の上

師器で 口縁部が届折して外反する点に共通した特徴を見る。P17出上の45に近似する。
6は土師器の甕で、「く」の字型の頸部とやや外側でカーブしながら開く日縁部を持つ。

日縁部、体部の内外面に刷毛目痕を見る。 7は AⅣ類の須恵器蓋、 8は AⅣ類の須恵器坑、

9は BH類の灰釉の坑である。

〔BoP 2(31～ 33)〕 灯明皿 (31～ 33)の他に、平瓦 土師器甕、須恵器片を含む。

31、 32 は、小型の灯明皿で、薄手で、丸味があり、体部と底部の区別はない。33は、

B.Pl出上の 2等に近似する。

〔Ml)Mlか らは土師器の灯明皿と甕が出上している。灯明皿はP10出土品に同型の

ものである。

夕.E水路出土遺物 (図15)

ビット内出土遣物

〔P10(1)〕  須恵器の蓋で、天丼部と口縁部との境界に凹線を施して区別し、日縁部

は外反して開く。端部は幅広く肥厚する。

〔P14〕 須恵器の小片が出上しているが、器形は不明。

〔P20〕 須恵器の小片、灯明皿、鉄釘等が出土しているが小片で図示し得なかった。

表土層出土遺物

〔須恵器 〕 坑のAH類(41、 C類 (3)、 の他坑の日縁部 (2)と 壷の口縁部 (6、 7)及

び蓋 (・5、 ■)がある。 2はやや内側にカーブしながら開く。 7は、口縁端が上下に肥厚

して面を取り、口縁部に波状文と凹線を施している。 6は 日縁端部をわずかに肥厚させて

いる。5の蓋は口縁端部はわずかな屈曲があり、AH類に近似する。■は天丼部から稜を取
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って日縁部に移行し、口縁部に屈曲はみられないが、端部の形態はAI類に近似している。

〔土師器〕 大型の皿 (8、 9)と 小型壺 (10)がある。 8は 日縁端部を小さく外反させ、

深みがある。 9は 日縁端部を外反させ、内側に段を取って、四ませている。10の壺は、「く」

の字形の頸部を持ち、日縁部は短かく、内側に届折している。

これらの他に円面硯の破片 (12)がある。

6。 結
韮
ロロ

イ.試掘調査

試掘調査の結果、A～ Kの各地区にわたって、遺構及び遺物の包含層を検出した。試掘

調査の性格上、 トレンチの拡張を行なっていないので、遺構分布の詳細は明確にし得なか

ったが、知 り得る限り、主要遺構の分布は、竪穴式住居跡が A、 B、 K地区、掘立柱建物

跡が C、 E、 K地区に見られ、従って、調査対象範囲の南東部に掘立柱建物群、南西部に

竪穴式住居跡群が比較的密に分布している様子が知れる。また、H地区で灯明皿を多量に

包含したピット、 I地区で広範囲にわたる瓦の包含層があり、北部には寺院関連の遺構の

存在が推定され、一応の遺構の分布が把握できた。

これら遺構の年代や性格については、水路部分や一部完掘を行なったA地区dト レンチ

の竪穴式住居跡以外では、直接年代等を明らかにし得ないが、耕作上を含む表土層より多

量の上器片等が出上しており、次に、これをもとに、遺跡の全体的な年代を把握しておく。

各地区におよそ共通して見られるものは、須恵器筑、蓋及び灰釉陶器の婉形品である。

須恵器筑は、高台の形態で見る限り6類に大別できる。高台が外方に踏んばるAI類や端

部で肥厚し、端面が凹むV類等は大阪府陶邑古窯跡群におけるTK7や京都府長岡京跡 SD

51等の出土遺物に近似したものが見受けられ、多くは平安時代初頭のものと考えられる。

高台端面に面を取るが、その稜は甘 く、外方への踏んばりのみられないAI類やこれに近似

するが端面に凹みが見られるAⅣ類等は平安時代のものであるが、さほどさかのぼらない

であろう。又。高台端部に面取りがなく、丸く終るAⅢ類、高台が扁平なAⅥ類等はAI

類、AⅣ類より新しく、一応、平安時代中期頃のものと思われる。

須恵器蓋では、AH類、AⅢ類が長岡京跡 S D51に近似例がある。次いでAI類、さら

にAⅣ類と年代的に下り、筑型品と対応すると考えられる。

灰釉坑型品では、BI類及びBⅢ類がBH類、BⅣ類に比べて、やや古式と思われるが、

花瓶型品も含めて、愛知県黒笹14号窯式から折戸53号窯式の間に含み得るものと考えられ、

上述の須恵器筑や蓋の新しい部類と並行し、平安時代前期までさかのぼるものはない。

その他、土師器の灯明皿型の皿類は、特にH地区Fト レンチピット内出上の 2類のもの

が一括遺物として注意される。類品は長岡京跡 S K03に あり10世紀末～■世紀の一括遺物
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とされている。

以上のように、A～ K地区の出土遺物を見る限り、平安前期及び中期を中心とした遺物

の分布を見ている。ただ、この他に、 E、 G、 H、 Lの 4地区から6世紀末～ 7世紀初当

にさかのぼる杯身や蓋が出上している。このことから、各地区で検出した遺構は、平安時

代前期及び中期を中心としたものであり、又A地区dト レンチの竪穴式住唇跡が示すよう

に、一部、古墳時代後期にさかのぼるものが重複していると考えられる。

また、H地区で瓦溜りを検出し、出上した単弁八葉軒丸瓦、重弧文軒平瓦は、連珠の間

＼  1  /2

―
L ゴ 3

≧ ≧ ≧ 虫 15

∠ ⊆ 三 垂 ≧ 塾 L19

~~20

第15図 CoE水 路及びA地区dグ リッド竪穴式住居跡内

―- 121 -―



く`ミミi:i::::::i:::EEE::::gi「ロロHEELPH¬ LEiiiiiiiii''F口'I

3

｀〒一一 =十
~~~ラ

石

貰三三≡三三上ど聖堅堅H,9

20

-l~/21

Yl~/ 22

23

24

-26
27

28

く〔三【:こ:::::::]「「三三:三「「三ニラ戸L'29

-3,
Vl~/32

―
    割

くく
ミ:::::::::I::::言 :::三戸

戸43

目
く≡≡≡≡:三≡三耳=]~「IIIII二 :F'″14

∠

=1__i建

≡ ≡ 望 ≧ ム Ь 15

~  ___重 L41

ヒ  | ″ 42

Vl~/44

7“ ▼  |

36

39

涯型  デ中
-40

第16図  D水路出土遺物実測図

Vl~/17

―- 122 -―



隔が広がっていること等から奈良時代に入るものと考えられる。ただ、これに並行すると

思われる土器の出土は非常に少なく、又、直接関連すると思われる遺構は検出していない。

口.水路調査

〔A水路 〕

検出した遺構は掘立柱建物跡の他は、性格不明のピット群である。掘立柱建物跡は 3問

× 3間以上で、南北柱列はN3度 Eの方向にあり、磁北に近い。柱穴の内P16か ら須恵器

坑のA・ B両類 (図 14-4・ 5)が出上し、A類がV類の高台を有していて、外方に踏ん

ばり、端部が肥厚した特徴を持つところから、陶邑古窯跡群のTK7、 や長岡京跡 S D51

出土の坑に近似している。従って、平安時代前期頃の建物と考えられる。ピット群からは、

P4・ 6・ 7・ 11・ 15・ 17・ 39か ら出上しているが、P6か ら平安時代中期頃の灯明皿、

P15か ら奈良時代の台付長頸壺が出上している他、 P ll、 P17は大型土拡で、P■にいわ

ゆる古式上師器と思われる甕型品が混在している他、平安時代前期から中期にかけての須

恵器、土師器があり、P17か らは、かえりをもつ須恵器蓋、AV類の坑、月ヽ型で口縁部に

屈曲した段を持つ灯明皿が出上していて、時期的に混在した状況を呈している。従って、

掘立柱建物跡は平安時代前期であるが、ピット群は、古墳時代から平安時代中期にわたる

長期間に形成されたものと考えておく必要がある。A水路東側は I地区に当り、奈良時代

前半の瓦溜りがあり、さらにA水路の遺構群の性格を複雑にしている。

〔C水路 〕

竪穴住居跡 4棟、掘立柱建物 1棟、濤 1条等を検出している。竪穴式住居跡では、 2号

住居跡出上の上師器の甕は日縁部が屈折する特徴等からして 7世紀前半頃のものと考えら

れる。又は 4号住居跡は、AH類の須恵器坑が出土しており、さほど大きく踏ばりを見せ

ないところから、陶邑古窯跡のTK7頃 と考えられ、 8世紀末頃と考える。 3号住居跡か

らは土師器の小片を出上したのみで、時期は不明だが、 2号住居跡とほぼ並行して存在す

るところから、 2・ 3号住居跡は同時期のものと考える。掘立柱建物及び濤については、

出土遺物からの年代決定は困難であるが、掘立柱建物の南北柱列が Nll度W、 溝が N12度

Wにあり、 4号住居跡の南北主軸N7度Wに近かく、年代的にも近似した頃のものではな

かろうか。

C水路はK地区東端に当り、K地区からも掘立柱建物、竪穴式住居跡を検出している。

〔D水路 〕

D水路からは、掘立柱建物かと思われる柱列と、 2条の並行する溝を検出した他は、顕

者な遺構は検出していない。ただ、この地域から、多数の灯明皿を出上している。灯明皿

は、月ヽ型で、日縁部が屈曲して端部が上方へ肥厚するもの (I)、 これと共伴していて、同

規模で、口縁部が単純に終るもの (H)、 の 2類の他、日縁部が屈折して外反し、端都が

―- 123 -―



尖り気味、あるいは上方にわずかに肥厚するもの (m)、 さらに上げ底風になるも
の(Ⅳ )、

薄手で、全体的に弧を描くもの (V)の 多種類がある。 I、 は長岡京跡S K03に類品があ

り、10世紀末～11世紀初当の共伴物があり、従って、I・ Ⅱは平安中期、Ⅳは鎌倉末～室町

初期の一括遺物とされる平安宮土拡 Iに類品がある。Hは 日縁端部が上方に肥厚するもの

が見られるところから、I'Hに近い年代が考えられ、VはⅣに近いものであろう。この

ように、平安中期から室町時代にかけて多数の灯明皿が出上しており、注意されるところ

であるが、遺構としては、 2条の溝状遺構が、幅4.5m程の間隔をもって並4子しており、あ

るいは築地跡かと思われる以外、顕著なものを検出していない。D水路はF地区に当るが、

設定したトレンチからも、明瞭な遺構は明らかにできなかった。

〔E水路〕

E水路では、掘立柱建物 1棟、ピット群を検出した。遺構内の出土遺物はP10'14。 20

の 3基のピットのみで、このうち、P10の須恵器蓋は天丼部と口縁部が凹線で区別される

もので、T K10に近い。P20か らは土師器灯明皿の Iがあり、平安中期になる。これ以外

のピット、掘立柱建物の年代は不明である。ただ、E水路南側、C地区 eト レンチで検出

した掘立柱建物の柱穴内より、須恵器塊AⅢ類が出土し、南北軸がN5度Wにあって、E

水路掘立柱建物とほぼ並行しており、時期的に近似していると考えられる。しかし、柱穴

の規模形状、全体規模が極端に異り、2m程の狭い間隔にあっては、なお、詳細は明らか

にし得ない。

おわりに

以上のように、当遺跡は、水路調査で、平安時代前期の掘立柱建物をA・ C・ Eの 3水

路、古墳時代後期と平安時代初頭の竪穴式住居跡をC水路で検出した他、D水路で多数の

灯明皿を出土し、又、 I地区で瓦の包含層を検出する等、南北400m、 東西400mの遺構検

出範囲内で、多様な有り方を示している。遺物においても、F地区及びE水路で円面硯を

出土した程度であり、遺跡全体の性格はなお究明しがたい状況にある。ただ、次の点は指

摘できよう。すなわち、①当遺跡では、掘立柱建物がいずれも平安時代前期に下り、以前

では竪穴式住居跡が主流を占るようである。従って、当地方では畿内に比べて、竪穴式住

居から掘立柱建物への移行が奈良時代に完了せず、平安時代前期を持たねばならないこと。

②掘立柱建物は、長軸線がN8度W(A水路)、 N■度W(C水路 )、 N5度W(E水路 )

とほぼ一致し、一辺 lmに近い方形の掘方を持つものが存在する。従って、北国脇往還道

に沿って、整然と建物が並ぶ都市的様相を持っていること。③古墳時代から平安時代中期

に及ぶ集落跡であるが、寺院、神社を伴う当時の集落の構成を推考し得る可能性があるこ

と等が指摘できよう。
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このように限られた調査範囲内で、遺跡の全体性格を鮮明するにはほど遠い調査であっ

たが、ほぼ完存する広大な当遺跡は、集落構成あるいはその発展過程を解明していく上に

貴重な遺跡である。
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